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第17回放射能調査研究成果

論文抄録集
(昭和49年度)



題 担 当 機 関

Ⅰ 環境に関する調査(陸,大気)(内容が海洋にわたるものを一部

(1)高空に∴臣ける放射能じんの測定

佗)大気中の14c及び3Ⅲの濃度変化

(3)札幌市に∴臣けるエエロゾール分布

(4)再処理施設周辺の特別気象解析調李
(速報)

(5)北半球に∴臣ける放射性物質降下の地域

的変動

(6)日本における137cs,90sr,239+24Opu,

23やu降下量

(Ⅵ 土壌及び米麦中の90srについて

(8)放射能汚染の解析研究(その5)

一土壌の種類と玄米の90sr,13アcs

汚染-

@)本邦産牛乳の90sr,137cs汚染濃度

の推移

㈹ 家畜骨中の90sr濃度(1975)

帥 食品中の226Ra及び210pb含量につ

いて

㈹ 東海･東山地方におけるバックダラク

ン放射線の測定

(摘 標準食中の放射性核種濃度

㈹ 降下性14cの濃度調査

(拍 環境中のトリチクムの測定調査

(16)陸上試料の調査

㈹ 地表面大気中の239pu濃度

㈹ 雨水ちり,浮遊塵,各種食品の放射能

調査

㈹ 雨水ちり,陸水,海水,土壌及び各種

食品試料の放射能調査

防衛庁技術研究本部第1研究室……･･…･･

防衛大学校物理学教室…･･･…･･････…･･･････

札幌管区気象台,気象庁観測部…･･…･･…

気象庁観測部…･････…･………･…･･…･･･････

気象研究所地球化学研究部………･･…‥…

気象研究所地球化学研究部………･…･…･･

農業技術研究所

農業技術研究所……‥∴‥……………･

畜産試験場

家畜衛生試験場

国立衛生試験所

放射線医学総合研究所…………‥…･……･

放射線医学総合研究所……………………･･

放射線医学総合研究所…･･…‥…･…‥‥‥…

放射線医学総合研究所………･･……………

放射線医学総合研究所……･…･･…‥………

日本原子力研究所

日本原子力研究所

(財)日本分析センター‥‥‥…………･……･



論文
番号

題

皿 環境に関する調査(海洋,廃棄物)

物 日本近海海水の全β放射能
(紬 深層流等の調査

鰯･茨城県東海村仲海水中における沿岸流

出水の分布

鯛 北太平洋西部海水中のラジウムとラド

ンの分布

即 太平洋海水のPn-238,Pu-239,飢0,

Cs-137及びH-3

(謝 放射性廃棄物の深海投棄

鋤 海水及び海底土の放射能調査

(鋤 横須賀港,佐世保港,ホワイトビーチ

における放射能調査

(紬 常磐沖海域における海水及び海底土の

放射能調査

㈲ 海産生物の全ベータ放射能

㈱ 放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う海

産生物等に関する調査

糾 沿岸海域試料の解析調査

(姻 沖縄におけるバックグラウンド調査

(細 東海村沿岸における海産物摂取による

内部被ばく線量の推定

即 再処理施設周辺における海洋環境放射

能調査

Ⅱ 人に関する調査,分析法の研究

㈲ 人骨中の帥sr濃度笹ついて

㈱ 人体臓器内のプルトニクム濃度

㈹･環境放射線解析に関する基礎的研究

¢カ 理研における環境放射能観測

㈲ 環境試料中の1さ7csの放射化学分析
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担 当 機 関

気象庁海洋気象部

気象庁海洋気象部

気象研究所地球化学研究部…………………‥

気象研究所地球化学研究部…･･･…･…･･……‥

気象研究所地球化学研究部……………･…‥‥

気象研究所地球化学研究部…‥…･…･･･…･･…

海上保安庁水路部

海上保安庁水路部

海上保安庁水路部

水産庁東海区水産研究所……………･･……･･･

水産庁東海区水産研究所……‥･････……･･…‥

放射線医学総合研究所

(財)日本分析センター

茨城県公害技術センター･･…･……･･…･…‥…

動力炉,核燃料開発事業団東海事業所…･…･

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所……･･…･………･…･…

理化学研究所

理化学研究所

(財)日本分析センター



論文
番号

題

Ⅳ 都道府県の放射能調査

㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
0
0
銅
材
栂
糾
輯
鯛
印
幽
鋤
鍋

北海道における放射能調査

青森頻 〝

秋田県

山形県

宮城県

福島県

茨城県

埼玉県

〃

〃

〃

〃

〃

〃

東京都 〝

神奈川県 〝

新潟県 〝

石川県 〝

福井県 〝

静岡県 〝

愛知県

京都府

机 大阪府

6オ 兵庫県

相 和歌山県

闘 鳥取県

6う 島根県

6Q 岡山県

6竹 広島県

幽 山口県

69 高知県

㈹ 福岡県

㈹ 佐賀県

㈹ 長崎県

仔3 鹿児島県

㈹ 沖縄県

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

担 当 機 関

北海道立衛生研究所

青森公害調査事務所

秋田県衛生科学研究所……………･……････

山形県衛生研究所

宮城県衛生研究所

福島県原子力センター……………････…･…

茨城県公害技術センター…･･……･･･…‥････

埼玉県衛生研究所

東京都立衛生研究所

神奈川県衛生研究所

新潟県公害研究所

石川県衛生公害研究所…･･･…………･･‥…･

福井県衛生研究所

静岡県衛生研究所

愛知県衛生研究所

京都府公害研究所

大阪府立公衆衛生研究所…………‥…･…‥

兵庫県衛生研究所…･･･………………‥‥‥‥

和歌山県衛生研究所

鳥取県衛生研究所

島根県衛生公害研究所･･･‥･………………‥

岡山県衛生研究所

広島県衛生研究所

山口県衛生研究所

高知県衛生研究所

福岡県衛生公害センター……………………

佐賀県公害センター

長崎県衛生公害研究所･･･……‥……………･

鹿児島県公害衛生研究所…………………川

沖縄県公害衛生研究所…………･…･…･･…･･



本抄録集は､おおむね昭和49年変打おける関係国立試験研究機関､関係部道府県

研究所ならび打開係民間機関等による放射能調査研究及びその対策に関する研究結果

要をと少まとめたものである｡これら調査研究結果のと少まとめは､17回をかぞえ

至った｡

この間､関係機関の精力的な協力のもとに､綿密､かつ､組織的な調査が実施でき

民の安全確保に貢献したことにつき､深く謝意を表するものである｡

昭和50年12月

科学技術庁原子力局放射能課長



Ⅰ環境に関する調査(陸,大気)

(内容が海洋にわたるものを一部含む｡



(1) 高空における放射能じんの測定

防衛庁技術研究本部第1研究所

○尾沼睦,松村豊造,赤城

五十嵐俊次

1.緒 呂

前回に引き続き,1974年10月初めから1975年9月末までの間実施した,

ける放射性浮遊じんに関する調査結果について報告する｡

2.調査の概要

(1)試料の採集

試料の採集は北部(高度10‰),中部(高度10随,6随)及び西部(高度1

3空域において,F-86flジェット機の翼下に装着したろ紙式集じん器でおこな

但)測定結果

全β放射能の濃度変化を図1に,また全β放射能濃度の昨年同期との比較を図2

全β放射能の濃度変化は'74年10月から漸次増加し,'75年1～3月にピーク

いる｡その後9月にかけてほゞ一様に減少する傾向を示している｡

次に,図3に中部空域で採集した試料のr線スぺクトルを示す｡本調査期間を通

つかの試料についてr線スぺクトルを測定したが,主要な含有核種は前報に報告し

同じであった｡このうち7Beは宇宙線によって生成されるものと考えられるが,

と全β放射能の濃度との間にはある程度の関連が認められる｡

3.結 口

高空の放射性浮遊じんの濃度変化は,一般的には10月ごろから増加傾向を示し2

にピークに達する｡以後漸次減少して7～9月に最低となるようなサイクル変化を示

本調査期間中のサイクル変化は,前期のそれと比戟していっそうはっきりしている｡

における放射能濃度を昨年と比較すると,平均値については空域及び高度の別なくほ

は認められない｡

｣
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図3 高空放射性浮遊塵(平常時)のr線スぺクトルの一例



(2) 大気中の14Cおよび3Hの濃度変化

防衛大学校物理教室

久保添忠嘉,藤田利弓

1.緒 呂

1964年以来,大気中の14cと3Eの軽年変化を調べるために14cについては,上空J

で,3Hについては上空のみで試料の採集を行い,その濃度を気体計数法で測定してきてし

今回1975年1月以後の測定値と1964年来の経年変化について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試料採集,処理及び測定方法

航空機(F-86-Fジェット戦闘機)の異下に装着した捕集器の中のモレキュラー

ブスに吸着されてくる炭酸ガスおよび水を試料とし,その中に含まれる14cぉよび3上

皮を測定した｡

捕集飛行は,高度10～10.6‰であるが,1971年7月までは33.50～36.50†

135～1390Eの範周で航空自衛隊実験航空団(岐阜),1971年11月以降は,

～350N,130.5～131.50Eの範囲で航空自衛隊第8航空団(福岡県築城)の協プ

リ行われた｡

また,地上の試料は2Nの苛性ソーダ2βをプラスチック容器に入れ,約10日間点

炭酸ガスを吸着させ,その中に含まれる14cの濃度を測定した｡

本年は陸上自衛隊第2師団第4部,鹿児島県立枕崎高等学校の協力により旭川と枕鵬

横須賀(本校)の三ケ所で試料の採集を行った｡

(2)調査結果

1975年10月以後の上空の14cの濃度変化を圏界面より測った捕集高度とともiく

紅示し,旭川,横須賀,枕崎の地上の14cの濃度変化を図2に示した｡

1965年以来の地上の測定値に本年の値を加え,測定値の存在する領域を示す曲轟

Nydalと同様の方法で外挿し,Nydalの予想と比較したものを図3に示した｡

上空大気中水蒸気中の3fiの濃度変化と捕集高度を圏界面よりの高度で表わしたも¢

4に示した｡

(3)結 語

1)14cの濃度は上空の方が地上の値より約15痴高く,地上の経年変化をNydala

と比戟すると減少傾向はかなりゆるやかである｡

2)上空の大気中水蒸気中の3Hの濃度は1973年以来減少してきているが,このまで

傾向を辿るかどうかについてほ,さらに測定を継続する必要がある｡

イ.久保添忠嘉,藤田利明,石渡和美,第16回放射絶調査研究成果論文抄録集7(

ロ.R.Nydal,K.Lovseth J.Geophy.Res.75.2271(1970)
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図1上空の14c濃度変化と圏界面よ摘帖た補集高度
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(3) 札幌市におけるエエロゾール分布

札幌管区気象‡

0今 井 七

気象庁観測部

本 多

1.緒 昌

RnおよびTnは土中より気体状で大気中に浮遊し始めそのdaughterは金属性屈

し･主として大気中のサブエエロゾールに付着すると考えられる｡自然放射能が気易

って著しく変動することは既に報告を行なった0調査の目的は,あくまで,放射性エ

に着目して実施し･第16回抄録集には,放射性エエロブールの垂直分布と日変化に

告した0今回は･札幌市内におけるユニロゾールの分布は,気象条件こよってどのよ

を示すか･また･これらの粒子の大きさを視程と粒子数の関係から粒径の半径を求ゼ

エエロゾール分布のパラメータとすることができないものかとの考えに基き,冬期腎

48年12月および昭和49年2月)に札幌管区気象台を中心とした半径6‰の円周

南北4地点移動観測を実施した結果について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)視程とエエロゾールの関係から粒子半径を求める0測定は9時から15時までの日

した｡

レイリー散乱の場合消散係数をSスとしたとき視程Vmは次式によって示される

Vm=
3.912

Sス …………………(1)

Sス= 汀r2NE
…………………e)

ただしr=粒子半径

N=粒子濃度

E=散乱面積係数(レイリー散乱の場合0-3.9の値をとり,光の波長スと

Ⅹ=一旦空エの関数となる｡)
ス

いま光の波長をスとして目の感知エネルギー最大の場合をとると,ス=5500

該当すると考えられる｡

(1)および(勿の式により

r2王】=

故にr2掴E=

花N

l.2 4 5

Vm(Km)N

3.19 2 1.245

_.
~~~~~~二~

Vm打N VmN

×102

…………………(3)



1973年12月10日の11時と15時の観測から視程とエエロゾール値を代入

Ⅴ=8～25‰

N=0.05～1.10×105を用いて(4)式から

r=0.15～0.23/上を導くことができる｡

前述の仮定を用いると,13回実施した資料によっても殆んど一致した結果が得ら

粒子半径は,海塩核の最小粒径に大体等しいものとなる｡札幌管区気象台･北海道大

立衛生研究所の共同研究によるエエロゾール放射化分析でも,おおかたが海塩核を主

しているのではないかと推定されているので,調査観測は有意義であった｡

(2)気象条件とエエロゾール分布について

1)発散収欽について

エエロゾール測定と同時に,各朝測点における風向風速を測定し,気象台を中心

4象限に分けベラミー法により得た各観測点の平均値を求める｡

1973年12月10日

11時 0.40×10~4sec~1

15時 2.85×10~4sec~1

1973年12月11日

10時30分 -0.525×10~4sec~1

1973年12月12日

10時30分 一1.1×10~4sec~1

14時 一2.4×10~4sec~1

1974年 2月18日

11時 0.85×10~4sec~1

15時 0.7 ×10~4sec~1

1974年 2月19日

11時 0.･475×10~4sec~1

15時 1.25 ×10~4sec~1

………………

発散

………………

発散

……………… 収欽

これらの資料からその特性によリ4つのパターンに分けてみる0

2)発散収欽を考慮して流線パターンを分類する｡

ア 北西の風で一様になる
…………

イ 全般的には北西だが一様ではない

ウ 全般的には南東だが一様ではない

エ 南東の風で一様になる･…‥……

aタイプ

bタイプ

cタイプ

dタイプ

収欽

収赦

発散

発散

発散

発散

3)視程とエエロゾール数を対数変化の5階級に分けて対応させたものを表1に示し

表1.視程とエエロゾールの関係

Ⅴ
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図1 収飲･発散におけるエエロゾールの分布

4)気象台周辺の4観測地点の値(エエロゾール5分類のⅠ～Ⅴの合計が17(た

Ⅴ･Ⅰ･Ⅴ･Ⅲ･Ⅴ=17)を基準にすると16以下は比戟的濃度が小,17以.

慶が大ということになる｡これを第1図に示す｡

3.結 語

この調査は冬期におけるRn変動が異常に大きいのでその原因を追求しようとする=

ク〕一環として実施したものである｡参加機関は,気象庁観測部･気象研究所･北海道:

部･同工学部･北海道立札幌衛生研究所･札幌管区気象台でアメリカで発表された化二

よるRn増加論のチェックを兼ねている｡エエロゾール測定に着目したのは,化石燃プ

燃焼核は数ミクロンのオーダーで,これにより支配されていないかを知りたかったた一

モニタリングポストの記轟からは化石燃料によるRnおよびRn-daughterの変動を

えられない｡大気浮遊じん試料では,RaB,RaCの冬期間の増加については明らか｢

今後調査を更に進めるについてα線の変動を定常的に求める必要が生ずるが,このこ

海道立札幌衛生研究所に検討をお願いしている0手種山および恵庭岳(いずれも10

で採取された降水および浮遊じんのエエロゾール放射化分析は昭和50年慶も継続さこ

である｡これらの粒子組成を究明することによって発生源を明らかにして自然放射酪

変動の主役を追求する考えである0



(4)再処理施設周辺の特別気象解析調査(速 報)

気象庁観測部

山田三朗,長井達夫,本多

1.緒 盲

動力炉･核燃料開発事業団では,その再処理施設のか動を前に,環境モニタリングの

安全性について,調査研究を進められている｡一方科学技術庁は,地域住民が被曝する

価を確立する資料として,昭和49年慶から約3ケ年計画で,放射線医学総合研究所,

気象庁(気象研究所も含む),海上保安庁,理化学研究所,日本原子力研究所,及び水

力事務所等が協力して,再処理施設周辺環境総合解析調査を推進することになった｡

この総合解析調査の一環として,気象庁が担当した施設周辺の気象解析では,最近の

害調査や原子力気象の分野で問題になっている｡(1)微風時における大気拡散状況と,(2)

の吹き戻し現象による大気中の放射性物質の挙動に関する下層大気の4次元解析がねら

る｡

このような目的で･昭和49年慶には,.主排気筒周辺の約5‰圏内5地点に超音波式

向･風速計を設置し･(昭和50年慶は7地点)また,既設の観測塔(海抜100仇)

てある温度差計による気温の鉛直分布観測,パイポール観測を実施し,昭和50年慶に

ゾンデ観測を追加して気象解析を行なっている｡

今回は･昭和49年慶に実施したパイポール特別談判(11月7日～12日)のうち

風現象が顕著に現われた11月7日の解析結果を速報として,報告する｡

2.調査結果の概要

昭和49年に展開したパイポール観測点は第1図に示したA地域(点をほどこした領:

7地点で,その配置は第2図に示すとおりである｡

これら7地点において,昭和49年11月7日～12日の6時から21時まで30外

測風経緯儀により高慶1100mまで100m毎の風向風速の額測を実施し,これらのぅ

もとずいて各高度の流線解析と時間断面解析等を行なった｡

再処理施設周辺のA地域の流線解析から海陸風の実態を把超するためには,茨城県全メ

系も知る必要があるので,第1図に示す18地点の部外施設の地表風の資料を収集し,j

般の地表風の流線解析も行った｡

これらの解析結果を基にして,昭和49年11月7日～12日のうち,海陸風現象が貞

把握できた11月7日の実例を次にのぺる｡

(1)天気図解析(第3,4図参照)

昭和49年11月7日の地上天気図によれば,当日は日本付近に東西にのびる高圧弓

在したので沿海州東部の低気圧から南西にのびる寒冷前線は影響しなかった｡21晦.

(第3図)この高圧帯上の日本中部に,地形性の高気圧が形成され,全般に風が弱く,

も晴で海陸風の生成には良い条件を示していた｡850mb面(高度約1500〝l)に±



15時,16時,19時)を第5図(a～f)に示し,その解析結果により茨城県

風の動静をさぐれば,次のとおりである｡

6～8時には,県下全般に北一北西の陸風が卓越していたが,9時には,太平洋

に北東の海風が吹き初め,12時にいたり,海岸部全般に北東の海風が侵入し,海

図(第5-b図)のように,海岸線に平行にはっきり認められた｡この海風前線は

陸部に移動し(第5-e,d,e図)16時には,水戸の西方17‰から水海道と

中間の線に達した｡

この海風前線の速度は,図にみるように,利根川ぞいにおいては,水戸ふきんよ

速く･第6図に示した竜ヶ崎･汐来･鹿島の地表風変化図から速度を見積ると毎時

あるのに対し,水戸付近の通過速度はおよそ3随/bであった｡

19時にいたり,茨城県中部以北において北西の陸風が吹き初め,陸風前線が第

のように認められた｡

(3)施設周辺の風系の立体解析(第7,8,9図参照)

我々がパイポール特別観測を展開した地域(第1図のA地域)内の7地点におけ

(100,200,300,400,700〝l)の流線解析結果を基にして,海臨

模造の-一端にふれてみる｡

第7-a～g図に示してある矢羽根1本はm/sの風速を表現してある｡

11月7日8時には,下層100m付近では第7-a図のとおり弱い北よりの陸ノ

ていたが･10時には,海岸部では地表風の流線解析図で示した海風前線に対応し･

b図に示すように海風前線が現われ,時速約3‰の速度で南西方向に移動し,11f

砂と足崎の間に達した0この間の海風の上限はおよそ400m～500mであったフ

時には400〝l以上では北西の反海風となり,この時の海風の高さはおよそ200一

った015時には(第7-e図)300m高度まで東よりの海風で,400叫こおl

弱い高気圧性の循環がみとめられ,500m以上においては南西の反海風が認めらヨ

18時にいたり,400mより上空の反海風の高度が下り,300〝l高度におい･

反海風の境界が第7-f図に示す破線の如く現われ,20時には200〝l以下におt

風は消失して･北よりの陸風に変化した｡第8図は海風が卓越し,陸風に変る11｣

時から21時までの･7地点の風向変化を見易くする目的で図示したものである｡:

高度においても同じ傾向が認められたが図は省略した｡

この図によれば,8時～15時にかけてほ,風向は各地点とも時計まわりに徐々i(

15時から21時にかけては,反時計まわりに徐々に逆転していることが認められプ

以上の高度別流線解析結果は毎時の流線図のうち代表的な時間についてのぺたが,

高度変化の詳細はつかめないので,30分ごとの1000〝lまでの風の時系列によ々

(9図)を作成しで,海陸風の立体構造を解析した｡第9図はその一部である｡図i～

実線は,北西･南西,北東,南東の各風系の境界線を,点線は海風前線面をそれぞれ≠

この図において･14時頃から21時までの下層の北東及び南東風と北西風との葦

海風の上限と考えると,海風の高さは大体200～500〝lで平均して300m程磨



西風と顕著な風向変化が認められた｡すなわち,地上近くよりも300～500〝lの反

から反海風への風向変化が先に顕著に現われている｡しかし,50′花高度の風の僅かな

変化の北西寄りから北東寄りの変化時刻は約2時間前の10時である｡

したがって,地上付近で除々に行われた風向風速変化による風向収束と速度収束が,

時頃上昇気流を伴い,その補償としての発散が4～500m高度で12時から始まった

解釈できる｡

3.結 語

以上により再処理施設周辺の海陸風の動静の一端は把握できたが,海上の風の資料及び

以西の内陸の風の資料が得られなかったため,海風がどの辺から吹き始め,水戸の西方乍

まで入りこんだかについての情報は得られなかった｡また今回は初回であったため100

までの気温の範直分布の観測もなかったので,これらの情報をおぎなうため,昭和50年

おいては,パイポール観測点の数を2ケ所増加し,海岸から15‰くらい内陸部まで鶴弥

再配置した｡また,村松および水戸の二点において低層ゾンデの毎時観測を実施し,高塵

1000mまでの気温の鉛直分布の時間的変化を求め,目下解析中である｡

なお,この観測と資料の整理は,(財)日本気象協会に委託し,解析とりまとめは額測

候課と気象研究所が分担し,水戸地方気象台の協力を得て実施中である｡



第2図 施設周辺のパイポール観測点配置図



第5-a図 茨城県下の地表流線図 第5-b図



第5-e図

0加

第5-f図

11019 121314､151d171

第6図 竜ヶ崎､汐来､鹿島の地表図変化図
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第8図 施設周辺の下戸(100m)の風向変化図
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(5) 北半球における放射性物質降下の地域的変動

気象研究所地球化学研究部

猿橋勝子,0金沢照子,葛城辛夷

わが国の放射性降下物の落下量における地域的変化が,気象的要因によることはすでに幸

た｡今回は,北半球各地におけるSr-90降下量と降水量が,地域によりどのような分布召

すか調べた療果を報告する｡

北アメリカ,ヨーロッパ,アジアなどの約50地点について,1961～70年の10勾

Sr-90降下量㈲,降水量(8をそれぞれ東京を1とする比であらわし,さらに,A/B値葛

比戟した｡例えば,ニューヨーク/東京は,Sr-90降下量比が1.40,降水量比が0.6S

ってA/Bは2.03で,ニューヨークは東京より比放射能値が2倍大きい(第1表)｡

緯度によりSr-90降下量と降水量はそれぞれ大きく変動しているが,A/Bの最高値Iて

メリカ,南タコタ州バーミリオン(42047′N)の3.00,最低値はミクロネレア,トラフ

(7028′N)およびボナぺ島(♂58`N)の0.084である｡第2表にしめすように,北轟

～5げの間にA/B値のピークがみられる｡

一方,北半球における500ミリバールの気圧の谷の出現率をみると,東経1400線でI･

-40?Nに,6と西経800線では400～56Nにそれぞれ出現率の極大があり,A/B値a
の傾向と一致している｡これiま,放射性降下物の落下が対流圏上層の気象条件と関連のあ々

をしめしている｡

第1表 ニューヨークと東京のSr-90降下量と降水量の比戟

A:Sr-90降下量 B : 降 水 量

ユーヨーク 東 京 比 ニューヨーク 東 京 比

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

mci/km
2.43 2.08 1.17

12.33 8.09 1.52

23.79 19.06 1.25

15.85 8.6 0 1.84

5.53 4.27 1.30

2.43 1.78 1.37

1.64 0.81 2.02

1.32 1.28 1.03

1.43 1.17 1.22

1.48 1.43 1.04

胡乱

999 1,232 0.81

944 1,153 0.82

871 1,657 0.53

838 1,136 0.74

663 1,761 0.38

1,013 1,796 0･56

1,247 1,208 1.03

1,107 1,644 0.67

1,233 1,472 0.84

896 1,082 0.83

4

8

3

4

4

4

9

5

4

2

1

1

2

2

3

2

1

1

1

1



第2表 A/B値の緯度分布

緯 度 A/B

0～100N

lO～20●N

20～300N

30～400N

40-500N

50
～

60 N

0.11士 0.04

0.4 2 ± 0.22

0.7 5 士 0.09

1.10 士 0.30

1.8 7 士 0.4 7

1.4 0 士 0.23



(6)日本における137c$,師Sr,23汁240nl,238pu降下量

気象研究所

0葛城幸雄,杉村子

1.緒 呂

昨年度に引続き日本の6地点(札幌,仙台,秋軋大阪,福岡,東京)における90sr

および東京(気象研)における137cs,90sr,239+240pu,238pu,降下量と月緋

よぴ一雨ごとの89sr/90sr比の測定を行った｡

昨年報告したように日本における90sr降下量は1967年から1971年の間は横は

であり,1972年に減少しはじめた01972年の00sr降下量は前年度に比較して耗

又1973年にはさらに約609ら減少した0この1973年の90sr降下量は､仙台の0

ら秋田の0･49mCi/kポの範囲であり,観測開始以来最も低い値である｡

1974年は中国の第15回核実験(1973年6月)の成層圏降下物が加わったたゼ

降下量は1973年に比戟して約3.6倍増加している｡

日本における恥sr降下量および89sr/90sr比の測定結果から,第15回およぴ

(1974年6月)核実験による恥sr降下量を引算した結果について報告する｡東京に

239+別Opu,23さpu降下量についても合わせて報告する｡

2.調査結果の概要

表1に東京(気象研)における137cs,恥sr月間降下量(期間1974年1月～19

6月)および89sr/90sr比をしめす0表2に同じ期間の東京(東京管区気象台),利

台,秋田･大阪･福岡における90sr月間降下量をしめす0第3表に東京(気象研)にお

1370s,90sr年間降下量と前記の6地点における90sr年間降下量および核実験開始以

積算量をしめす0表4に東京(気象研)における一雨ごとの降水量,軸sr濃度および8

90sr比の測定結果をしめす0期間は第16回核実験の行われた1974年6月から9月

ある｡

表1および表4でみられるように,第15回および第16回核実験による東京における

/90sr比は次のような時間変化をしめした｡第15回核実験直前の89sr/90sr比は

(第14回核実験によるもの)であった｡核実験の行われた翌月の7月に89sr/90sr

92と急増したのち･12月まで減少した(12月1･9)0こののちふたたび増加し,1

6･9となり,3月以降ほゞ89sr/90sr比の減衰曲線にそって減少をしめした｡第16

験直前の89sr/90sr比は約1.5である｡核実験後8月～9月に極大(約12)となっ

11月まで減少した(11月約3)｡12月にふたたび6.4と増加したのち3月頃から8S

90sr比の減衰曲線にそって減少をしめした｡

89sr/90sr比から90sr降下量の全体に対する第15回および第16回核実験による

求めると次のようになる｡第15回核実験の行われた翌月の7月には,この核実験による

降下量の割合は約70%であり,その後次第に減少し,12月に約10界となった｡1月



ら次のことが考えられる｡水爆実験によって成層圏に放出されてから8ケ月-12ケ

新しい核夷験の影響域の範囲内で鴫新･旧核実験による放射性物質は一様に混合され

めす｡

第6回核実験(1967年6月,数メガトン級)はその放射性物質の大部分が成層

れたものと推定される0第15回･第16回核実験と第6回核実験との比戟から,前

験の行われた年の90sr降下の大部分は対流圏降下に起因するものと推定される｡

第15･第16回核実験による対流圏起源の90sr降下量を推定すると,東京では

0･03および0･02mCi/kdとなる｡これらの値から北半球対流圏に入った90sr

るといづれも約4KCiとなる｡

表5に東京における90sr降下量と89sr/90sr比とから求めたそれぞれの核実｣
如sr降下量れめす0表でみられるように,東京における90sr年間降下量(0.9:

knf)の約87%(0･8mCi/kd)が第15回核実験,約4%が第16回核実験に
あることがわかった｡

表6に東京における239pu,238pu月間降下量238p｡/239pu比,239pu/90亡

び月間降水量をしめす(期間1974年1月～12月)｡表7に東京における239pu

年間降下量238pu/239十240pu比,239+240pu/90sr比および年間降水量をしめ･

核実験開始以来1974年末までの239十240puぉよび238pu積算降下量はそれぞj

mci/k〝ぎおよび54/上Ci/kdである｡

表1東京(気象研)における137cs,90sr月間降下量および89sr/90sr

(単位 mci/kポ)

89sr/90sr

1974年 月
月

月

月

月

月

1

2

3

4

5

6

7月

8月

9月

10月

11月

12月

0.0 2

0.0 5

0.14

0.3 0

0.20

0.4 3

0.2 7

0.0 5

0.0 7

0.0 5

0.03

0.0 5

0.01

0.0 3

0.08

0.14

0.09

0.24

0.2 0

0.02

0.04

0.04

0.01

0.0 3

6.9

5.0

4.6

3.3

2.2

2.5

2.3

11.7

11.5

5

3

4

4

3

6



表2 6地点における鋤sr月間降下量

東 京

(東京管区)
札 幌 仙 台

0.01

0.0 4

0.0 7

0.11

0.0 8

0.2 2

0.17

0.02

0.03

0.0 4

0.02

0.0 2

0.0 4

0.0 6

0.0 7

0.14

0.0 9

0.18

0.0 7

0.04

0.0 4

0.0 3

0.0 3

0.0 4

0.0 2

0.0 4

0.0 7

0.16

0.17

0.18

0.14

0.04

0.0 5

0.02

0.01

0.03

0.0 5

0.2 5

0.13

0.2 4

0.14

0.14

0.19

)0.04

0.0 3

0.10

0.05

0.01

0.0 7

0.08

0.0 5

0.06

0.15

0.06

0.01

0.0 3

0.02

0.01

0.02

0.01

0.0 2

0.09

0.09

0.08

0.0 7

0.0 9

0.0 3

0.0 3

0.0 2

0.02

0.0 3

0.8 3

0.0 4

0.06

0.06

0.09

0.8 3

0.08

0.0 7

0.11

0.0 6

0.91

0.0 3

0.0 7

0.10

0.0 4

1.3 6

0.0 8

0.18

0.0 5

0.10

0.5 8

0.0 4

0.0 7

0.04

0.06

0.58

0.0 5

0.09

0.04

0.0 7

表3137cs(気象研)および90sr(7地点)年間降下量と核実験開始以来の聞

総積算量 (単位
mCi/kγぎ)

東京(気象研)

1963年

1964年

1965年

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年



表4
一雨ごとの90sr濃度および89sr/90sr比
第16回(1974年6月17日)核実験以降(期間1974年6月←9

降水期間
降水量

爪乱

90sr

pci/ヱ
89sr/90sr

6月19日 16.7 0.38 1.6

21日･-22日 19.5 0.19 5.6

2 3日-24日 2 0.1 0.3 9 2.6

2 7日一-29日 4 8.2 0.4 5 1.4

7月 4日～ 6日 31.5 0.19 1.9

6日一- 8日 4 7.5 0.24 2.9

19日一-20日 61.3 0.15 1.9

2 0日 51.4 0.16 1.7

2 0日～21日 3 8.0 0.8 7 1.0

24 日 18.8 0.31 1.5

8月 1日 2 8.3

14日･ 2 3.0 0.19 5.8

16日一-17日 16.7 0.10 9.9

24日-25日

9月9日

47.9

55.4

0.09

0.06

14.3

14.9
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表6 東京における239+240p｡,238pu月間降下量,238pu/239pu比
皇39pu/師sr比および月間降水量

即pu

〟Ci/kポ

238pu

〟Ci/kポ

238pq/つ39pu

浄

239p/90sr

野

l

l

l

月
月
月
月
月
月
月

月
月
月
月
月

1

2

3

4

5

6

7

00

9

0

1

2

2

3

00

0

1

3

2

⊂J

l

1

2

4

1

3

1

表7 東京における239十240pu,238pu年間降下量,238pu/239pu比

239pu/90sr比および年間降水量

239pu

〟Ci/kポ

238pu

〟Ci/kポ

238pu/239pu

%

239pq/90sr

界

1958年2月末書で

1958年3月～12月

1959年

1960年

1961年

1962年

1963年

1964年

1965年

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年

6

6

1

2

1

6

1

7

7

2

6

4

0

3

I

-

1

-

I

l

-

1

I

-

-

,

,

,

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1



(7) 土壌および米麦中の90srについて

農林省農業技術研究所

津村昭人,駒村美佐子,′｣､林宏

1.緒 言

昭和32年以来,農耕地土壌(水田･畑両作土)とそこに栽培生産された米麦子実を対

種による汚染の実態とその経年変化を調査して来たが､ここに本年度得られた調査結果の

報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試料の採取と分析測定法

試料の採取地,試料の調整法および核種分析法など従来と同じである｡

(2)調査結果

調査結果を土壌と子実に分けて述べる｡

イ･農耕地土壌 昭和49年慶の収穫期に畑ほ場作士層より採取した土壌の,1M酢

モニウム溶液抽出法による置換態恥sr含量の分析結果は表1に示すとおりであっ

表1畑土集中の置換態90sr

(mCi/kポ)

試料採取年度 平均値 実測値の範囲 例数

昭和48年 2 5 5･- 6 7 7

昭和49年 17 4～4 0 8

図1水田畑土壌中の置換態90srの

経年推移

花村計 3`3g ヰ0 一位`牲 46 爾 年

の平均値は17mCi/kTぱであっ

またその経年変化をみると,図1

すとおりであって,前年産に比L

少傾向を示している｡一方地域月l

染レベルを対比してみると,従諌

様に,日本海側～北日本>太平閂

西日本の傾向にあることが認めら

なお昭和49年慶の収穫期に採確

水田作土については現在分析中て

ので次回に報告する｡

ロ.米麦の子実 昭和49年慶査仁

(玄麦)の90sr含量については

に示す分析結果が得られた｡そ¢

値は22pCi/kダであった｡また

経年変化をみると,図2に示した

りであって,前年度に比してやゝ

値を示している｡このことは,す

述べたように,畑ほ場の場合麦仁

転換や中止などに伴い,試料採埼

が年産によりまた地域により異る

と解されるので.今年度の借も青



玄米と白米については現在分析中であるので次回に報告する｡

表2 小麦(玄麦)中の90sr含量

(pCi/極)

試料採取年産 平均値 実測値の範囲 例数

昭和48年 14 3一-3 9 9

昭和49年 2 2 7一-3 8 8

図2 玄米･白米および玄麦中の00sr含量の経年変化

脚 35 37 39 十J4ヨ ◆5 仰 ヰ9年

3.結 語

農耕地作土中の核種含量は最近横ばいあるいは減少の傾向で推移しておるが,昭和3

塾核実験再開以前よりやや高いレベルを維持し,現在なお農作物の潜在的な間接汚染源



比放射能の差は著しく大きく,その局在性を認め,137csでは各器官間でそれほど大

放射能の差がなく,体内で比較的均一に分布することがわかった｡

表4 土壌の種類と稲体各器官の90srの比放射能

稲体器官
盛岡土壌 高 岡土壌 甲府土壌 砂 士

cpm/lot cpm/pot cpm/斥ot cpm//ちot
玄 米

籾 ガ ラ

稗

上位葉身

〝 葉斡

下位葉身

〝 乗鞍

根

71

702

807

2,821

925

3,769

2,199

6,640

表5 土壌の種類と稲体各器官の137csの比戟放射能

稲体器官
盛岡土 壌 高 田土壌 甲府土壌

cpm/もot cpm/布ot cpm/もot

玄 米

籾ガ ラ

稗

上位葉身

〝

葉鞘

〝 葉身

〝

葉鞘

根

767

988

2,104

1,728

1,092

2,798

1,297

0

3

7

3

4

6

7

1

1

2

2

1

3

1

1

9

4

0

3

7

7

0

0

9

1

9

3

8

1

2

2

3

1

3

2

O

1

9

1

9

3

00

1

2

2

3

1

3

2

8

0

5

4

3

9

1

6

2

2

4

3

7

8

1

2

5

4

3

6

4

0

3

J

6

0

0

9

1

1

3

2

2

4

2

0

5

3

0

5

8

9

4

1

1

2

2

1

2

1

9

㈹ 土壌の種類と90sr,137csの水稲による吸収率,玄米濃縮係数との関係

放射能調査の結果現在なお土壌中に錮sr,137csがかなり蓄積しているが,掛軸

おける水稲による土壌からの吸収量につき比較を試みた｡表6,7に示したとおり,9

の吸収率は0.3～0.6飽と土壌の種類による差は少い｡これに対し137csでは盛岡士!

1.35%と他の三種土壌の10倍近く高い吸収率を示した｡

90srの玄米濃縮係数は1～2×10~2で,137csのそれは2.8×10~1～3.7×1(



したが,今回の実験結果も前報を裏付ける結果を得た｡

表6 土壌の種類と水稲の90sr吸収率,玄米濃縮係数

地上部全

放射能/由t
指 数

玄 米

放射青レ/あt

玄米移

行率例

玄 米

放射能/才

38,794

35,003

48,427

27,621

0

9

6

2

0

00

2

7

1

1

827

757

1,183

599

38

40

48

71

1.01×

1.07×

1.28×

1.89×

表7 土壌の種類と水稲の137cs吸収率,玄米濃縮係数

土壌名
地上部全

放射能/bot
指 数

玄 米

放射能//bot

玄米移

行率例

玄 米

放射能/ク

80,272

9,190

18,973

7,687

16,698

1,912

4,140

1,770

1ポット当土壌充填量=2,200グ

吸収率=
地上部全放射能

投与量

玄米移行率=

×10 0

玄米中放射能/pot

地上部放射能/匹t
×10 0

玄米濃縮係数=
玄米1夢当たりの放射能

土壌1グ当たりの放射能

土壌1グ当放射能=
8.25×106

2 2 0 0

5.95×106

2 2 0 0

………90sr=3,750cpm

………137cs=2,705cpm

3.結 語

代表的土壌4種類を供試し,水稲による90sr,137csの吸収率,体内分布,玄米濃

につき検討した｡その結泉水稲による紬srの吸収率,玄米濃縮係数は各土壌ともほ



(8) 放射能汚染の解析研究(その5)

-土壌の種類と玄米の90sr,1370s汚染一

農林省農業技術研究所

0津村昭人,駒村美佐子 小林安倍

1.緒 呂

現在なお,大気から降下した90sr,137csはかなり土壌に蓄積保持されている｡これら

保持力は土壌の種類で異なることは既に報告した｡また土壌の種類により,植物による両核

吸収量に差異が生ずることが予想される｡

今回は,性質の異なる4種類の土壌を選び,水稲による90sr,1370sの吸収率,玄米演

数等につき検討した｡

2.調査研究の概要

(1)実験方法

供試土壌として,腐植含量が著しく高く粘土の少い盛岡士亀 粘土含量の高い鉱質の

土壌,砂質で粘土含量の比較的少い鉱質の甲府土壌及び腐植,粘土をほとんど含まない

の4種類を供試した｡

5000分の1aポットにこれら土壌を2.2辱ずつ詰め,これに硫酸アンモニクム3.

過燐酸石灰10.0グ及び塩化加里1.2グをそれぞれの土壌に加えた｡但し砂士のみに,

白土5 0グとHDTA鉄0.5才を別に添加した｡

それぞれのポットに,師srと1370sを20/上Ciずつ同時に添加し,湛水した後,7

の土壌を充分に擾拝し,肥料及び両核種が土壌に均一に混合するようにした｡これらポ

に,水稲農林29号を6月24日に田植をし,以後普通栽培を続け,10月16日に収

た｡これら水稲を第1表に示す器官に区分し､既報に準じて,90srは篠酸塩として,

137csはリンモリブデン酸アンモニウムとの共沈により分離し,OMカウンターで放

をそれぞれ測定した｡

(2)実験結果

用 土壌の種類と水稲器官別収量との関係

第1表に示すように土壌の種類により収量に差異をしょうじた｡玄米で比較すれば,甲

盛岡土壌の収量が高く,高田土壌がこれらにつぎ,砂士では著しく収量が劣った｡

表1各種土壌に栽培した水稲の収量調査(単位 グ/pot)



何 土壌の種類と水稲の帥sr吸収量

水稲各器官別の90sr吸収量を土壌別に示した(表2)｡土壌間で90srの吸収

は認められないが,甲府土壌でやゝ高く,砂士で少い傾向を示した｡器官別90sr･

位葉身に多く集積しており,上 下葉身で全体の約709らを占めた｡玄米は全体のコ

を占めたにすぎなかった｡

レう 土壌の種類と水稲の137cs吸収量

帥srの場合と異なり,稲体の137cs含量は土壌の種類により著しく影響を受け｣

明らかとなった｡腐植質の盛岡土壌は,粘土含量の高い高田土壌の約10倍の137c

示した(表3)｡90srと異なり,玄米の137cs量は全放射能の約20%にも達し

表2 土壌の種顆と水稲の90sr吸収量

稲体器官
盛岡土壌 高 田土壌 甲府土壌

cpm/pot cp町/匹t cp叫/pot cp町/pt

玄 米

籾ガ ラ

稗

上位葉身

〝葉軒

下位葉身

〝 葉鞘

827

1,650

2,103

8,666

2,076

20,416

3,056

757

1,764

1,872

8,056

1,930

18,165

2459

1,183

2,404

3,368

11,013

2,524

24,360

3,575

599

1,306

2,042

7,617

2,017

10.214

3,826

38,794 35,003 48,427 27,621

表3 土壌の種類と水稲の1訂os吸収量

稲体器官
盛岡土壌 高 田土壌 甲府土壌

cpm/pot cpm/pot cpm/bot cpm/pt

玄 米

籾ガ ラ

稗

上位葉身

〝 葉斡

下位葉身

〝 葉鞠

16,698

4,970

11,004

9,556

5,373

25,965

6,706

1,912

834

1,355

1,293

708

2,167

921

4,140

1,186

2,982

2,358

1,422

5,038

1,847

1,770

571

1,235

1,150

685

1,599

677

80,272 18,973



これらの結果から,次のことがほゞ推察される｡

Rbは7呼ぐらいでほぼ90%以-t,Cs2Ptc16に共沈して回収され,収率もだいたい

る0が･3･5mgかそれ以下だと･共沈による収率が一定しないo Cs2Ptc16によるRb共

放射能は1･0～1･3cpm/句Rbで純粋にRbのみの沈澱(Pb2PtCI6か?)のときの:

に比べて,かなり自己吸収が現われている｡

これは,洗粉こ含まれるPt,Cs,Rbによるものと思われる｡

牛乳中にRbが･もし3･5ppm含まれていると仮定すると,2･eを使用する著者らの分

では,約7mgのRbが回収され,そのとき8･8cpmの計測値が137csの値に加わる可郁

えられる0したがって,牛乳の137csの濃度を実際より高く評価しているおそれがあると

はならない｡

しかし･これまでの･そして今回の137csの値は,他の研究所で発表された値に比べて

どの矛盾を感じさせられない0これは如何なる理由によるものだろうか｡実際の牛乳灰で

と･純粋の系とではRbの回収が異るのか,或は牛乳中のRbの含量が,米国のそれより

低いのか,このことは目下不明である｡

今後は,これらの点を追求し,牛乳中の137cs濃度の地域的,経時的変動をっ.′折したい

図1牛乳中90sr濃度の月別推移
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図2 牛乳中の13アCs濃度の月別推移
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(9) 本邦産牛乳の如Sr,137cs汚染濃度の推移

農林省畜産試験場

三橋俊彦,壇原 宏

1.緒 呂

本邦で生産される生乳(未加工乳)の放射性核種の分折は,昭和36年来,ソ連の大型核

を契起として開始され,毎年継続的に行なわれてきた｡対象核種は,師srぉよび137csで

その間,中国が16回にわたり,大気圏内における核実験を行ない,その都度,131Ⅰの測

行なわれたが,影響が少なかったため,各回とも約1～2週間の連日測定のみに止まった｡

それに比べて,この長寿命核種の測定は,今日まで12ケ年にわたり,ほぼ毎月,ただし

5ケ年間は隔月に行なわれてきた｡

今回は,1972年より73年までの3ケ年にわたるデータを報告し,本邦産生乳の恥s

137csの汚染濃度の推移を考察したい｡

また,137csの測定に際し,誤差として混入する87Rbの寄与についての考察も付記する

2.調査研究の概要

(1)知sr,137csの測定

イ.試料の採取=測定に供した牛乳の試料は,全国6県の県立畜産試験場(種畜場をも

より,隔月に得たものを用いた｡各月のほぼ月半ばに搾乳した,個乳(牛は特に指定

いが,その試験場で飼養している標準の乳牛を選んだ)を2ヱ分取し,これをポリ瓶

め,さらに20～50孤βの防腐剤を加えて,当場に送付した｡

ロ.分折測定=送付された試料は,大型蒸発皿に分取し,ガスバーナーで,いったん炭

さらにこれをマッフル型電気炉で灰化した｡以下90sr,137csの測定は,すでに走

れた方法に準じた｡

(2)87Rbの寄与について

137csの分離測定は,r線波高分析法によれば全く問題はないが,β線測定の場合に

87Rbの共波による付加計測が考えられる｡この間題の検討はまだ完了していないが,

までに得られた知見を一部報告する｡

3.結 語

図1,図2にそれぞれ 牛乳中の90sr,137csの濃度の月別推移を示す｡

各県からの試料の採取が,必ずしも一様でなかったため,データに欠測値が散在している

これらの得られた値から推移を考察することとする｡

00srの変動には,ほぼ一定のタイプが存在するようである｡即ち,図1よリ4,6,8

夏場には高く,10,12,2月の冬場には低い｡この傾向は,各地域により多少の差はあ

一般的には共通していると見られる｡

ふつう,牛乳中の放射性核種は,その大部分が飼料に由来する｡一部は飲料水からももた

れるが,その量は飼料に比べれは,かなり僅少である｡乳牛の飼料は大別して,粗飼料(生



の間,乳牛が採食する草の量はかなり多い｡これに比べて,12.,2月の冬場は,牛をう

れる舎飼いの時期であり,この間に採食する革の量は,夏場に比べてかなり低い｡

牛乳中の錮srの濃度が,夏場に高く,冬場に低いのは,この革の摂取量の違いによこ

いえよう｡

次に1370sの濃度はどうか｡図2に示されるように,必ずしも明リェうなパターンを｡

いない｡90srの場合は夏高冬低が割合にはっきりしているが,137csの場合は必ずし一

子がみられないのである｡また地域的には,富山,香川が他に比べて低いようであるが,

域′では北海道,岩手県が高い傾向を示している｡しかし,これらの県では変動がはげし･

かの法則性を見出すことは困難である｡

13℃sも恥srと同様,飼料よりもたらされる｡が,乳牛体内における代謝経路に丸

あり,90srは摂取されると,いったん骨格に貯留され,そして徐々に牛乳に移行する｡

反して,137csは筋内などの組織の柔細胞内に摂り込まれるが,離脱も早く,かなり鮎

や尿,糞へ移行し,体外に排出される｡この代謝回転の速いことは,その時々の飼料の･

慶を比較的に速やかに牛乳に伝えるとみられる｡したがって,牛乳中に現われる137cs¢

摂取した時点での飼料のそれを示さねばならぬ｡しかしながら,前述のように,汚染の扁

を最も多量に摂取するのは,夏場であって,冬場はかなり少ないのである｡

また,1973年,74年の夏には,北海道,静岡,岩手県には他こ比べて数倍高い超

われている｡

これらの現象は,単に1訂csの牛体の生理的な面からでは説明が不可能である｡また,

この時期に飼料中に137csの濃度が高くなる原因が存在するとも考え難い｡

137csの濃度の不規則性を与える一因として,著者らは,87Rbの混入を考えた｡

87Rbは希アルカリ元素の一つであるRb中に27.85界含まれる天然の放射性核種1

期は約5×1010年｡P~崩壊し,maX Rangeが0.275MeVである｡牛乳中のRb

は,わが国では不明であるが,G.K.Murthyらによると米国では0.57-3.39ppm

という｡そしてこの差は主として地域性に依存し,かつ月別にもいく分影響される｡当≠

→土壌中の含量が主因であることは言うまでもない｡

これまでの牛乳の137csの分析には,著者らが行なった方法では,とくに87Rbの除三

していない｡したがって,137csの計測値に87Rbの値が混入していることが予想され々

そこで,Rbを添加して,Cs 担体によるCs好一C12分離の際のRbの共沈量およぴ.

射能を計測した｡

a.試薬:RbCl(特級,Merk製)15喝/20机e溶液とした｡
C㌻担体110呼/5mg溶液｡137cs分析に通常使用している試薬｡

b.操作:T･･･Rbを鴨PtC16で沈澱させ回収｡

∬…Cs~担体5孤eにRb試薬5孤e添加,水で250孤gとして,H2PtC161

Ⅲ…同上｡Rb試薬10孤g添加｡

c.結果:表1に示す通りである｡実験Ⅰにより,Rbは90～98界回収され,こ¢

が平均3.4c叩レ毎Rb得られた｡実験∬から,著者らの使用している1370s分個



表1

137cs分離の際の87Rbの共沈計測

試 料

Rb~(15喝/20机g)

13.4

14.3

14.7

14.1

(90)

(9 5)

(98)

4 8.4

4 8.6

4 8.9

48.6

≒二~~干-㌻
二二十二≠≒

a:H2Ptc16による沈澱量を,OsはOsはCs2Ptc16として,Rbは

Rb2Ptc16として算出｡(〕s2Ptc16の44.1呼を除去した残量から

Rb~を計算した｡



(10)家畜骨中の90sr濃度(1975)

農林省家畜衛生試験場北海道支毒

林 光昭,相良登代子,佐竹

1.緒 呂

放射性降下物による家畜環境,とくに飼養環境の放射能汚染を家畜骨中軸srの一軒

調べている｡これまでの分析成漬から,家畜骨中の師sr濃度は放射性降下物量を比毒

映して,1965年前後を最高値として,その後は年々減少を示しているが,その長し

滅期と難代謝性物質のために,現在なお相当の汚染レベルが認められている｡

これらの推移を引きつづきみるために,前年にならって家畜骨中の90srの分析を才

2.試験研究の概要

(1)材料と方法

分析試料は昭和50年1月から同年7月にかけて,北海道内の札幌および日高｢

馬骨11例,牛骨14例である｡

分析方法は,従前通り発煙硝酸法による科学技術庁編｢放射性ストロンチウムタ

準じた｡

分析には主として腕前骨を用いた｡

(2)分析結果

分析結果は表1に示す如く,尾骨の90sr濃度は30.90士22.71pCi/グ･
表1牛馬骨中90sr濃度(1975)

採取地 90sr･pCi/〃･Ca Sソ/1,000･Ca 90sr･ガレ旬･

*
M

M

O
1

0
3
1

1

1
6
3
6

1

2

1

34.68士0.42

19.92士0.32

84.49±0.63

15.94±0.30

26.03士0.36

20.40土0.33

19.55士0.31

64.94士0.55

18.19±0.29

16.76士0.30

18.95士0.30

0.854

0.706

0.860

0.313

0.688

0.666

0.457

0.692

0.257

0.445

0.492

18.05

12.54

43.51

22.42

16.72

13.49

19.00

41.61

31.35

16.72

17.10

平均値士 標準偏差 30.90士22.71 0.584±0.204 22.95士10.9

M
M
M
M
M
M

1
2

9

2
6
6

7
2
5
2
9

13.47士0.26

13.14士0.25

23.19士0.35

12.44士0.24

17.58士0.30

13.52±0.26

9.50士0.24

3.53士0.14

18.95±0.30

35.16±0.42

24.69士0.36

0.193

0.258

0.287

0.371

0.440

0.363

0.254

0.212

0.592

0.283

0.347

30.97

22.42

35.72

14.82

17.67

16.53

16.53

7.41

14.25

55.10

31.54



年の28.21士17.7pOi/グ･Caとほとんど変わらず,牛骨については15.57±7.

pci/g･Caで前年の11.06士3･31pCi/g･Caと余り変わらない値であった｡

いっぱう,Sr･Oa間の原子数の比は馬骨では牛骨の約2倍,90sr･pCi/m9･Sr(

は,牛馬骨間に差のないことは,これまでの成績と同じであった｡
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(完こ竺全国平均値北海道平均値)

3.結 語

本年度の家畜骨の師sr分析成績から,家畜骨の90sr濃度は1965年前後をピークに

第に減少を示し,とくに1972年頃より一段と減少を強めていることが認められた｡

このことは,高年令牛馬骨では,過去の高汚染による著しく高い恥sr濃度を示すものカ

のに対して,従来しばしばみられた1才未満の幼令家畜骨における高い汚染値がほとんどろ

なくなり,このような幼令骨において90sr濃度が低い値でほほ一定してきたことからもう

われる｡

しかし家畜飼養環境における高い90sr汚染源は減少したとしても,なお比戟的低くは乃

が,この90sr汚染はまださらに長く持続することは明らかで,これまでの分析値の推移カ



(11)食品中の226Raおよぴ210pb含量について

国立衛生試験所

亀谷勝昭,浦久保五

1.緒 呂

昭和48年度の放射能調査の研究では,土壌中の22短aおよぴ210pbの定量を行ない,

の210pbが226Raにくらぺて約2倍の高い濃度を示すことを知った｡今回は市販の食品に

2加R｡および210pbを定量したので,その結果を報告する｡

2.調査研究の概要

11)分析試料:市販の食品を対象とした｡

(2)分析方法‥226Raの分析は,試料灰分を溶解したのち,226RaをBaSO4と共沈,

の硫酸塩を可溶性塩溶液として,226Raから生成する222Rnをプロポーショナルカウ

で測定する｡1)

210pbの分析は,Pb担体およびH2狛4を添加した試料を灰化し,灰分をⅣ-HCl｣

する｡この溶液からPb担体および210pbをヨード錯イオンとしてMIBKで抽出し

にこのMIBKからPb担体および210pbを2N-HNO3で逆抽出する｡

逆抽出した2N-HNO3を一旦蒸発乾固したのち,再びHNO3(1十2)に溶解L

担体および210pbを白金仮に電着する｡そして210pbから生成する210Biを40日後

する｡2)

(諸 成果:市販食品中の226Raおよび210pbの定量した結果を表lおよび表∬に示す｡

表l食品中の226Ra含量

試 料
試 料

重 量

(豹

灰分中の226Ra

pCレ女AshS･D･

試料中の226Ra

pC疹S･D･

Caに対する226

pC施CaS･
ホ ー レ ン 革

玉 葱

緑 茶

紅 茶

卵

牛 乳

鳥 肝 臓

牛 肝 臓

わかめ(乾物)

100

10 0

10 0

10 0

14 2

1000

10 0

10 0

5 0

0 土0.0 2

0.28士0.09

0.61±0.03

1.11士0.0 5

0.68士0.06

0.0 5±0.01

0.04士0.03

0.04士0.03

0.01±0.01

0 士0.5

1.8土0.6

31.6土1.5

39.5士1.7

8.5±0.7

0.38士0.07

0.6士0.6

0.6土0.5

1.6土1.0

0 土0.4

12.0士4.0

5.5士0.3

73士0.3

13.1士1.1

0.4土0.1

5.6土4.6

12.0士10.

0.1士0.1



表∬ 食品中の210pb含量

試 料
試 料
重 量

(豹

灰分中の210pb

pC疹AshS･D･

試料中の210pb

pC疹S･D･

Caiこ対する210

祀施CaS･t
一

や

ホ

玉

じ

横
線
紅

卵

牛 乳

鳥 肝 臓

豚 肝 臓

牛 肝 臓

こんぶ(乾物)

わかめ(乾物)

い わ し

い か

か き

ま ぐ ろ

2 5 0

4 0 0

3 0 0

5 0

50

50

150

5 0 0

2 0 0

100

2 0 0

2 5

2 5

50

50

50

10 0

0.5 8士0.14

0.4 5士0.27

0.2 8±0.26

0.15士0.16

16.5士0.60

21.3士0.7 5

0.4 5土0.12

0 士0.0 5

0.7 3士0.2 3

0.8 6士0.4 5

1.12士0.38

0.76士0.19

0.36士0.08

2.3 4士0.3 9

0.7 7士0.45

2.4 0士0.8 9

0 士0.11

10.8士2.7

3.0±1.8

2.8士2.6

2.6士2.8

8 26±3 0

8 5 0士3 0

5.3士1.4

0 士0.4

10.2士3.3

12.9士6.7

17.9士6.1

154.8士3 8.8

151.2士3 4.4

128.6士21.6

2 0士11.6

4 3.2七16.0

0 ±1.6

9.6 士2.4

2 0.0士12.

5 8.3士5 4.

3.8士4.0

143.9±5.2

156.8士5.5

8.2±2.2

0 土0.4

9 4.4士3 0.

215.0士111

358.0士122

15.4士 3.9

8.4 士1.9

15.1士 2.6

166.7士96.

7 3.3士2 7.

0 士2 5.

3.結 語

茶および紅茶製品中の226Raおよび210pbは,他食品にくらぺてその含量が多く,茶11

226Raで31.6pCi,紅茶で39.5pCiを,そして210pbは,茶1k9当リ826pCiそし･

で850pCiを含むことを知った｡また茶および紅茶製品中のC｡19当りに対する226RaZ

れぞれ5.5pCiおよぴ7.3p(〕iを示し,土壌中のC｡1伊当りの226Ra濃度(82pCi)3)

らぺると,226Raの濃度は,Caに対して約‰であることが明らかとなった｡また茶およj
製品中の210pbは,Ca19当りに対してそれぞれ143.9pCiおよび156.8pCiを示し

集中のCal夢当り値163pCi3)とほほ等しい値を示していることを知った｡ただし,

場合210pbは必ずしも土壌から吸収されたものばかりでなく,大気中の222Rnから生成さj

210pbが雨水とともに地表上に降下して,茶葉に吸着されていることも考慮されるぺきでJ

以上 茶および紅茶製品以外で226Ra含量の高い食品は卵であり,卵1kg当リ8.5pCi;

れることを知った｡また茶および紅茶製品以外の食品中の210pb含量については,分析計

量の関係で,測定値の標準偏差が大きく,充分に明らかにすることができなかったが,陸j

よりも海産食品の方がむしろ多くの210pbを含むことが想定された｡



(12)東海,東山地方におけるバックグラウンド放射線の測定

放射線医学総合研究所

阿部史朗,藤高畑信,藤元舅

1.緒 呂

自然放射線による外部被ばくは避けることができない｡国民全体におよぼすその線量与

らかにするため,また原子力利用の進展に伴って生ずる問題の解決のための資料とする～

慮し,全国的なバックグラウンド放射線の測定を行っている｡前回までに四国,九州,ラ

陸四県,北海道,中国,近畿地方の順に測定して来たが,今回は,東海(岐阜,静岡,雲

重の4県のうち,ここでは三重を除く),東山(山梨,長野両県)地方の測定を行った｡

2.調査研究の概要

tlj 測定地

人口密度,地質分布,地理的条件,測定密度を考慮したうえで104測定地(1王

地点)を選んだ｡測定地点は周囲の開けた平坦地で,表面に士が露出しているとこj

だ｡

(2)測定器と測定方法

測定器は20仇¢,3孤孤厚のプラスチック電離箱,振動容量電位計,記録計の組イ

¢×1'JNaI(Tl)レンチレータ何のサーベイメータ,2′′¢×プ′NaI(TL)レンチレ

レートメータ(記録計付)である｡本測定における測定器の誤差は,標準偏差で表オ

離箱については±3･5界,サーベイメータについては士4界である｡各測定器の再考

標準線源により各測定地点ごとにチェックした｡今回の測定では再現性の異常は認～

かった｡測定は地表から約1mの高さで行ない,降雨開始時を避けるようにした｡

測定地点内に,通常5点以上の測定点をえらび,測定地点内の分布の異常による憎

けるように努めた｡

線量値は,プラスチック電離箱の測定値で定める｡しかし電離箱測定には時間を弓

定点が多くとれないなどの理由から,直接測定にはサーベイメータをおもに使用しプ

の並列測定により電離箱と他の測定器の測定値間の比戟を行い,それによって得た再

開係から測定値はすぺて電離箱の値に換算した｡

3･東海,東山地方全域ならびに各県ごとの線量率平均値を求めた｡表1,表2に結果1



表1 東海,東山地方各測定地の線量率

(宇宙線,大地,大気からの放射線寄与を含む)

測 定 地

市･町･村

地内測定

地点数

地内測定

点 の数

代表線量率(a)

(〟軋4r)

測定値の

標準偏差

山 梨

長 野

岐 阜

大 月 市

塩 山 市

山 梨 市

甲 府 市

韮 崎 市

上九一色町

富士吉田市

都 留 市

飯 山 市

中 野 市

須 坂 市

長 野 市

小 谷 村

更 埴 市

大 町 市

上 田 市

′J､諸 市

佐 久 市

和 田 村

松 本 市

塩 尻 市

茅 野 市

諏 訪 市

岡 谷 市

南 牧 村

伊 那 市

福 島 町

駒ヶ根市

飯 田 市

上 宝 村

高 山 市

荘 川 町

l

l

1

2

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1



測定地

番 号

測 定 地

市･町･村

地内測定

地点数

地内測定

点の数

代表線量率伺

(〟R/hr)

測定値の

標準偏差

岐 阜

静 岡

八 幡 町

中津川市

恵 郡 市

端 浪 市

土 岐 市

多治見市

美濃加茂市

美 濃 市

関 市

各務原市

岐 阜 市

羽 島 市

大 垣 市

御殿場市

富士宮市

中根川町

春 野 町

天 竜 市

湖 西 市

浜 松 市

浜 北 市

磐 田 市

袋 井 市

掛 川 市

浜 岡 市

御前崎町

相 良 町

島 田 市

藤 枝 市

焼 津 市

静 岡 市

清 水 市

富 士 市

沼 津 市

土 肥 町

l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

3

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

3

1

2

1

11.1

16.3

13.6

14.8

11.7

11.6

12.6

11.9

12.8

10.3

10.6

12.2

10.5

5.2

6.1

11.6

11.1

10.4

9.5

9.7

10.0

9.9

9.5

9.6

9.3

9.7

10.2

10.2

10.2

10.8

9.7

8.8

7.8

5.7

7.4



測定値

番 号

測 定 値

市･町･村

地内測定

地点 数

地内測定

点の数

代表線量奉伺

(〟R/hr)

測定値の

標準偏差
測定器

三 島 市

稲
瀕
犬

江
一
尾
小

武 市

戸 市

山 市

南 市

宮 市

西 市

牧 市

岩 倉 市

稲 沢 市

津 島 市

名古屋市

春日井市

豊 田 市

豊 明 市

東 海 市

知 立 市

刈 谷 市

大 府 市

知 多 市

常 滑 市

半 田 市

高 浜 市

碧 南 市

安 城 市

岡 崎 市

西 尾 市

蒲 郡 市

豊 橋 市

豊 川 市

新 城 市

5.3

9.8

13.1

11.1

12.6

12.1

12.9

12.1

11.8

11.8

12.0

10.0

12.7

12.0

9.5

11.3

10.6

10.4

10.0

10.7

10.0

9.0

10.2

10.7

11.4

10.9

10.9

10.0

9.2

10.5

6.9



表2 東海,東山地方における線量率(〟R/br)

(大地,大気からの放射線,宇宙線寄与を含む)

県
人 口 a)

(千人)

単純平均

(士･標準偏差)

測定地

点 数

山 梨

長 野

岐 阜

静 向

変 知

7 62

1,9 57

1,7 59

3,09 0

5,386

75士1.4

9.5士1.9

12.2士1.6

8.8士1.9

10.6士1.4

東海,東山地方 12,954 10.1士2.1

a)1970年国勢調査



(13)標準食中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

上田寿司,鈴木譲,中村良

1.緒 呂

原子力施設周辺住民の食品群別の放射性核種濃度を求めるために,茨城,福井地方から

集めて分析した｡

2.試験研究の概要

収集した食品群は,穀類,豆類,いも現 牛乳,卵,肉類,魚貝類,葉菜類,根菜類の

群であり,夫々別個に450℃で灰化し放射化学分析を行なった｡

セシウムー137は燐モリブデン酸アンモニウム法を用いて塩化白金酸セシウムとした

ロンチウムー90は発煙硝酸法により炭酸イットリウムとして分離した｡セシウムー13

トロンチウムー90共に,低バックグランドカウンター(トレーサーラボ製)で計測した

結果を表に示す｡表に見られる様に帥sr,137cs共に前年度と同程度であり,植物性

の寄与が大きい｡

茨 城 50年3月

穀 類

豆 類

いも顆

牛 乳

卵

肉 類

魚貝顆

葉菜類

根菜類

0.91

0.43

0.3 7

0.7 6

0.01

0.01

0.01

1.79

0.8 2

2 4.6

10.2

2 6.4

4.2

0.6

10.0

0.2

4 2.6

3 9.0

3 4 8

211

188

3 01

4 9

4 7

3 7 9

3 4 8

7 7

合 計 5.



福 井 49年11月

穀 類

豆 顆

いも顆

牛 乳

卵

肉 類

魚貝顆

葉菜類

根菜類

0.91

0.4 2

0.2 2

0.8 3

0.01

0.01

0,01

1.7 4

0.7 9

2 0.7

11.7

18.3

4.7

0.6

10.0

0.2

4 0.4

4 3.9

3 3 4

2 3 5

211

2 72

4 2

4 3

3 46

317

7 3

合 計 18 73



(14)降下性14cの濃度調査

放射線医学総合研究所

樫田義彦,岩倉哲男,新井う

1 緒 呂

核爆発実験に基く降下性"cの経年的濃度の測定は昭和43年慶より開始し,その雲

測を現在まで継続して来た｡

2 調査研究の概要

(1)試 料

通商産業省アルコール事業部に依頼し,管下各アルコール工場扱いの生甘藷を劇

国内産,糖蜜,粗溜アルコールを原料とする外国産アルコール12点を入手した｡.

究所内で裁培したやまじそ抽も試料とした｡

(2)実験法

試料調製ならびに測定法は前報と同様トルエンレンチレータと混合し,液体シソ≡

ヨン計数法で行った｡

(3)結 果

測定結果は次表の通りである｡14c濃度はdpm/タ炭素で表わした｡

(4)前年度の結果と比戟して云えることは,全般に,1ヰc濃度が低下しており,かつ,

きも減って来ている｡これ吼 アルコールの原料となっている植物体中の1ヰc,つ】

気中の川c濃度が地球規模で均等化して来ていることを意味する｡特こ大規模な原フ

が行われないかぎり,この傾向は持続するものと考えられる｡

原 料 産 地 製 造 工 場 14c 濃

生 甘 藷
鹿 児 島

鹿 児 島

出 水

鹿 屋

18.6±0.1

16.8土0.1

糖 蜜

イ ンドネシ ア

アルゼンチ ン

イ ンドネシ ア

タ イ

屋

水
菜

津大後

鹿

出
千

肥

17.6土0.1

18.0士0.1

18.0士0.1

17.5士0.1

粗溜アルコール

アルゼンチ ン

ブ ラ ジ ル

ア メ リ カ

石
千

磐

同
乗

田

18.0士0.1

16.6±0.1

17.7±0.1



(15)環境中のトリチウムの測定調査

放射線医学総合研究.

樫田義彦,岩倉;

井上義和,武田

1.諸 呂

昭和42年慶より原子力施設周辺を中心に,環境中のトリチクムの測定調査を継続

が,前回報告以後の採水地点は昭和50年9月30日現在下記の通りである｡

福井県敦賀,美浜,高浜,大飯地区 50年4月2,3日

島根県鹿島地区 50年6月 3日

茨城県東海,大洗地区 50年7月15日

2.調査研究の概要

1原規として1)一次冷却永の原水となる陸水,②二次冷却用の海永,3)飲料水を対

その他地形に応じて参考となる地点を若干追加した｡

2 測定法

陸水は蒸溜後直接液体レンチレータに混和し,海水は蒸溜,電解濃縮,再蒸溜後

理した｡液体Vンチレ一夕は市販調製済みのInsta Gel(Packard),Aquasol

または自製のLiponox-Tolueneの混合液のいわゆる乳化シ∵ンチレータを使用し

添加率を40～50%とした｡

計数器は低放射能液体シンチレーション計数器AlokaI｣BI,測定容器はテフロン

舶を使用した｡引数に関するその他の条件は前年度と同様なので省略する｡

3.結 果

前回報告以後判明した成績を表1～6に示す｡全搬の傾向としては前年度と大差な

前のような顕著な減衰は見られない｡すなわち茨城,福井,島根の原子力施設周辺の

水のトリチクムの平均濃度を比較すると増減の変動が小さいことがよく判る｡

単位 p

ただし個々の地点については考察すると,施設の排水中に若干トリチクム廃水が検

:晶 h丑療 一日一



表1 東海,大洗地区(49年12月16日)

単位 pC

採 水 地 点 種 類 トリチクム濃度

澗沼,澗招大橋 招 水 6 0±10

那珂川,中河内 川 水 2 0 3± 9

新川,機関場 川 水 216±14

新川,宮前橋 川 水 3 23±3 6

久慈川,柳橋 川 水 2 46±10

阿漕浦 池 水 2 4 2-±10

大洗,原研,排水路 排 水 127±11

〝 〝 排水口付近 海 水 6 9± 3

那珂湊,放医研 海 水 2 7± 3

動燃,第1排水路 排 水 2 0 8±11

〝 沿岸 (河口) 海 水 3 7± 3

東海,原研,第1排水路 排 水 2 5 8±10

〝 〝 第1排水口附近 海 水 3 2± 2

東海,原研,第2排水路 排 水 13 0 5±5 6

〝 〝 第3排水路 (くみおき) 14±10

東海,原電,排水口 排 水 31± 3

表2 福井地区(49年10月11日)

単位 pC

採 水 地 点 種 類 トリチクム濃度

敦賀,動燃(ATR)取水口 海 水 4 0± 2

〝 〝 〝 放水口 海 水 4 8± 2

敦賀,原電,取水口 海 水 4 8± 2

〝 〝 放水口 海 水 3 9± 2

〝 〝 猪が池 貯 水 10 9± 3

〝 〝 高巻川 ′｣＼ 流 149± 3

美浜,関電 取水口 海 水 6 8± 3

〝 〝 放水口 海 水 51± 2

〝 〝 落合川 ′｣､ 流 12 4± 3

〝 〝 属背川 ′｣､ 流 14 8± 3



表3 福井地区(50年4月2,3日)

単位

採 水 地 点 種 類 トリチクム濃度

敦賀,原電,放水口

美浜,関電,放水口

大飯, 〝 〝

高浜 〝 〝

海 水

〝

〝

〝

56± 9

2 5± 9

3 0±10

27 7± 9

蛇口 水

〝

〝

〝

0± 9

129±14

148± 8

10 8±10

表4 島根地区 A:49年10月 9 日

B:49年12月4,5日

単位

採 水 地 点 種 類
ト リ チ ク ム 港

鹿島,中国電,取水口

〝 〝 放水口

〝 輪谷東貯水槽

〝 簡易水道原水

海 水

海 水

貯 水

5 5±2

50±3

14 8±9

18± 4

18± 6

12 9± 8

16 0± 9

宍道湖,玉湯町

秋鹿町

中海, 本庄町

斐伊川

〃

〃

川 水

10 5± 5

13 4±10

5 2± 5

19 0± 6

表5 佐賀県玄海地区(49年11月18日)

単位

採 水 地 点 トリチクム濃度

玄海,九電,取水口

〝 〝 放水口

〝 〝 下場溜池

〝 〝 施設飲料水

〝 〝 ダム用水

水

水
水
水

海

貯

上

貯

4 0± 2

7±0.5

10 8±11

8 9±13

9 8± 9



表6 鹿児島県川内地区(49年11月19日)

単位

採 水 地 点 トリチクム濃度

川内,川内川(倉ノ浦)

〝 宮山池

〝 轟川(天神橋)

〝 中郷浄水湯原水

〝 高江支所飲料水

〝 久見崎連絡所飲料水

〝 寄田′｣､学校飲料水

水

水
水
水
水
水
水

川
貯
川
川
上
上

上

5 2±10

10 3± 9

9 4± 7

12 5±10

8± 6

86± 8

12 2± 8



(16)陸上試料の調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,湯川雅枝,渡書【

1 緒 口

環境放射能lこよる人体の被曝線量を推定するための基礎資料として,茨城県および福

象地区とし,雨,塵,土壌,河川水,河底推横物等に含まれる放射性核種の分析測偏

47年より実施してきたが､本報では,陸上試料の中でも重点的に行われてきた雨･

て引き続き得られた調査研究結果を報告する｡

放射性降下物のレベルが低くなった現在では､環境中の放射性核種を分析測定し,

状態を知るにあたっては大量のサンプリングおよび適当な濃縮操作が必要となる｡こ

検討するために,雨水および塵を大量に長期間採取するための装置を試作し､サンプ

分析上の問題点などを含めて若干の知見を得たので報告する｡

2 調査研究の概要

試料採取期間は1972年9月から1973年1月,1973年1月から1974年

1974年3月から1975年3月にわたっている｡試料採取場所は茨城県東海村,

井市および福井県敦賀市であり,採取装直の設置場所の岡辺の状況は,東海村では裁

て三方が松林に囲まれており,福井市では広く開けた田園の中にある5階建ビルの屋

敦賀市では浦底湾に面した山のふもとで十数仇離れて二万が松を主体とした雑木林に

おり他方はアスファルト張りの駐車場となっている｡

採取装置の概要を図1に示した｡ポットは1仇ダ,深さ1仇のステンレス製で鹿西

を採取し易いようにするため少々傾けてある｡樹脂槽を下におき､陽イオン交換樹頗

オン交換樹脂2の割合で混合して約10βを入れておく｡あらかじめ水を張っておき

間の雨水･塵を採集する仕組みになっているが,大雨などで一時的に水量が増加して

-フローしないように一定水位を越えた場合には自動的に樹脂層に注水するようにな

試料採取は,雨水の部分はサイホンを通してイオン交換樹脂に溶存物質を吸着させ,

いる塵等はぺ-バータオルで出来るだけ拭きとって集めた｡イオン交換樹脂を通過し

気伝導度を測定し,比抵抗が脱イオン水に近いものであることを確認した｡

このようにして採取した試料は実験室に持ち帰えり,図2のようなスキムiこ従って

放射化学分析を行なった｡測定はGe(Li)半導体検出器によるr線スぺクトロメト

ツクグラウンドβ線スぺクトロメータによるβ線スぺクトロメトリで行なった｡
このようにして得られた雨水･塵の放射性核種濃度を表1に示した｡なお,00sri.

は抽出率を補正していない生データであり,他はOe(Li)で測定した結果である｡

1Be,00sr,05zr-95Nb,106Ru-106Rh,125sb,137cs-131mBa,144(

出されておリ1974年3月～1975年3月の試料の放射性レベルは前年に比べて

値を示している○これは中国の第16回核実験(1974年6月17日)の影響が比



106Ru-106Rh,125sb,l訂cs,-137mBa,144ce等は1Be,90srよりも塵等に収着されや

とを意味している①ポット内に捕集された塵の内容をみると枯葉の混入があり,敦賀が長

次いで東海であり,福井は非常に少い｡このようなことから枯葉等の混入が多けれは放

種濃度も多くなる傾向が見られる｡従って枯葉等の塵が試料に混入した場合には90srr

とした各放射性核種の比はFalloutのこの比よりも高値を示すことが考えられる｡ま

ァトに混入した枯葉等の塵が腐植してくるとTBeや90srの腐植質への収着も考えられ

採集期間や採取してからの分析開始までの保存期間の長短により各核種の雨水･塵中の

複雑な相様を呈しているものと思われる｡

雨水･塵の放射性核種のうちでTBeが高い値を示している｡ポットの中の枯葉は松

かったことに着目して,松葉を採取(放医研構内よリ3.6相生)して熱風乾燥後灰化(

してOe(Li)半導体検出器でr線スぺクトロメトリを行なったところ表2に示すよう

を得,TBeの存在が頭書であり,稔葉の混入によってもTBeのレベルが上昇するこ

因となり得ることも考えられるが雨水からの寄与もかなりあると思われる｡

現在の雨水･塵の中から検出される放射性核種は上記のとおりであるが,この他こ,

直後等には新しい核分裂生成物の中.の短寿命核種の影響も考慮されなければならなぃb

長期間にわたる採取試料では中,長寿命核種を着目しなけれはならない｡そのためにど

な核種に着目すべきかの判断の一資料として,今までに最も影響の大きかった第5回申

験による放射性降下物を約15ガにわたって採取した試料について経年的に追跡した測

を表3にした｡これよリ5■Mn,00co等も着目核種となり得る｡

3 結 語

雨水･塵の長期間採集装置を試作し,実験を繰り返して来たが,馳1lout起源の放射
がかなり明確に検出し得ることが出来るが5▲Mn,00coについては検出し得なかった.

採集装置に枯葉等が混入することにより測定結果が大きな影響を受けることを見出し

って,雨水･塵の放射能測定には,採集装置に枯葉等の混入を防止する工夫を威すか,

の混入のない場所に設置するのが良しヽ

なお,今後は放射性Mn,Co,Ⅰ等の微量測定法について検討を進めたい｡
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表2 松葉の放射性核種

1975年9月12日14～15穐放医研グランド西側松林北端の黒松より松葉

採取 灰化重量51.3タ

1975年9月20日～173600淵ニOe(Li)で測定

放射性核種 pCi/晦生
TBe

54Mn

00co

05zr

05Nb

lO6Ru

125sb

lさT
cs

l"
ce

4 23 5±19 9

4 3± 2 2

11± 31

15 6± 3 9

3 3 2± 23

4 3 2±16 0

161± 4 8

35 0± 2 6

16 6 9± 7 0

表3 第5回中国核実験による強放射能粒子を含む放射性降下物の追跡測定結果

試料:愛媛県 生研究所にて1966年12月29日】5時～30日12時に降下した

15〝rにわたって採取,ちり重量21タ(採取場所のモルタル粉を含む)強放射能頚

1000個/ガ

測定:1975年9月10日～161200sec,Oe(Li)で測定

放射性核種

00co

125
sb

137cs

14ヰCe

pCi/ガ

3 7± 4

51±7

2 9 0±6

24±8
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(17) 地表面大気中の239Pu濃度

日本原子力研究所東海モ

笠井 篤,今井利三

1.緒 口

原子力開発にともなう239puの潜在的貯蔵量の増加と,将来の核燃料サイクルによる

使用量の増加が予測され,それにともなう環境モニタリングとしての239nlの測定が重j

素となっている｡

その中で,本報告は現在,核爆発実験によって生じた大気中の239puのいわゆるバッ:

クンドレベルとその変動を把握するため,1973年4月から1974年12月までのj

における地表面大気中が39puを分析したものである｡

2.調査研究の概要

(1)試料の採取

大気中塵瑛の採取は,原研周辺にある2箇所の移動口紙式集塵器(軋S./%2,軋S

で24時間の連続集塵したロ紙を1カ月毎にまとめて分析試料とした｡

ロ紙はHE-40(幅76花死,長さ60m)で12痴アスベスト入りである∩集塵器`

吸引量は200β-250β/分で,1カ月間の総吸引量は約10,000〝13である｡ヨ

引口は地上1mの位置である｡

¢)分析法

230puの分析法は,1カ月分の集塵口紙を灰化し,これに硝酸および収率補正とし｢

239pu(～1dpm)を加えて浸出する｡それをTOA溶媒抽出を行い最後はステンレニ

に電着し,α線スぺクトロメトリで239puを定量した｡

(3)結果と検討

1973年4月から1974年12月まで毎月の大気中塵瑛について前記の方法で子

た獅puの分析結果をTablelに示し,各月の変動を,Figlに示す｡表および図【

M.S.ノ佑2は海岸から約0.9t血の砂地であれ.M.S‥偏3は内陸約5Kmの畑地の中であ

239puの濃度は1～150×10~6pci/h3と非常に大きく変動し,4月5月に最フ

リ11月12月に最小となっており典型的なフォールアクトの季節変動のパターンを≠

いる｡

別puの濃度を他のフォールアウト核種と比較すると,Fig2に示すように13アcs,

一一96Nbなどの核種と全く同じ変動を示している｡また137cs,90sr濃度と比較するとフ

239pu濃度は137csぉよぴ90srの約1/100前後のレベルとなっている｡

3.結 自

今後はさらに大気中の239puの分析を続けてゆくと同時に,239puの地表面への降｢

よび蓄積量の測定も行い,大気中濃度とそれらとの関係を明らかにしてゆく予定である｡

また,これらの239puの連続した大気中濃度から呼吸による被曝線量の算出をも試み々



TablelPlutonium-239(240)Concentrati｡n

in Surface Air(Aug.1973-Dec.1974)

M.S./佑2 M.S.
ノ佑3

SlmPling

Date
Pu-239(240)

Ⅹ10~6pci/が

Chemical

Yield(痴)

Pu-239(240)

Ⅹ10~8pci/几3

Apr.qJun.1973

Jul.1973

Ang.1973

Sep.1973

0et.1973

Nov.1973

Dee.1973

Jan.1974

Feb.1974

Mar.1974

Apr.1974

May.1974

Jun.1974

Jul.1974

Aug.1974

Sep.1974

0et.1974

Nov.1974

Dee.1974

4 6.4

3 8.1

6 3.0

5 4.1

6 6.3

5 5.2

7 7｣9

19.3

2 6.0

16.0

4 3.1

2 2.1

4 7.0

5 3.6

3 0.9

41.4

15 5.0

4 6.4

2 2.8

21.8

21.1

14.6

14.7

4.6

44.8

6 3.0

17｣1

40.9

6 0.2

3 4.3

3 9.2

4 8.1

:Errorgrater than lOO痴
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(18)雨水ちり,浮遊塵,各種食品の放射能調査

日本原子力研究所

天野 昇,宮永一郎,辻村重男 ほニ

フォールアクト核種分析チーム

1.緒 口

科学技術庁の放射能委託調査にもとずき,各都道府県で採取された雨水ちり,浮遊嵐

食品･合計80試料の錮srと13℃sを分析し,また食品試料のストロンチクム単位とセ.

単位を求めたので,その結果を報告する｡

2.調査の概要

(1)試 料

試料は各都道府県の衛生研究所等で48年10月から49年3月の間に採取されたZ

送付試料の形状は,雨水ちりはイオン交換樹脂カラム(折紙つき),浮遊塵はステンj

あるいは折紙など,食品は灰化物である｡

(2)分析方法

科学技術庁編集の放射性核種分析法に従って,90srと137csの含量は化学分離¢

β線計数を行って求めた｡食品試料では,カリウムとストロンチクムを原子吸光法,

レクムを重量法で定量した｡

(3)分析結果

分析結果を表1～表5に示す｡

材)雨水ちリ

137csが0.03mCi/Kn2以上のものは,北海道,青森,秋田,新潟,福井,島]

縄の7試料であった｡90srはおおむね13アcsに比例している｡

桓)浮遊塵

放射能レベルは一般にきわめて低く,バックグランドに近いものが多かった0

(う 牛 乳

宮城と東京の137csがやや目立って高い｡その他は90srが1･0～5.8pCi/C,1

が4･2～13･9pCレ/βであった0

巨)野 菜

大根とほうれん革が送付されて来たが,90srが5.5～43.3pCi/晦,13℃sが1■

9･4pCi/極であった0

的 日常食

5都県の成人食,幼児食について90srが2.1～8.8pCi/人･日,137csが3･0/

pCi/人･日であった0

3.r線スぺクトロメトリによる分析

化学分離-β線計数による分析とならんで参考のために化学分離前にr線スぺクトルj

行った｡雨水ちりと浮遊塵は水溶液にしてNaI(Tl)検出器で測定し,食品は灰化物を



4.結 語

各試料とも特に異常とみられる分析値はなかった｡浮遊塵はバックグランドレベル

多く･サンプリング量を修正する必要があるのではないかと思う｡食品ではr線スぺ

定によって13アcsとセシウム単位を求めることが可経である｡

表1 雨水ちりの分析結果

県 名 取年月
90sr

mci/E㌔

北 海 道

青 森

秋 田

山 形

宮 城

福 島

東 京

神 奈 川

静 岡

愛 知

兵 庫

和 歌 山

山 口

福 岡

鹿 児 島

沖 縄

京 都

広 島

新 潟

福 井

137cs

mCi/1h2

0.019 9

0.015 7

0.0 27 7

0.0 0 9 7

0.0 0 5 9

0.016 9

0.0 0 61

0.0 0 96

0.0 08 4

0.0247*

0.0 0 8 6

0.0108

0.0101

0.0 0 8 6

0.0158

0.0489*

0.013 8

0.0 0 5 9

り.0 2 7 2

0.0 6 55

0.0 319

0.0 3 3 0

0.0 4 4 3

0.016 8

0.0 0 6 5

0.015 6

0.0148

0.0 20 2

0.0 20 5

(0.0099)

0.013 5

0.0 218

0.014 0

0.015 3

0.0129

0.0 30 2

0.010 5

(0.0048)

0.0 5 9 5

0.0 3 9 5



表2 浮遊塵の分析結果

県 名 採取年月
90sr

lO~3pci/m3

137cs

壬0~3pcレ/

49年 2月分

49年 1月分

49年 2月分

〝

48年10月分

48年11月分

48年12月分

49年 1月分

49年 2月分

49年10月分

48年11月分

48年12月分

49年 1月分

49年 2月分

49年 1月分

49年 2月分

49年 3月分

49年 2月分

(0.15)

(0.0 )

(0.0 )

0.7 6

0.60

(0.07)

0.16

(0.13)

0.15

(0.12)

(0.05)

(0.19)

(0.07)

(0.04)

(0.04)

(0.03)

(0.04)

0.3 2

0.2 7

1.18

(0.45)

(0.43)

(0.51)

0.7 8

0.7 6

(0.16)

0.2 7

0.28

0.28

(0.0 )

(0.49)

0.2 4

(0.11)

(0.16)

0.3 7

0.7 9

(0.0 )

0.48

0.4 7

1.4 4

()をつけた値は放射能の正味計数率が計数誤差の3倍以内のもの｡



表3 牛乳の分析結果

県 名 採取年月日
90sr

pCi/β

137cs

pCレ/β

北 海 道

〝

青 森

〝

秋 田

〝

宮 城

福 島

〝

東 京

神 奈 川

静 岡

愛 知

福 岡

京 都

福 井

岡 山

島 根

鹿 児 島

49.1.28

49. 2.20

49. 2. 5

49. 3. 4

48.10.30

48.12.19

49. 3. 8

49.1.24

49.1.25

48.12.

49.1.28

49.1.23

49.1. 9

49.1.21

49.1. 8

49.1.22

49.1.30

49. 2.21

49. 2.28

49. 3.18



表4 野菜の分析結果

試料種類 採取年月日
90sr

pCi/晦

13アcs

pCレ鞄

秋 田

神奈川

静 岡

鹿児島

鳥 取

大 根

ほうれん革

大 根

〝

48.11. 9

48.10.26

49. 1.23

48.12.10

49. 3. 5

43.3

5.5

3 0.5

13.9

12.8

*カルシウム分析値が低くでた可能性がある｡

表5 日常食の分析結果

試料種類 採取年月日
137cs

pCレ入･日

都市成∧

農村成人

都市成人

農村成∧

都市成人

農村成人

農村幼児

都市成人

農村成人

農村幼児

都市成人

農村成人

49. 1.28

49. 1.27

48.11.30

48.12. 1

48.11. 1

48.11.25

49. 3.10

48.11.14

48.11.14

48.11.14

48.11.18

48.11.18
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(19)雨水ちり･陸水,海水,土壌および各種食品試料の放射能調

(財)日本分析センター

望月 勉,西村耕一,○宮司

坂東昭次,吉清水克己,油井頚

1.緒 百

科学技術庁放射能調査委託にもとづき放射性降下物(フォールアウト)に係る環境言

放射能調査として･49年慶採取された雨水ちり･陸水･海水,土壌および各種食品乃

境試料について90sr,137csを対象として核種分析を行ったのでその測定結果を報告ブ

2.調査の概要

科学技術庁放射能測定調査計画にもとづいて･昭和49年慶に30都道府県の各衛生

で採取され送付をうけた各種環境試料について･昭和49年11月から50年9月まて

に90sr,1$アcsを対象として核種分析を行った｡

(1)分析対象試料

分析対象試料は雨水ちり･浮遊じん･陸水･土壌･海水,海底士,日常食,農畜産

乳･ドライミルク,茶),海産生物,淡水魚である｡

試料は30都道府県の各衛生研究所で採取され所定の前処理を施したのち当所に送

たものである｡

(勿 分析対象核挿および分析方法

分析対象核種は90sr,137csである0その分析方法は放射化学分析法で,科学技術

力局¶放射性ストロンチクム分析法 および セシウムー137分析法一改定案･,に

実施した｡

また原子力施設周辺の試料については放射化学分析を実施する前にr線分光分析を

137csを定量するとともは=Mn,60co等の人工放射性核種の存在の確認を行った｡

r線分光分析は科学技術庁ttGe(い)半導体検出器を用いた機器分析法一案,に二

乗施した｡

3.調査の結果

(1)雨水ちり

各県の月間平均降下量を表1に示した0雨水ちりには測定結果をえられなかった試

るので測定結果をえられた月数を併記した｡その全国平均値および最小,最大値は

90sr:0.057(0.020～0.13)mCi/駄2

13℃s‥0.091(0.050～0.16)mCi/随2

である∩

年間の傾向としては各県とも4～7月および2-3月に高い値が認められ,地域矧

臥石仙福井,鳥取･島根などの日本海側各県と宮城,茨城,東京,静岡,愛知,l

高知などの各県は他県に比べて此戟的高い値(13アcsの値で約0.2〝lCi/‰2以上)



90sr‥1･3(0･47～2･7)10-3pci/Tn3

137cs‥1･7(0･35～3･3)10-3pci/Tn3

である0いずれも第1四半期試料に高い値を示しており福島,鳥取などが苦るしl

(3)陸水(上水)

上水(蛇口水･源水)について各県で年2～4回採取した試料の平均値を県外

した0その全国平均値および最小,最大値は

90sr:0･16(0･007-0･49)pci/C

137cs:0･047(0･006～0･12)pCi/C

である｡

地域的には90srでは北海道･秋臥宮城･新潟･石川,京都,島根など,13℃sr

秋臥京都･岡山･福岡などの各県が他県に此してやや高い値を示している｡

(4)海水,海底士

各県年1回採取した試料(1～3試料)についての県別平均値を表1に示した｡

平均値および最/｣＼･最大値は次の通りである｡

海 水

90sr:0･17(0･10～0･25)pCi/C

137cs‥0･17(0･10～0･35)pci/C

海底士

90sr‥
8･5(1～ 32)pCi/K9乾士

13℃s:170(29～360)pCi/晦乾士

(5)土 壌

各県年1回採取した試料(深さ0-5珊,5～20仇の2種類)についての測定

1に示した0その全国平均値および最小･最大値は次の通りである｡

90sr:11(1･4～
29)mCi/‰2

137cs‥34(4･0～100)mCi/‰2

90sr:23(1･0～
91)mCi/‰2

137cs:49(1･8～130)mCi/‰2

(6)日常食

新潟･愛知･福岡の3県は農村成人について勺他県は都市成人について年2回掛

科については県別平均値を表1に示した0その全国平均値および最小,最大値は次(

ある｡

90sr:5･3(2･9～13)pci/^1日

137cs:9･9(5･6～20)pCi/^1日

(7)牛 乳

各県年2回採取した試料(原乳)の県別平均値を表1に示した｡その全国平均鮎



(8)野 菜

大根,ほうれん革について生産期に合せ採取した試料についての測定結果を県別に表

示した｡2試料のものはその平均値で示してある｡その最小,最大値は次の通りである

大 根

QOsr:1.4～47pCi/K9生

137cs:2.3～15pCi/K9生

ほうれん草

90sr:5.4～49pCi/相生

137cs:5.4～20pCi/相生

(9)茶

静岡,京都,鹿児島(各3試料)の試料の測定結果の平均値および最′｣､･最大値は次

りである｡

90sr:.144(100-210)pCi/K9乾物

137cs:246(120～480)pCi/K9乾物

(1q)海産生物

各県で採取した海産生物は海水魚(カレイその他12種),月類(アサリその他4稽

海藻(ワカメその他2種)である｡そのうち比較的採取件数の多いカレイ(5件)･ア

(4件),ワカメ(8件)について平均値および最小,最大値を示すと次の通りである

海水魚(カレイ)

90sr:1.2(0.8～1.8)pCi/K9生

137cs:8.4(6.2-13)pCi/相生

月 類(アサリ)

90sr:0.9(0.4～1.9)pCi/K9生

137cs:4.9(3.2～6.0)pCi/K9生

海藻類(ワカメ)

90sr:2.6(1.2～5.6)pCi/K9生

137cs:6.3(0.5～19)pCi/K9生

(11)その他

汲水,淡水魚,ドライミルクについて測定を行った0

汲水は北海道,秋田,福島,茨城,新潟の5県について年1回採取されたものでその毒

最大値は次の通りである0

90sr:0.061～0.58pCi/C

137cs:0.024～0.17pCi/C

汲水魚は北海道,秋田,福島,茨城･新潟･福札広島の7県で年1回採取された車

(コイ,フナ,へラブナ)でその最小,最大値は次の通りである0

90sr:25～260pCi/C

187cs: 8- 2 5pCi/β



表1 各種試料中のfX)sr,137csの地域別平均値



表2 原子力施設周辺試料分析結果

衝 研 名

海 底 土 海 産 生 物

採取場所
ヽ

137
Cs

甚咋姥土
採取場所

137

種類〆㌶年
青 森

大 湊 湾 140 大 湊 湾 カ レ イ 5.1

八 戸 湾 270 大 湊 湾 ホタテ貝 2.7

宮 城
塩 釜 湾 250 女 川 湾 カ レ イ 11

女 川 湾 *二 木 女 川 湾 ワ カ メ 3.9

福 島

請 戸 港 木 本 相 馬 港 ポ ラ 2.2

長 者 原 本 木 相馬港松川浦

相馬港松川浦

アサリ 0.9

ワカメ 0.6

茨 城

久 滋 沖 ネ･木 那 珂 湊 市 ヒ ノ キ 5.2

東 海 沖 43 日立市久滋沖 ス ズ キ 7.3

大 洗 沖 ネニ* 日立市久滋沖 7 ワ ビ 1.7

福 井

高浜放水口 140 敦 賀 湾 7 ノ 13

美浜放水口 ネニネ 浦 底
､

ワ カ メ 12

敦賀放水口◎ 200 敦賀市立石 サザ エ 4.7

静 岡
狩野川河口

狩野川沖合

36

280

島 根
輸 谷 沖 士うk≠ 鹿 島 沖 ク ロ メ 10

御 津 沖 呈j〔ナ 鹿 島 沖
鹿 島 沖

サザエ1.1

カサゴ 7.2

佐 賀
伊万里湾

有 明 湾

510

220

注1)◎この試料では60co,54Mnがみとめられた｡

注2) 測定結果が分析目標値以上のもの.お⊥び分析目標値以下であ

っても計数値が標準偏差の3倍を越えるものについて数記し,

それ以外のものは**で示した｡

分析目標値は海底土は70pcレ埠乾土,海産生物は10〆〕i/埠

生である｡

青森･宮城･福島,茨城･福井･静岡･島根･佐賀の8県で採取した海底士,海産生物

(灰分)についてGe(最)半導体検出器を用いてr線計測をおこない13℃sを定量した

その鮭果を表2に示す0また一部の試料に=Mn,80coの存在が認められた｡

(1頚放射化学分析による13アcs定量値に及ぼす87Rbの影響について｡



4.結 語

科学技術庁放射能調査委託にもとずき放射性降下物に係る環境試料中の放射能調

49年慶採取され送付をうけた各種試料について90sr,13℃sを対象として核種分

が･雨水ちり試料について試料容器(イオン交換樹脂筒)の輸送中破拝およぴスト

セシウムの化学回収率が極めて異常(求める沈殿が全く得られず化学回収率を0痴

および100痴を著るしく越えなかには2～300動こ達するものがある)でキャ

に誤りがあったと考えられるものなど測定値を得られなかった試料があった｡これ

年度途中から試料容器輸送箱を製作するとともにSr2+,Cs+のキャリヤー溶液を

関に配布した｡

また放射化学分析による13アcs測定値に及ぼす8アRbの影響については,次年度試

ぺての試料についてルビジウムの分離除去を行うとともに,49年度採取試料につ

13アcsと8アRbの量についておおよその関連性を把握すべく検討を行う予定である｡



(20)愛知県内の雨水,河川水,海水のトリチウム濃度

愛知県衛生研究所

○茶谷邦男,加賀美忠明,森田登喜子

浜村憲克

1 緒 口

核実験により循環水中のトリチクム濃度が苦るしく高められることは既に多くの報告

れている｡

トリチクムは水の形で存在するため,人体のあらゆる組織中へ入って行くので,その

とえ僅かであっても,人類の遺伝的影響などが心配される∩現在,トリチウムの水中の,

慶は3×10-3/上Ci/パ戒(=92,O n O.T.U.〕と定められている｡

原子力の平和利用は将来ますます盛んになるであろうことが予想される｡将来の汚染

して,愛知県における自然状況の環境水中のトリチクム量のバックグラウンドを現時点`

しておく目的と,地下水の年代測定に当って必要となる地表水のトリチクム濃度の動向

目的で,雨水,河川水,海水のトリチクム濃度の測定を行なった｡

2 調査研究の概要

2-1 調査対象

次の試料を調査対象とした｡

(1)雨水

RAIN-1

(2)河川水

KISO-1

YAHA-1

TOYO-1

(3)海水

ISE-1

名古屋市北区辻町流,愛知県衛生研究所屋上(地上約30m)で採

ケ月分の雨水全量を1試料とした｡

木骨It 犬山市

矢作川 豊田市

豊 川 新城市

表面水を毎月1回,または隔月1回採水した｡

伊勢湾 名古屋市港内 N3500ざ E1360

ISE-2 〝 木曾川口 N3405〆 E1360

ISl〕-3 〝 小鈴谷沖 N3405げ E1360

MIKA-1三河湾 御前崎姫島中点 N34044′ E1370

表面水を採水した｡

採水地点を図1に示す｡
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2-2 測定方法

蒸留した試料500mBiこNa2022.09を加え,Ni-Ni極板ガラス電解槽に入

収率を見る為にトリチクム濃度既知の標準試料についても同様の操作を行う｡電解

一組(試料8本,標準試料2本)を4.0士0.5℃の冷却水槽に浸し,各電極を直列

て4.OAの電流で電解を行なう｡約9mβになるまで濃縮する｡濃縮液はCO2で午

赤外線ランプで加熱しつつ,真空蒸留を行ない,全水量を,ドライアイスーアルコ

ー75℃に冷却したトラップ中に凝縮させる｡得られた濃縮液のうち8.Omβをバ

にとり,Instagelをレンチレ一夕ーとして,低バック液体シう/チレーションカ

で計測し,回収率の補正および減衰率の補正を施こして,試料水のトリチクム量を

3 調査結果

雨水,河川水,海水のトリチクム濃度を,それぞれ表1,表2-1,2-2,2一

に示す｡

表1 雨水のトリ チクム濃度

RAIN-1

雨 量
(祁)

電導度
(〟/加)

34士4

26士2

54土2

17士3

20士5

25士2

15士4

17士4

1

5

9

7

4

9

5

6

0

4

6

4

4

5

4

4

4

5

25士4

20士3

44士2

29士4

35士3

72土3

30士3

17士2

15土1



表2-1河川水のトリチクム濃度(木曾川)

KISO-1

採水年月日
天 候 電導度

(〟//加)

黄土色濁

黄灰緑色

泥色濁

暗緑色

灰緑 色

泥 色

灰 緑色

暗緑色

暗緑色

灰緑色

灰緑色

灰緑色

灰緑色

泥 色

青緑色

泥 色

41士1

46士3

34土3

48士1

49±5

58±2

46士5

35士3

44±3

45士4

48士6

55±6

50±5

42士5

50±5

49±5

54士5

44士3

34士2

46士2

57士4



表2-2 河川水のトリチクム濃度(央作川)

YA甘A-1

表2-3 河川水のトリチクム濃度(豊川)

TOYO-1



表3 海水のトリチクム濃度

＼._二.･,■∴･.†■~＼†.†.､`■二･,--■`･-∴1
昭和48年4月～49年12月の雨水のトリチクム濃度は全平均28T.U.(n=20,文

¢=15,α/貢=52多)であった｡

河川水については,木曾川は48年3月～49年12月の平均47T.U.(n=22,丈=

α=7,α/ヌ=15多),矢作川は48年4月-49年6月の平均46T.U.(｡=9,束

け=9,α/嘉=20珍),豊川は48年3月～49年6月の平均38T.U.(｡=9,丈ニ

ロ=7,α/支=18帝)であった｡
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雨水および河川水の年間変動の傾向を図2に示す｡雨水については,昭和48年6-

T･U･(=丈+2α)･49年6月に72T･U･(=嘉+3りと2つの異常に高い値が詔

これらは何れも同時期に中国で核実験が行なわれており,その影響であろうと思われモ

つの異常値を除いた平均値は24T･U･(n=18･嘉=24,α=8,α/丈=34嘆

これを平常値の平均とするのが妥当と思われる0河川水については特に顕デ誓な傾向は詔

いようである｡

トリチクム濃度の変動率は,雨水の場合は2つの異常値を除いた平常値のみでは34

3つの河川水の変動率の平均17帝の2倍である0これは雨水が河川水となるまでに贋

全体として均一化されるため･河川水の変動率が低くなる為と思われる｡

3河川水ともほぼ同じトリチクム濃度を示し･しかもその平均45T･U.は雨水の平常

24T･U･の1･9倍に達する0この考れられる原因としては,(1)降水時期と河川水の流仕

時間差･(2)降水と河川水との場所的な差･または(3)他の源よりのトリチクム汚染などガ

よう0これらのうち(2),(3)は考え難いので･(1)の過去に降ったトリチウム濃度の高い雨

川水の海善政に貯留されていて･それが時間をかけて序々に,現在の河川水に少しずつ

て来ているのではないかと思われる｡

海水については･昭和48年2月と6月の値のみであるが,それぞれの平均値は,伊

は,名古屋港内は16T･U･･木曾川口は31T･u,小鈴谷沖は15T.U.,三河湾では1

あった0河川水の流入が激しい木曾川口でトリチクム濃度は高くなっており,他地点で

三河湾とも何れも15～16T.U.の低い値であった｡

最後にトリチクムの測定方法について御指導を頂いた放射線医学総合研究所樫田義彦

謝致します｡

図1雨水､河川水､海水の採水地点

フ
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(21)福島原子力発電所周辺における放射能訂査

福島県原子力センターー

中島廉治,浮田 貞,木村光｣

村中 明,佐々木信博

1 緒 呂

福島県原子力センターは昭和48年8月より相双地方に設置されている原子力発電所′

環境放射能の常時監視測定を実施している｡本報は昭和48年,49年慶調査結果につ一

告する｡

2 調査研究の概要

(1)調査対象

東京電力㈱福島原子力発電所の所在する大態町,双葉町および隣接する4町(楢葉

浪江,′｣＼高)にわたる空間線量率,空間債算線量および浮遊じん,ならびに陸水,土〕

畜産物,海水,海底沈積物,海洋生物の全ベータ放射能濃度および人工の放射性核租

(2)測定方法

環境試料の前処理および測定値の処理は｢放射能測定法(科学技術庁編1963年版

従った｡

浮遊じん,陸水,土壌,農畜産物,海水海底沈積物および海洋生物の全ベータ放射j

定はALOKA製LBC-452を使用し,核種分析にはORTEC,Ge(Li)半導体検

キャンベラ製8100型多重波高分析器を使用した｡空間線量率の測定にはALOKA二

TCS121型1〝¢×1〝NaIシンチレーションサーベイメータまたは2〝¢×2〝N

(Tg)シ∵ンチレーションのモニタリングポスト(原研特許エネルギー補償モジュー

を使用した｡空間種算線量の測定はモニタリングポストおよび松下電器製502A T】

子:ロD-200S)を使用した｡

(3)調査結果

原子力発電所周辺における各項目測定結果を表-1,2,3,4,5,6に示す｡≡

の環境試料全てについてrスぺクトル分析し,その結果を表-7に示す｡

3 結 語

昭和49年6,7,12月に採取した環境試料の一部にフォールアクトと考えられるg

-96Nbが検出された｡濃縮係数の大きな海藻類(ホンダワラ,ワカメ,カジメ)また,∃

が大きく,降下物を沈着し易い大根,人参,山東菜に微量検出されたが環境安全上の間男

いと考えられる｡

13アcs濃度は全国的な平常のレベルと推定される｡空間線量率および全ベータ放射能は』

に有意な差はなかった｡

今後も環境試料の継続的な調査を行うこととする｡



表1 サーベメータによる空間r線量率高さ:1仇
単位

測定場所 箇所数 測定数
48年慶 49 年慶

範 囲 平均値 範 囲

楢 葉 町

富 岡 町

大 熊 町

双 葉 町

浪 江 町

小 高 町

表2 モニタリングポストによる空間r線量率
単位

測定場所 箇所数
4 9 年 慶

平 均 値 最 大

楢 葉 町

富 岡 町

4 ･- 5

4 ･- 6

大 熊 町 4 ～ 5

双 葉 町 4 ･- 5

表3 モニタリングポストによる空間積算線量
単位

測定場所 箇所数 49 年慶変動巾(1年間換算)

楢 葉 町 3 7 ･- 4 4

富 岡 町 3 5 ･- 4 2

大 熊 町 3 6 ･- 41

双 葉 町 3 9 ･- 4 2



表4 TLDによる空間積算線量

単位

測定場所 箇所数 測定頻度 49年慶変動巾(1年間換算)

楢 葉･町 6 4 ･- 71

富 岡 町 6 7 ～ 7 0

大 熊 町

浪 江 町 7 8 ･- 8 2

′｣､高 町 6 7 ～ 7 0

表5 浮遊じんの放射能(β(r))
単位

測定場所 箇所数 測定頻度
48年慶 49年慶

範 囲 平均値 範 囲

楢 葉 町

富 岡 町

大 熊 町

双 葉 町

浪 江 町

′｣＼高
町

注) 東洋口細5Aに30分間吸引し,5時間の校正値である｡

表6 環境試料の全ベータ放射能

トト採粧紺ト…凍姦捨慧演芸莞
<陸 水>

井 戸 水
楢葉,富岡,大熊,

双葉,浪江,′｣＼高町

48;8,10

49;4,7,11
12 LTD･-1.17 LTD-1.3

河 川 水
48;8,10

49;4,7,11
12 LTD-1.68 LTD-1.7



試 料 採 取 場 所 採取年月
試料数
48 49

年定 年慶

放 射 能 濃 度

4
8年慶

<土 壌> P

楢葉,富岡,大熊,

双葉,浪江,′｣＼高町

福島第一原発放水口,

取水口,放水口沖

48;8,11,12

49;4,6,7,11,1

48;8

49;2,7,11

16.7･-20,0

(1.22-2.50)

15.14･-18.5

(0.95-2.42)

12.4･-16.3

(0.21-0.71)

海底沈積物 福島第二原発,浪江,

小高地点放水口,放

水口沖合

48;8

49;2,4,7,11

15.5-16.1

(0.22-0.73)

く農畜産物,海洋生物> P

牛乳q京劉)
楢葉,富岡,大熊,

双葉,浪江,′｣＼高町

48;8,10,11

49;4,6,11,12

1.09･-1.46

(0.05-0.37)

米(玄米)
48;11

49;11,12

1.37･-1.97

(0.46-0.71)

ほうれん草
48;11

49;4,6,12

4.61･-6.48

(0.27-0.88)

白 菜
48;11

49;11,12

1.41･-2.18

(0.31-0.55)

48;11

49;4,11,12

48;11

49;11,12

1.65･-2.07

(-0.12--0.05)

2.32･-3.63

(0.38-0.82)

グ ロ ガラ

(可 食)

福島第一原発海域

福島第二原発,浪江

/｣＼高予定地,請戸港
海域

48;8,49;3

49;7,11

48;8,49;3

49;4,7,8,皿,50;3

2.88･-4.93

(-0.08-0.96)

2.32･-4｣29

(-0.06-0.67)

ス ズ キ

(可 食)

福島第一原発海域

福島第二原発,浪江,′｣＼

高予定地,請戸港海域

48;8,49;3

49;7,

48;8,

49;4,8,50;3

2.67･-3.20

(-0.11-0.40)

2.68･-3.74

(0.20-0.98)

ホンダワラ 福島第一原発海域
48;乳49;2

49;7

0.60･-7.90

(-0.84-0.49)

ワ カ メ 福島第一原発海域
(葉)OA7(茎)0.44

(葉)026⑭0.06

注)

0陸水,海水のLTD;0.7PCi/β



表7 環境試料の核種分析

一
.

▼
.

･‥t‥:一二･∵羊∴

く土 壌> PCi/晦-

陸 0-5仇 楢葉,富岡,大熊, 48;8,11,12 267･-1687

土 シー加 双葉,浪江,′｣＼高町 49;4,6,7,11,12 168･-1110

く農畜産物,海洋生物> PCi/Kグー

牛 乳

(原 乳)

楢葉,富岡,大熊,

浪江,′｣＼高町

48;8,10,11

49;4,6,11,12

米(玄米) 〝 〝
48;11

49;11,12

大根(葉) 双 葉 町
48;11

49;12

人参(葉) 双 葉 町

山東菜(葉) 大 熊 町

ク ロ ガ ラ

(可 食)

福島第一原発海域

福島第一原発,浪江

′｣＼高予定地,請戸港海域

48;8

49;3,7,11

48;8,49;3,4,7,8,11

50;3

11･-25

LTD-23

ス ス ギ

(可 食)

福島第一原発海域

福島第二原発,浪江/｣＼

高予定地,請戸港海域

48;8

49;3,7

48;8,49;4,8

50;3

11･-15

LTD-27

ホンダワラ 福島第一原発海域
48;8

49;2,7

〝 〝
48;8,

49;711

〝 〝



(22)美浜,高浜発電所周辺における放射能調査

関西電力株式会社

福井原子力事務所

美浜発電所

高浜発電所

居
野

森
真
河

1 緒 昌

福井県若狭地方で運転中の原子力発電所は試運転中の高浜2号機を含め3ケ所5基一

のうち2ケ所4基が当社関係分でありこれの発電所の運転に閲し周辺環境の空間放射

び環境試料に含まれる放射能レベルの推移を確認するための調査は建設に先立って美1

周辺では昭和40年から,高浜発電所周辺では昭和43年から実施している｡

本報では昭和49年慶の美浜,高浜発電所周辺の調査結果を報告する｡なお,大飯

辺についてもバックグランド調査を行なっているが本報からは省く｡

2 調査の概要

(1)調査項目

空間線量モニタリングとして熱ルミネッセンス線量計による横算線量およびサー･

タによる榛量率測定を実施した｡

陸上モニタリングとして発電所周辺の陸水,陸士,植物,農作物を海洋モニタリ

て海水,海底土,魚介類の放射能濃度調査を実施した｡

(2)測定方法

空間線量の測定には,熱ルミネッセンス線量計(松下電器UD-200S)によ･

毎の積算値として測定した｡

線量率の測定には,東芝製5015型シンチレーションサーベイメータを使用しカ

試料の調製,計数測定および計数値の処理は科学技術庁編｢放射能測定法1963

て行なうと共に｢全ベータ放射能測定法(改訂案)放射能測定法基準化委員会昭和

を併用して行なった｡

使用した計数装置は,美浜,高浜とも全ベータについては低バックラウンド2汀ニ

ーカウンター(AlokaLBCシリーズのもの)を,核種分析にはGe(Li)半導体波7

置を使用した｡

(3)調査結果

〃)空間線量

空間積算線量は,図-1,図-2に示す様に美浜発電所周辺では前年と同様なず

賀半島北部では,年間100～130/`Rであり弁天岬以南では年間70〟R前後

また,高浜発電所周辺は安山岩地帯であり美浜地区に此戟してやや低目である｡

線量率についても同様で美浜発電所周辺では,おおむね10～15〟R/血rで∂

対して高浜発電所周辺では5～10/上R/brである｡



←う核種分析

美浜,高浜発電所周辺で採取した試料から天然核種およびフォールアクト核種が

れた以外,54M皿,60co等の誘導放射性核種はいずれも当社の測定では検出限界以

った｡

3 結 語

当者が昭和49年鹿に行なった環境放射能調査の結果は以下のように要約できる｡

(1)空間線量への影響ほ認められない｡

(2)各種試料の全ベータ放射能に有意な変動はなかった｡

(3)各種試料の施設に起因すると考えられる誘導放射性核種はいずれも検出限界以下で

なお,昭和49年庭中の美浜,高浜発電所から環境に放出された気体廃棄物は,それぞ

405Ci,96Ci,液体廃棄物は26mCi(3Hを除く),3mCi(3Hを除く)であり規

大巾に下まわっており,原子力委貞会のAIJAP指針をも十分下まわっている｡

以上の点から本年度の美浜,高浜発電所の運転による環境への寄与は殆んどなく環境安

問題はなかったといえる｡
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表-1 美浜発電所周辺の環境放射能濃度 (昭和49年慶)

試 料 採 取 場 所 採 取 年 月 試料数
射能濃度測定値

昭和49

(水)

飲 料 水

河 川 水

海 水

(土壌)

人工土床

海 底 土

丹 生 漁 業
セ ン タ

ー

措 合 川

放水口,放水

口沖,丹生湾

丹 生 合 宿

放水口,放水

口沖,丹生湾

(植物,魚月藻類)

松 (葉)

チ ヌ

(肉,内臓)

サ ザ エ

(除 穀)

ホンダワラ

(除 根)

丹 生

丹生,放水口

丹 生

放 水 口

49;5,11

49;5,11

49;5,8,11,2

49;5,11

49;5,8,11,2

49;5,11

49;5,11

49;5,11

49;5,8,11

50;2

2

4

2

4

pCi/旬

1.4

1.0･-1.8

0.6～1.2

(0.4-0.9)

pCi/タ乾士

40.2･-54.7

25.4･-49.3

pCi/タ生

1.3･-5.6

(2.5-7.0)

0～3.9

(1.2～4.8)

1.9一-2.0

(2.9-4.3)

0.8～2.0

(3.2～9.8)

26.5

5.6

0

0.3

0.6

～

(注)海水の測定はFe-Ba共沈法とCoS共沈法を併用した｡()内はCoS共沈衰

る値を示す｡

土壌の測定値は直接法による｡

植物,魚月藻類のうち()内は合力リの値を示す｡



表-2 高浜発電所周辺の環境放射能濃度(昭和49年慶)

試 料 採取 場 所 採 取 年 月 試料数
射能濃度測定値の範

昭和49

(水)

飲 料 水

海 水

(土壌)

未 耕 土
(山 士)

海 底 土

青海,小黒飯

放水口,放水
口押

小 黒 飯

放水口,放水

口沖

(植物,魚貝藻類)

松(葉,小枝)

メ バ ル

(肉,内臓)

ノミノクチ

(肉,内臓)

セイゴ(全島
肉,内臓)

サ ザ エ

(除 穀)

ホンダワラ
(除 根)

小 黒 飯

内 浦 湾

内浦湾,放水口

内 浦

49;5,11

49;5,8,11,2

49;5,11

49;5,8,11,2

49;5,11

49;5

49;9

49;11

50;3

3

2

2

3

4

4

pCi/〃

0.7一-1.8

1.0～ 2.6

(0.2～1.4)

pCi万乾土

22.4【-28.5

15.3･-28.1

pCi.〃生
2.3･-4.4

(3.5～5.4)

0･- 0.5

(1.4-2.6)

0

(1.6～2.4)

0

(1.2～3.0)

0.5一-1.4

(1.9-4.1)

0～ 2.5

(6.0-10.0)

0.9～5.

0.3-2.

(0.5-5.

17.7一-4

7.9･-3

0.4一-1

(0.8-1

0.6

0･-

(0.9-

0･-

(1.7～1

(注)海水の測定は,Fe-Baの共沈法とCoS共沈法を併用した｡()内はCoS共沈

よる値を示す｡

土壌の測定値は直接法による｡

植物,魚貝藻類のうち()内は含カリの値を示す｡



Ⅰ 環境に関する調査(海洋,廃棄物)



(23)日本近海海水の全β放射能

気象庁海洋気象部

山本克己,木村

1 緒 口

気象庁海洋気象部および函館,神戸,長崎,舞鶴の各海洋気象台では,海水中の人工

物質の分布とその変動を調査する目的で1956年より継続して全β放射能の測定を突

きている｡以下例年のように1974年7月よリ1975年6月までの結果について朝

2 調査結果の概要

表面海水5βを鉄-バリウム共沈法で処理し,沈澱中の全β放射能をGM計数装置で

た｡日本週辺海域の測定値を第1図に,1974年および1975年(6月までの)の

の平均値を表に示した｡全般的に2pCi/瑠を越えるような測定値はみられず新たな人

性物質による影響ほ認められない｡海域別の平均値では東支那海が昨年に引続いて~1p

に近い値で,他の海域より高い傾向を示している｡また西赤道海域が1bCi/β内外で

域より高い｡径年的には1966年以降横ばい状態で,強いていえば西赤道海域,東支

比戟的高い水準で経過している｡参考のため1956年から1975年6月までの各海

よび水系別の経年変化を第2-a,b図に示した｡

表1海域別全β放射能の平均値

19 7 4 19 7 5

海 域
測 定数

平 均 値

PCi/1
測定値

平 均 値

PCi/1

太 平 洋(黒 潮 域)

(親 潮 域)

(混合水域)

(西赤道海域)

東 支 那 海 20 0.9 8 0.6 7



1250E l 00 135〔

｣qn.197ム ー

Feb.1975

Unit; PCi/l

1ム 0.90.5

0.3 0.5 ･t｡♂

2ざN

瑞 0もぅ･01●ろ■;♂f.｡
‖1･30･80･81二5･.♂′

0.`

ゝ

心す

00 1ム50

0.6 9も "

0.1
0.5

0.4

｡.8 0･5｡.㌔

0.70 0.7/

1250E

0.2 0.5

0.8
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(24)深層流等の調査

気象庁海洋気象部

秋山 勉,長坂昂

1.諸 呂

気象庁海洋気象部では昭和47年から引き続き放射性固体廃棄物の投棄候補海域にお

洋環境調査の一環として深層流等の調査を担当してきている｡

深層における海洋環境は一般に未知のことが多く,とくに深層流については今日まで

際測定が殆んど実施されていないような現状であり,また深層流は廃棄物の水平拡散に

の影響を及ぼすものであろうと考えられる｡従ってこの海域の深層流の実体を把握する

放射性固体廃棄物の海洋投棄の安全評価に対する基礎資料として極めて重要なことであ

昭和49年慶には昭和47年慶に開発した深層流の測定方法にさらに改良を加え,投

海域のうちB点(300N,1470玉】)及びC点(300N,1600E)についてそれぞれ

年10月及び昭和50年3月に深層流の測定を行った｡

2.調査研究の概要

q)観測概要

本年度は気象庁観測船凌風丸(1,600トン船長 白川潔)によってB点及びC点

る深層流の測定を行った｡両点における観測期日及び観測内容は次の表のとおりであ

測 点 B 点 C 点

位 置 29059′N,146弓5′E 29058′N,159059旬

水 深 6.2 0 0仇 5.6 7 5 仇

観測期 日 昭和49年10月10～20日 昭和50年3月18～22日

測流時間数 238時間 7 0時間

測流深度 6.090訊 5.565仇及び5.625m

(2)観測方法

本調査の主な目的は深層流の測定であるが,観測の際にはそれと密接な関係のある

定,各層海洋観測及び表層の測流を併せて実施した｡

打)この測定に使用した流速計はTS-MT式流速計で,海底から110m･(C点では

に50仇)の所に設置した｡その設置には切離装置及び耐圧浮子を組み合せ,また

了後の回収にはチェーン及びアンカーを海底に棄てるような方法を用いた｡<図1二

伺 測 深

候補地点を中心として約10マイル四方の海域内に2～3マイルごとの測線を設

音響測深儀によって連続記録をとった｡



巨)表層流の測定

B点においては,TS-Ⅰ型流速計を用いて,10,50,100,150,200

500mの各深度の流れを6時間ごとに5回線り返して測定した｡

¢)調査結果

B点の最大流速は10･5㌔,また流向は205-250であって･流向,流速と弓
び1日周期の変動が顕著である｡平均流向及び平均流速はそれぞれ2720及び1.8

あって,地衡流の計算から求められた値とおおむね傾向が一致している｡<図2>

C点における最大流速は海底上110仇では12･2?/岳,また海底上50訊では1
であって両者ともほぼ同じ値である｡しかし流向の変化範囲についてみると,前者を･

1100･また後者は60～2450となっていて,後者の方が広くなっている｡流口

達はB点と同じように半日周期と1日周期の変動が卓越しているが,B点と異なるこ

れら周期の他に某日周期の変動がかなり明瞭にみられることである｡

過去の調査によれば,流れの変動にしばしば慣性流周期のものの存在することが才

ているが,本調査の海域におけるその周期はほぼ1日に近いため,今回のような比毒

間の観測資料によって潮汐周期と慣性流周期のものを分離することは困難である｡

3.結 語

本年度の調査によって得られたB点及びC点における深層流の概要は次のとおりでJ

(1)平均流速は6仰シ勺以下であり,また最大流速は10～13仰ンsである｡

但)平均流向は場所及び深度によってかなり異なっている｡

¢)半日周期及び1日周期の変動が卓越している｡

日本周辺海域における深層流の実測は,現在まで本調査で実施したものを含めて僅ズ

か存在しない｡またそれらの観測期間は必らずしも深層流を解明するのに十分とは言も

そのような理由によって,今後とも深層流の親測資料を蓄模してゆくことが大切であー

ためには深層(こおける流れの測定技術をさらに向上させることが急務と考えられる｡
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(TILTは流速計の鈎直軸からの傾向)
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(TILTは流速計の鉛直軸からの傾角)
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(25)茨城県東海相沖海水中における沿芹流出水の分布

気象研究所

杉浦吉雄,桜井召

茨城県東海村地先の海域には,沿岸の原子力関係施設(原子力研究所,原子力発電戸

科再処理施設)からの排水と,久慈川,新川からの河川水が流出する｡これらの流出力

内における分布および特定物質の濃度に対する流出水の寄与を明らかにすることが,オ

当面の狙いである｡そのために,各流出水および海域の表面水の塩分,アルカリ慶,ク

亜硝酸塩,硝酸塩,Sr-90,Cs-137の濃度を測定し,分布のパターンおよび薫

出水の関係をしらべた｡

1974年9月の観測により,流量が30m8/秒以上の久慈川および原発排水につし

ルームの存在が認められたが,0.5㌦/砂以下の新川,原研第2排水についてはブルー

められなかった｡距岸200仇以遠の海域では,久慈川と沖合海水との間で混合が起き

ものと理解された｡

Sr-90,Cs-137は,放射性フォールアクトに由来するものと,原子力関係顔

の排水に由来するものとからなる｡距岸200仇以遠の測点について得られた水平分布

久慈川河口付近および原発地先で流出水のブルームを認める以外には,とくに顕著な男

特徴は認められなかった｡塩分との関係をみると,三宅,猿橋,葛城,金沢,Park･1

がすでに指摘したように,90sn/37csの比は塩分とともに減少する傾向をしめしてレ



(26)北太平洋西部海水中のラジウムとラドンの分布

気象研究所地球化学

杉村行勇,猿橋

北太平洋西部海水中のラジウム含量については,三宅,杉村(1964.)のα-スぺ

折法を用い研発こよって表面水で4-6×10.14ci/L,深層では9-13×10-14ci/L

が覿告されていも今回はラジウムの娘核種ラドンをも同時に測定することを目的として.シシ

ン引数法による北太平洋海水中のラドンおよびラジウムの分布を測定したのてその結果を鞭賢一

試水は,30βプラスチック採水器を用いて採取した｡試料採取後ただちに船上で

分離し,ラドンカウンターに移したのち,シンチレーション計数法によってラドンを

ラドンを分離した試料水を密封して数日間放置し,海水中のラジウムの放射壊変によ

たラドンを再び分離し測定する｡この操作によって,ラドンおよびラジウムの測定がで

ラジウムの鉛直分布

29053-N,147043一別こおけるラジウムの鉛直分布を,水温,塩分,溶存酸素

図1にしめした｡ラジウム含量は,表面の5×10~14ci/βから,6,000訊の16×

Ci/βまで,深さとともに増加する｡

表層水のラドンとラジウム

30000-N,1460561Eにおける表層水のラドンとラジウムの鈴直分布は,0-

での間でRp/Ra放射能此が0.5-0.7をしめし,100訊以深では平衡量の1をし

の分布は,すでに前回指摘したように,50～80訊の間に密度飛躍層が存在し,し

水におけるラドンの滞留時間が短い(数日間)ことに由来する｡

底層直上水のラドンとラジウム

29053-N,147043-E,深さ6205mの地点における,海底から上方78仇

ドンとラジウムの鉛直分布をみると,海底直上ではRn/Ra放射能が15をしめし,

花で2,さらに海底からの距離が増加するにつれて,過剰量のラドンが減少し,78

ぼ1の平衡量を示すことがわかった｡底層直上水における過剰ラドンの鉛直分布から

海底直上水の鉛直方向のうず拡散係数についても報告する｡
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(27)太平洋海水のPu-238,Pu-239,240,Cs-137および

気象研究所地球化学研究部

杉村行勇,猿橋勝子,金沢月

葛城幸雄,重原好次

Sr-90,Cs-137,H-3については,1968年～1973年にかけて行なオ

海において太平洋全域における分布を明らかにした｡

今回は,同じ航海の際に採取した海水についてのPu同体位の分布をあきら如こするこJ

たので,その結果を報告する｡また,その後の北太平洋西部海域におけるCs-137,f

分布についても報告する｡

Pu-238,Pu-239,240

太平洋海水中のプルトニクム含量については,さきに,三宅,杉村(1968)が,ゴ.

西部海域海水について1-14×10~4pci/βの値を報告した｡しかし,太平洋全域‡く

分布についてはまだ明らかではない｡1968年から1973年にかけて行なわれた太雪

にわたる東大海洋研究所白鳳丸および気象庁夜風丸の航海で採取した表面水48試料おJ

水6試料のプルトニクム含量について報告する｡第1囲に示したように,北太平洋表面カ

Pu-239,240含量は,2.2-9.4×10~4pci/旬で,南太平洋表面水では,1.3

×10~ヰpci/ゼであった｡

この南北両太平洋におけるプルトニクム含量のちがいを検討するため,表面海水中のフ

クム含量とSr-90降下量とを此戟した結果,第2図に示すように両者の間にはよい相隣

れることがわかった｡

核実験に由来するプルトニクム同位体(238,239,240)のほかに,米国のノ

打上げ失敗に由来するPu-238の地球大気への放出がある｡1964年春,南半球のイ

上空で,これが大気圏に突入し,消滅した｡このため東京におけるPu降下物中の23邑/セ3

比は,1967年はじめから増大し,それ以前の平均値3.9界から,1970年には最メ

にまで達した｡表面水の238/239,240比は,北太平洋で10-83界,南太平啓

一240界をしめし,同期間の陸上における放射性降下物中のプルトニクム同位体比とほ

している｡

Pu-239,240/Cs-137比をみると,0.09-0.28診で,東京における放泉

物中の比0.6界よりも低い｡また,中,深層水では,表面水のPu-239,240/Cs-

比よりも大きい値をしめし,ストロンチクムやセシウムとくらぺ,プルトニクムが,海啓

く表層から除かれることを示している｡

Cs-13 7

第1表に北太平洋西部海域表面水のCs-137含量をしめす(1975年1月～5月)

らの値は,1973年当時の値とほほ同じである｡これは,最近の放射性物質降下量が1

年以降ほとんど変化していないことを考えると,すでに我々が指摘しているように,表酉



3点で表面から200仇までの鉛直分布を測定した｡その結果を第2表にしめす｡H-

は表層で1.4-3.2TUであった｡

第1図 太平洋表面水のPu-239,240含量

第2図 太平洋表面水のPu-239,240含量と､

Sr-90フォールアウトの緯度分布
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第1表 北太平洋西部海域表面水のCs-137含量

(1975年1月-5月)

Dete
of

Location
Depth137cs T

Sampling m
pCi/1 ℃

2905 8IN

13 7001唱

2500 01N

13 700 0唱

200001N

13700 2tt】

15001IN

13 6058IE

lOOo21N

13 6059Ⅶ

50011N

13 605 9IE

OO5 81S

13 70021E

llO551N

13005 81E

340201N

142019IE

3 3012IN

14 604 5IE

3 200 0IN

15lO3 7IE

3 0050W

15 6034唱

2905 71N

16000 0唱

3 00031N

14 302 7Ⅶ

2 9059IN

1500011E

2 600 0IN

15000 3IE

2 ㌘01†N

152000IE

2 605 9IN

15302 6†E

2 905 51N

15 3025IE

3 300 2tN
l l= 一っ○一っ 11T｢

0 0.31±0.0 5

0 0.23±0.04

0 0.2 2±0.0 4

0 0.19±0.04

0 0.20±0.04

0 0.18±0.04

0 0.15±0.0 3

0 0.21±0.0 4

0 0.28±0.0 5

0 0.29±0.0 5

0 0.3 0±0.0 5

0 0.30±0.0 5

0 0.28±0.0 5

0 0.2 8±0.04

0 0.27±0.04

0 0.2 7±0.05

0 0.21±0.04

0 0.28±0.04

0 0.2 9±0.0 5

0 0.27±0.04

18.9

21.6

25.5

2 7.1

2 7.2

2 7.6

2 8.4

2 7.5

18.0

17.0

16.8

18.1

17.3

2 0.7

20.0

24.8

2 8.0

2 6.7

19.3

19.4



表2 太平洋海水中のトリチウム濃度

採 水 位 置

(採水年月 日)

溶在酸素

(耽々/β)

0001Is

136059IE

(Jan.27,1973)

1.4±0.1

1.4±0.1

1.2±0.1

1.4±0.1

0.4±0.1

2 8.2

28.21

2 6.51

2 4.0 2

2 3.0 8

17.4 0

3 4.7 2 0

34.9 2 6

3 5.20 8

3 5.3 6 0

3 5.3 41

3 5.3 6 3

4.7 2

4.71

4.2 0

3.3 8

3.3 7

3,3 9

2 2.1

2 2.3

2 3.0

2 3.9

2 4.1

2 5.7

10000-N

136059IE

(Jan.21,1973)

0

2 5

7 5

10 0

15 0

20 0

2.9±0.1

2.6±0.1

3.7±0.1

4.6±0.1

2.9±0.1

1.5±0.1

2 7.3

2 7.3 0

2 4.9 0

2 0.2 9

14.0 7

11.9 7

3 4.5 7 6

3 4.5 6 9

3 4.7 0 6

3 4.8 2 0

3 4.5 5 8

3 4.5 2 6

4.6 7

4.6 7

4.5 7

4.0 7

3.3 5

2.6 4

2 2.3

2 2.3

2 3.1

2 4.5

2 5.8

2 6.2

200011N

136059IE

(Jan.18,1973)

3.2±0.1

3.0±0.1

3.6±0.1

4.6±0.1

3.9±0.1

5.0±0.1

4.3±0.1

2 5.8

2 5.2 5

2 5.19

2 2.0 0

19.4 2

17.6 9

16.6 7

3 4.8 3 7

3 4.8 7 0

3 4.8 7 4

3 4.8 7 0

3 4.8 4 6

3 4.8 01.

3 4.7 6 7

4.7 9

4.8 7

4.8 4

4.8 6

4.7 4

4.8 2

4.6 5

2 3.0

2 3.2

2 3.2

2 4.1

2 4.8

2 5.2

2 5.4



(28)放射性廃棄物の深海投棄

気象研究所地球化学研字

猿 橋 勝

海洋には水平および鉛直方向の海水の移流と拡散があり,海洋に投入された溶存物質さこ

ともに一様に分布しようとする傾向をもつ｡例外は海水中の微量生元素で,その濃度は挿

さによってことなる｡生元素の多くは,海水から生物へと相対的に濃縮される｡私たち¢

果によると深海水の滞留時間は200-300年であり,放射性核種の一定量を海底に遠

投棄した場合,その放射性半滅期が102～103年のものは100年くらいで水平,鉛碩

ほとんど一様に分布する｡104年以上のものは年毎に濃度が増大する｡10年くらいのI;

ら表層に向って濃度が低くなるが,深海と表層の比は10~1～10~2の間におさまる｡し

て,海洋全体の濃度が一様になる場合を考えれば,放射線影響を安全側にみつもること‡亡

現在,ICRP勧告の職業人(個人)への最大許容量は5re吼/y,わが国では5007n

としているが,最近はさらにその1/100にすべきであるとし,米国ではそれを目途と

計建設にあたることが指示されている｡この考え方にもとづけば,原子力施設以外から¢

についても,極力小さくすぺきである｡この限度をかりに5仇rem/yとし,さらに外書

被曝に1/2づつをわりあて,内部被曝のうち海産食品への割当を1/10とすれば0.2∈

rem/yとなる｡また,海洋への放射性物質の導入過程は,深海投棄以外にも沿岸放流ぺ

用からのものもあるので,これらの比率を1:1:1と仮定する｡さらに種々な核種に｣

汚染を考慮し,この因子を1/10とすれば,海水中の濃度限界CswはCsw=1/30(C

となる｡Cwは0.257n
rem/yの線量限度に相当するある核種の海水中濃度,Coはフ

ァウト起原あるいは天然核種の濃度である｡毎年一定量を投棄すれば,やがて投入量と頻

等しくなり,海洋は放射平衡状態になる｡その時深海投棄したものの海水中濃度はCsw

しなければならない｡



(29)海水および海底土の放射能調査

海上保安庁 水路部

1 清 音

本調査は,日本近海水および海底土中の放射能を測定し,放射性物質の分布とその召

査することを目的とし;,昭和34年慶以後実施されて来た｡この間米,ソ,中,仏実引く

水爆実験により放出された人工放射性物質の海洋における分布とその変動,および表層

おける滞留時間等を明らかにした｡

2 調査の概要

(1)海 水

図1に示す測点にて,日本海は第1,8,9管区,親潮域は第1,2管区,黒潮嶺

10管区海上保安本部および本庁の年4回行う海流観測時に採取された表面水を本月

に集め,90sr,137cs,144ce,106Ruの4核種について放射化学分析を行った｡≠

を表1に示す｡また各海域毎に年度別平均値を算出したものを図2,3に示す｡こか

および図から明らかなことは･90srは前年よりもやや減少し,平均値で,黒潮域I∃

親潮域は0･13,日本海は0.14PCi/βの値を示している｡また滅少の度合は昭禾】

以降ほほ一律で約7年の半滅期で減少を示している｡137csについては,親軌 黒再

前年とほぼ同様であるが,,日本海は47年以降増加を示しており,,日本海中部のSt

は0･51PCi/Bの値を示した｡144ceについては,,黒潮域で,,前年より減少を示L

が他の海域はここ3年ほほ横ばいの状況であり,,傾向も春から夏にかけて高い値が重

来と同様である｡

(2)海底土

海底土はいずれも湾内および沿岸域で採取されたもので,日本海が3点,東京湾2

釜押1点,計6点である｡分析結果は表2に示す｡60coは東京湾,,若峡湾で標準偏

倍を越える値が検出された｡144ceは日本海が高く,,塩釜および東京湾で低く,日ネ

fallontの高い傾向を反映している｡

3 結 語

外洋水の放射能はJまぼ横ばいか,暫滅の傾向を示している｡堆積物の調査はまだ点歩

く,十分な傾向を把握するに至っていない｡今後更に測点を増加する必要がある｡



第1表 日本近海海水の核種分析結果

Positioll

St.旺). Lat. Long.

KUROSHIO

1

2

3

▲4

5

`U

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

Sampling

Date

33-10.51N138-15.5fE Mar.19th,174

34-15.51N140-09.51E Mar.21th,

30-001N133-00

31-59IN135-48

32-281N138-25

29-451N132-30

31-581N135-49

34-121N140-03

29-43IN131-15

31-001N129-28

31-001N127-28

tE Mar.5th,

tE May18tb,

lE May26th,

tE May24th,

lE
Aug.14th,

tE
Aug.30th,

lE Aug.15th,

lE Nov.19th,

-E NoY.19th,

32-55.61N135-44.OIE Nov.24th,

33-34IN138-22IE Nov.25th,

30-241N131-521E Dec.19th.

OYASHIO

15 41-00IN148-001E Mar.12th,

16 40-301N144-371E Mar.27tb,

17 40-591N143-13IE Mar.28th,

18 40-331N144-58IE Jul.29th,

19 41-311N143-591E Jul.30th,

20 41-011N145-001E N｡Ⅴ.6th,

2141-291N144-00IE NoY.7th,

JAPAN SEA

22 38--011N134-001E Mar.6th,

23 35-38IN135-201E Mar.7tb,

24 37-351N138-001E Mar.9tb,

25 39-00IN136-00IE Mar.10tb,

26 38-081N133-561E May14th,

27 35-391N135--201E May18th,

28 37-35IN138≠00

29 39-001N136-00

30 42-301N137-58

31 38-051N133-56

32 35-401N135-20

33 37-35IN138-00

lE 九by23tb,

lE May24th,

IE Ang.25th,

lE Jul.30th,

IE Aug.3th,

lE Sep.3th,

34 39-001N136-001E

35 37-351N138-001E

36 39-001N136-001E

37 35-40IN135-201E

38 38-051N135-20IE

39 42-301N138-001E

40 41-181N139-181E

Sep.4th,

NoY.7th,

No▼.8th,

NoY.25th,

Nov.26th,

NoY.25th,

NoY.26th.

Sampling

Deptb

m

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

RadioacIVity (PCi/t)

Sr一駅) Ss-137 Ce-144

0.18士0.02 0.19士0.02

0.15士0.02 0.25土0.02

0.12土0.02 0.21土0.02

0.09士0.02 0.16士0.02

0.11士0.02 0.20士0.02

0.12士0.02 0.17士0.02

0.10土0.02 0.21士0.02

0.08士0.02 0.24土0.02

0.10士0.02 0.26±0.02

0.11士0.02 0.17士0.02

0.17土0.02 0.15±0.02

0.07土0.02 0.28土0.03

0.07土0.02 0.20土0.02

0.07土0.01 0.25土0.03

0.07±0.03

0.03土0.02

0.06士0.02

0.12士0.02

0.12土0.02

0.14士0.02

0.07士0.02

0.02士0.02

0.07士0.02

0.02土0.02

0.04士0.02

0.04土0.02

0.11工0.02

0.10士0.03

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.12土0.02 0.14土0.02 0.09士0.02 -0.

0 0.12士0.02 0.18士0.02

0 0.09土0.02 0.15土0.02

0 0.11士0.02 0.20士0.02

0 0.16士0.02 0.19士0.02

0 0.15士0.02 0.34土0.03

0 0.13土0.02 0.15士0.02

0.05士0.02 0.

0.04士0.92 0.

0.19土0.02 0.

0.16士0.02 0.

0.07土0.02 0.

0.04士0.02 0.

0 0.11土0.02 0.17士0.02 0.05土0.02

0 0.17士0.02 0.18士0.02 0.11±0.03

0 0.16±0.02 0.19土0.02 0.06土0.03

0 0.12土0.02 0.24士0.02 0.05士0.02

0 0.15±0.02 0.31±0.02 0.11土0.02

0 0.13士0.02 0.18士0.02 0.02土0.02

0 0.14士0.02 0.23士0.02 0.29土0.03

0 0.15士0.02 0.23土0.02 0.21士0.03

0 0.11士0.02 0.21士0.02 0.26±0.03

0 0.14±0.02 0.32土0.03 0.18士0.03

0 0.12土0.02 0.22士0.02 0.12土0.02

0 0.09±0.02 0.24士0.02 0.12土0.02

0 0.07土0.02 0.22±0.02 0.20士0.03

0 0.17土0.02 0.23士0.03 0.04土0.02

0 0.22土0.02 0.51土0.03 0.03士0.02

0 0.12土0.02 0.32土0.03 0.05土0.02

0 0.14土0.02 0.21土0.02 0.05土0.02

0 0.16土0.03 0.33士0.03 0.12士0.02

0 0.12士0.02 0.27±0.03 0.07土0.02

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〇
.
〇

〇

〇

〇

〇

〇



第2表 日本近海海底土の放射化学分析結果

St･No･ Position SampIi喝 Sampling

Lat. Long. Date Date

7400135-42tN135-57′EJurL 2nd,19･74 477n

74002 38-00IN14ト05′EJun.12th,

74003 43-201N141-14′E Aug.21st,

74004 37-571N139-02′EJul.20th,

74005 35-171N139-43′E Sep.19th,

74006 35-211N139-49′E Sep.19th,

33

Radioactivity (PC

Co-60 Ce-144

5土1 157±15

1土1 31±10

1士1 308土17

3士1 549土23

11士2 208士19

10±2 14土10

015
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第2図 日本近海海水中のS r-90およびCs-137の年度別経年変化
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(30)横須賀港,佐世保港,ホワイトビーチにおける放射能調査

海上保安庁 水路部

1 緒 岩

本調査は,横須賀,佐世保港およびホワイトビーチにおける海水および海底土の放±

期的に調査し,その長期的変動を明らかにするごとを目的で行っている○ 孟た

和39年慶から横須賀,佐世保港について全β王放射能の測定を行って来たが,l

年度からより調査日的に適った核種分析を開始した｡また昭和47年慶からは沖縄返;

ホワイトビーチの調査を開始した｡

2 調査の概要

上記三港において,年4回(6月,9月,12月,3月)定期的に定点(横須賀港

世保港7点,ホワイトビーチ6点)において,海水および海底土を採取し,試料を本ノ

に持ち帰えり,1ヰ4ceぉよび80coについて放射化学分析を行った｡分析法,測定機三

と同様である｡60coの測定結果を表1に,1ヰ4ceの各港平均値の経年変化を図1～

海底堆積物中の144ceについては,昭和48年は各港ともほほ直線的に減少示してい:

年3月の海水の値がやや増加を示し,それにつづいて6月には堆積物の値がやや高く:

リ"海水から堆積物への放射性物質の移行が推察される｡¢Ocoについては,海水でI

れも標準偏差の3倍以下であり,堆積物についても前年と同レベルかあるいは多少のj

している｡

3 結 語

80coについてはほとんど変化がなく,多少滅少の傾向を示した｡1"ceについて一

変化はあるが,ほとんど変動は見られなかった｡今後の方針としては,,従来と同様,,8

調査に重点を置いて行くが,それ以外の核種とのバランスを見るため,化学分離を併J

線スぺクトロメトリーによる分析を強化したい｡



第1表 港湾海水,1海底士のCo-6

昭和4 9 年慶 第 1 回

横須賀港

海水 内港 上層

下層

PCi/L外港 上層

下層

海底土 1 8訊

2 1.3

PCi/セ 314

4 20

5 21

6 24

佐世保港

海水 内港 上層

下層

PCi/L外港 上層

下層

2

3

4

7

0

2

3

1

1

1

昭和49年6月

0.002士0.005

0.001士0.005

-0.007土0.008

-0.004±0.004

0.004士0.003

0.004士0.003

0.006士0.003

0.013士0.004

0.001士0.003

0.010士0.004

昭和49年6月

-0.001士0.003

0.000士0.003

0.000士0.008

-0.007士0.007

10彿 0.006士0.003

15 0.011土0.004

14 0.003士0.003

20 0.021士0.004

12 0.002士0.003

36 0.005±0.003

15 0.012士0.004

ホワイト ビーチ 昭和49年7月

海水 内港 上層

下層

PCi/L外港 上層

下層

海底土 1 19

7 13

ー0.001±0.005

0.001士0.005

0.003±0.006

-0.006士0.005

0.002士0.003

0.001士0.003

第 2 回

昭和49年9月

-0.002士0.005

0.001士0.005

0.009士0.006

0.001士0.005

0.000士0.003

0.002士0.003

0.003土0.004

0.005土0.003

0.006士0.003

0.011士0.004

昭和49年9月

0.005士0.004

0.002士0.004

0.003±0.008

0.005士0.008

0.002±0.003

0.005士0.003

0.006土0.003

0.014士0.004

0.003士0.003

0.005土0.003

0.014土0.004

昭和49年9月

0.002土0.005

0.004土0.005

0.001士0.005

0.007士0.006

-0.002士0.003

0.001士0.003

0の分析結果

第 3 回

昭和49年12月

ー0.003士0.004

-0.005±0.004

0.002士0.007

-0.005士0.004

0.004士0.003

0.005士0.003

0.003士0.003

0.004士0.003

0.007士0.003

0.008士0.003

昭和49年12月

-0.003士0.003

0.002士0.003

0.005±0.008

0.003士0.008

0.005士0.003

0.006士0.003

0.004士0.003

0.014±0.004

0.005士0.003

0.008±0.003

0.009士0.003

昭和49年12月

-0.001±0.006

-0.004±0.006

-0.004士0.006

0.003士0.005

-0.001士0.003

0.003士0.003

第 4

昭和50｣

0.001士

0.008土

-0.007土

0.006±

0.005土

0.002士

0.001士

0.008士

0.006士

0.011土

昭和50占

0.004士

0.003±

0.010士

-0.006±

0.002土

0.004士

一0.001±

0.011士

0.005±

0.009士

0.005±

昭和504

0.002士

0.002±

-0.003士

0.007土

-0.001士

0.003±
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図1横須賀港周辺海域における海産生物の仝ベータ放射能の経年変化
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第3図 ホワイトビーチ 海水､海底土中

のCe-144の経年変化



(31)常磐沖海域における海水および海底土の放射能調査

海上保安庁 水路部

1 緒 言

本調査は,核燃料再生処理施設の稼動に伴う海洋への放射性廃液の放出にかかわる

の評価に資する目的で海水および海底土の放射能調査を行なった｡本報告では海底土

報告する｡

2 調査の概要

2-1 試料の採取

採取は49年9月と12月の2回にわたり行なった｡採取地点を図1,図2に示

には,9月の調査ではスミスーマッキンタイヤ塑採泥器,12月の調査では円筒型

主に用いた｡

2-2 放射能測定

試料は本庁(東京)において乾燥,粉砕した後,一定堆積(90肛β)をプラスチ

にとりガンマ線測定用試料とした｡測定には有効体積36∝のオルテック社製Oe(

導体検出器,N,D,社製4000チャンネル波高分析器からなる測定器を用いた｡i

80,000秒とした｡

2-3 結 果

測定目標核種は144ce,106Ru,137cs,95zrp95Nb,60coとしたが,106

95zr-95Nb,80coは全試料とも,標準偏差以下であった｡144ceについて表示

偏差の3倍をこえるものは59試料中27試料,同様に137csについては21試料

137csの両者ともこえるものは9試料であった｡144ce,137csについて測定結果

海域別に9月と12月の試料をまとめて試料数,最小値,最大値と伴に平均値とし

海域区分は図3に示すように10個の小海域とした｡表中のN,D,はスぺクトルグ

ピークの確認できなかったものである｡他は計数値をそのまま示した｡

3 結 語

今回の調査は施設稼動前のバックグラウンドレベル値の測定を目的としたが,多くの

いて検出限界以下であったので,試料の前処理等を行ない検出限界の低下を考慮した

採取地点,採取方法等にも検討を加え施設稼動時に備えたい｡



表1 海底土の核種分析結果

Ce-144 PCi/kg-dry Cs-137 PCi/Kg-d

最小値 最大値 平均値 最小値 最大 値
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(32)海産生物の全ベータ放射能

東海区水産研究所

本城康至,渡部泰輔,木立 考

奥谷喬司,鈴木秀禰,田中萩ヨ

1.諸 昌

昭和49年慶に本州太平洋側で行なわれた海産生物の全ベータ放射能の資料および前句

に得られた資料に基づいて,その結果の概要を報告する｡採取方法および分析方法は前年

同じである｡

2.調査結果の概要

(1)東京湾,相模粁,房総沖を中心とした太平洋側海域の生物群別にみた全ベータ放射部

平均値はナマコ類(134pCi/旬灰),動物プランクトン(109pCiカ灰),祁

ランクトン(74pCi/盲灰)などが高い値を示した生物群であった｡この他の生物欝

クトン,ベントスともにそのほとんどがバックグラウンドに近い値を示した｡

但)49年庭中における海域別のプランクトンの全ベータ放射能は常磐沖:128pCi/

房総沖:139PCi/お灰,相模灘:80PCi/盲灰,東京湾:41pCi/包灰,遠州帝

国押:104PCiカ灰,薩南海域‥108pCi/与灰の値をそれぞれ示し,東京湾にや

い値がみられるが,各海域間の差はないといえよう｡これを海洋学的な4水塊に区分L

の傾向をみたが,東京湾:41pCi/盲灰,沿岸水域‥84pCiカ灰,黒潮水域:1

pCiヵ灰,黒潮反流域‥82pCi/お灰を示し,黒潮水域にやゝ高い値がみられたが･

間の差は極めて少ない｡プランクトンの全ベータ放射能値の経年変化をみると,各水頚

43年以降低水準を持続し,今年度は37:38年の値の杉｡に低下している｡48年

ランクトンの全ベータ放射能の測定値には3α以下の出現比率が11%にもなるという

がみられたが,今年度のそれは僅か3%を示したにすぎなかった｡49年慶には中国,ブ

ス,インドの各国が10回に及ぶ大気圏内の核実験を行ったが,それらに対応する値は

みられなかった｡

糾 ネクトンの全ベータ放射能で3け以上の測定値を示したものゝ全測定試料数に対すそ

は719らで例年に比べ高い値を示した｡しかし,3α以上を示した資料もその値は低く

体としてはバックグラウンドに近い値を示した｡ネクトンの海域別全ベータ放射能値は扇

が18pCi/勺灰,相模灘が24pCi/タ灰,房総沖が28pCiカ灰をそれぞれ示し,

域間におけるそれらの差はない｡1,000m以深の海域で採集され,測定に供された拐

はソデアナゴ(St,B3,49年7月20日,海深,1,6007n),イラコアナゴ(St,B:

年11月25日,海深1,600訊)の2種である｡これらの平均放射能値は34pCi/

を示し,浅海域におけるネクトンよりやゝ高い傾向がみられた｡ネクトンの全ベータ是

値の経年変化をみると,房総沖,相模灘では40年以降11～43pCi/乍灰の範匪匿

て変化が小さい｡今年度も年間平均値は26pCi/お灰を示し,従来同樋こ低水準で凄



では昨年同様4,000～5,000m層が最も高い値(143pCiヵ灰)を示した｡､

海性ナマコであるイモナマコ(St,B5,49年11月22日,海深,4,520m)(

るものである｡10～200m,200～1,000仇,1,000-2,000仇,2,000～:

3,000～4,000仇の各層は16～39pCi/お灰の範囲にあって深層の方がやゝ

がみられた｡48年慶と同様に4,500mで採集されたナマコが表層におけるプランニ

同じ水準の全ベータ放射能を示したことは注目される｡カンテソナマコ類についてi

のSt,T6(49年7月29日,海深,1,3807n),St,TlO(49年7月27日

425m)で測定が行なわれたが204･1士9･8,170･6土9･3pCi/盲灰をそれぞれ

層のプランクトン,深海性のナマコ･と同じ水準にある｡その他のベントスの全ベーJ

の経年変化をみると40年以後は変化が少なく,バックグラウンドに近い低水準であj

(5)横須賀港周辺海域において49年直に測定された海産生物は魚類(イシガレイ,

イ,アイナメ,アカハゼ,キス,イシモチ,マアナゴ),貝類(ムラサキイガイ,:

ヒトデ,マダコ,海藻類(ワカメ,アマノリ)などである｡生物群別の年平均値を≠

海藻類が最も高くワカメ:154PCi/万灰,アマノリ:156pCi/女灰を示した

マダコ:70pCj/盲灰,カレイ類:54pCi/勺灰,二枚貝類‥36pCiカ灰,t

9pCiヵ灰をそれぞれ示した｡魚類を中心としたネクトンは測定値のすぺてが衝

ベルながら3α以上の有意な値を示したのに対し,ベントスが3け以上の値を示し六

%であり,特にヒトデは3α以上の値は16.7%で,ほとんどがバックグラウンドにヨ

あった｡

49年鹿には49年6月から50年3月までに9回にわたり原潜が横須賀港に入召

国が6月に1回,フランスが6～9月に8回,インドが5月に1回の大気圏内の核与

った｡しかし,上記のように横須賀港周辺海域で測定された海産生物には従来に比一

化のある測定値はみられなかった｡(図1)｡
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(33)放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う海産生物等に関する

調査(昭和47～49年度)

東海区水産研究所

敦賀花人,他1

1.諸 云

低レベル放射性固体廃棄物の海洋処分の見通しを得るため,昭和47年度から3覇

1に示した海域において生物,海洋環境,漁業と漁場の実態等について調査した｡本

に刊行した｢放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う海産生物等に関する調査報告書(日酢

49年慶)103pp･,水産庁(昭50･7)｣の要約である0

2.調査の概要

生物による核種輸送の可能性を推察する材料を得るため生産性と生産生態に着目し･

子･プランクトン,マイクロネクトン及び懸濁物の層別採集とベントスの採集を行っプ

海洋環境については北西太洋海金城の表層から海底にいたるまでの水塊配置や海水(

検討するために水温,塩分,洛在酸素の各層観測を行った｡

漁業に関してぬ太平洋北西部で行われているマグロ,カツオ,サンマ漁業の実態と司

通し･及び各魚種について産卵,生長,回遊等の特性を統計調査資料に基づいて取り‡

これと併せてマグロ,カツオ等がOco,137cs濃度を測定した｡

3.結 語

プランクトン,魚類等の分布状況から,この海域の生産性は日本近海とおよそ同程屋

にあるとみてよいように考えられる｡また生物群の鉛直分布はおおまかにいって表層毛

深層域では極端に少なくなるが,深層域を生活圏とする種の存在がかなり認められた｡

生物種が示した分布層の幅はかなり広く,それぞれの分布層はその上縁と下線とで相ヨ

リ合い,そこでの捕食,被捕食の関係を通じて物質の在来が行われると考えられる｡

この海域の深層における海水の動きは100Km程度以上の空間平均では大部分1聖

教十Km以下では数%という流れが出ることもあり,長年月間に移動する距離はおJ

間に1,000Km(3彗ペ∝)以内とみてよい｡その方向は巨視的にみて,大きさの差はあそ

も･海盆内のあらゆる方向に広がると考えるのが妥当であろう｡鉛直上昇は平均して1

100訊以下とみてよいが,この数倍程度の速い運動の存在もごく少ない確率ではあそ

も否定出来ない｡

核種の深海底からの輸送については,深層の場合にも生物を媒体とする輸送を無視す

は危険を伴うように考えられる｡今のところ,生物による輸送を量的に把握することは

が･3･000仇以浅ではかなり速やかに行われるものと推察される｡したがって漁業生物

核種の蓄積を考える場としても水深3,000m程度までの層を一つの混合層として取り義

妥当であると考える｡

サンマ漁業は専ら東北,北海道の日本近海で行われているが,マグロ漁業は我が国仁
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(34)沿芹海域試料の解析調査

放射線医学総合研究所

上田泰司,長屋 裕,鈴木

中村 清,中村良一

1 緒 呂

前年度に引続き福井県敦賀湾及び茨城県東海沿岸につき放射性物質の分布を調べ海洋

汚染の実態を把握し汚染機構の解明に質することを目的とした｡

2 調査研究の概要

(1)敦賀湾

生物試料については昭和49年6月及び11月の年2回14点からホンダワラを三

集し60co及び13アcsの放射化学分析を行なった｡試料採集地点(A-N)を第1囲

結果を第1表に示した｡机coでは浦底湾内で放出口からの距離との相関が見られ137

はA～Nでほゞ一定であった｡

海底堆積物は昭和49年3月,6月及び9月に試料を採集して13アcsぉよび60

射化学分析を行なった｡採集地点(1-22)を第1図に,分析結果を第2表および

に示した｡13アcsぉよび机coのレベルは前年度と比戟して大差はなかった｡

(2)茨城県東海村沿岸

昭和49年7月および昭和50年2月の年2固,日立港から大洗までの沿岸から海

魚類および軟体類にわilて採集し187csを分析定量した｡汽水性のスズキの筋肉およ

では他のものに比較してやゝ高い他は前年とほゞ同程度であった｡(第4表)海水お

底堆積物は昭和49年7月に海水4点,海底堆積物8点を採取して90sr,137cs未

144ceの放射化学分析を実施した｡分析結果を第5表に示した｡前年度に比べてこ

放射性核種のレベルの変動は認められなかった｡



第1表 浦底湾におけるホンダワラの60co及び13すcs濃度

1974-Jun

Dist.(km)

1974-⊥lov

Co- 60 Cs-137 Co-60 Cs-1

21.5

2 2.0

13.3

8.4

7.7

11.1

pCi/K9 wet weight *:1ess than detectionlimit



第2表 敦賀湾海底堆横物中の137cs濃度(pCi/晦pdry)

Marcb,1974 June,1974 S ept.,1974

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

2 0

13 7 ± 5

7 8 ± 3

19 6 ± 5

4 3 ± 2

1 3 4 ± 4

4 9 0 ±10

16 4 ± 5

1 5 0 ± 5

1 2 ± 1

2 9 ± 1

*

*

5 1± 1

4.6 ± 0.5

5.3 ± 0.5

10 ± 1

9 ± 1

1 2 ± 1

*

*

16 9 ± 5

9 4 ± 3

1 9 2 ± 5

*

17 7 ± 5

17 8 ± 5

15 6± 5

9 0± 3

1 4± 1

14 2± 3

18 4± 3

14 4± 3

15 2± 3

10± 1

14± 1

11± 1

1 2± 1

*

8± 1

*

1 2 6 ± 4

21± 2

2 0 6 ± 5

*

1 4 5 ± 5

2 0 2 ± 5

17 6 ± 5

14 4 ± 4

9 ± 1

13 0 ± 3

11 6 ± 3

7 9 ± 2

116 ± 3

12 ± 1

10 ± 1

11± 1

11± 1

*

*

1 5 ± 1



第3表 敦賀湾海底堆積物中の60co濃度(pCi/Kグーdry)

St a tion Marcb,1974 June,1974 Sept.,1974

5 6 0 ±10

18 6 ± 7

3 3 0 ± 9

7 3 ± 5

181± 7

3 4 0 ±10

3 3 3 ± 9

2 21± 8

4 ±10

10 9 ± 4

*

*

1 0 ± 1

1.5 ± 0.8

4 ± 1

0.2 ± 0.7

0.2 ± 0.7

0.8± 0.8

*

*

*

1,160 ± 2 0

3 7 6 ± 9

6 7 0 ± 2 0

*

5 6 0 ±10

610 ±10

4 3 0±1 0

3 8 0±10

3 ± 1

14 5± 4

13 5 ± 4

6 6 ± 4

6 4± 3

5± 1

2.7± 0.9

3.3± 0.9

3.2± 0.9

*

2.0± 0.9

*

*

810 ±10

116 ± 5

7 2 0 ± 2 0

*

4 4 0 ±10

3 5 5 ± 9

3 8 0 ±10

3 5 6 ± 9

6 ± 1

1 0 8 ± 4

13 5 ± 5

3 8 ± 2

2 3 ± 3

4 ± 1

2.9 ± 0.9

3.0 ± 0.9

1.3 ± 0.4

*

*

5 ± 1

13 ± 2



第4表 茨城県沿岸における海産生物の13アcs濃度

Cs-137
pCi/KグWet Weigh

試 料 (採集地) 1974-Jul 1975-Feb

(那珂湊) 14.5

( 〝 ) 15.1

(大 洗) 5.4

( 〝 ) 12.6

(日立港) 9.6

( 〝 ) 5.9

11.5

10.8

12.2

筋 肉

内 臓

筋 肉

内 臓

6.5

5.9

2 4.9

13.3

ア ワ ビ 筋 肉

内 臓

軟体類 ポワレクポ ラ 筋 肉

内 職

タ コ 全 体

00

9

4

00

8

2

2

3

9

3

第5表 茨城沿岸海水および海底堆積物中の放射性核横濃度(49年7月)

Sedimen t

(pCi/k9-dry)

No.of Sample

Range

Average

8

0.3 ･- 1.7

1.0±0.5

8

2 0 - 3 0

25± 4

8

16 0-5

280±1



第1図 敦賀港に於ける試料採集地点
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(35)沖縄におけるバックグラウンド調査

鮒日本分析センター

油井多丸,木村敏正,坂東昭次

西村耕一

1 緒 呂

沖縄におけるバックグラウンド調査(科学技術庁放射能測定調査委託)として,昭和5

2月,沖縄県那覇港で採取した海底士,海水および海産物について机co,机zn,137c

144ceを対象にして分析測定を行ったので,その結果を報告する｡

2 調査の概要

(1)調査試料

昭和50年2月4日,科学技術庁原子力局担当官,放射線医学総合研究所,沖縄県ク

生研究所および第11管区海上保安本部の職員と協力して,那覇港において海底土15

および表面海水4試料を採取した｡また2月5日那覇港で採取された海産物(ポラ,カ

テルピア)を購入入手した｡

試料の採取地点を図1,2に示す｡

(2)調査結果

採取した試料について,それぞれ前処理操作を行ったのち,Ge(Li)半導体検出器

いて60c｡,66zn,137cs,144ceについてr線分光分析および海底土中の60coi∈

て放射化学分析を行った｡その結果を表1,2,3に示す｡

(3)海底土試料中がOcoの偏在について

第15測点匿おける海底土試料中がOcoの測定値はr線分光分析と放射化学分析α

に大きい差が認められたので,さらに検討を行った｡

第15測点海底土試料(約1.9極)から3個の測定試料100タずつとり,r線分プ

を行った結果を表4に示す｡

第1回目にr線分光分析を行った試料(100タ)のみが60coの高い値を示し,凄

に測定試料3個の60coの値は放射化学分析をした試料と同程度の低い値を示していそ

3 結 語

海底土試料に認められた60coの偏在について,さらに検討を進めている｡
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図 1.海底土の採取地点

窃l+ク▲遠火および海産生物の採取地点
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表1. 海 底土 の核種分析結果
(pCi/晦

α 濠 分 光 分 析

1測点

2 測点

3 測点

4 測点

5 測点

6 測点

7 測点

8 測点

9 測点

10 測点

11測点

12 測点

13 測点

14 測点

15 測点

2.3± 9.8

0.5±11

-3±11

11士15

15±13

27士15

30±14

24±14

23±15

†4±14

⊥1士13

5.9±13

15士15

23士13

130±18

34 ±23

-
2 ±21

-15 ±23

【一59 ±31

-61±30

18 士31

19 ±30

-28 ±30

5.7±33

-21±30

岬13 ±31

-12
±31

一-
4 ±32

-
4 士35

13 ±30

52±12

28±12

63±13

180±18

170士15

170±15

180士16

200士15

180±16

210±15

170士18

190±19

170士20

240±17

120士14

240±58

110±58

390上62

670±78

420士68

580ヒ72

370亡72

610士74

410士75

340七71

420士73

530士75

400±85

320±72

380±69

4

2

l

l

±

±

±

±

±

±

±

±

±

±

±

±

±

±

±

00

6

4

3

0

4

6

7

8

3

2

3

5

0

2

2

6

5

5

7

4

0

2

ワト

1

2

7‥

l

【L

7

表 2. 海水 の核種分析結果
(pCi/

1 測 点

2 測 点

3 測 点

4 測 点

ー0.01±
0.02

-0.02 ± 0.02

0.01± 0.02

0.01± 0.02

-0.03±0.04

-0.01±0.03

-0.01±0.04

0.00±0.05

0.16±0.02

0.15±0.02

0.13±0.02

0.12±0.02.

-0.09±

0.13±

0.08±

0.･17±

表 3. 海産生物の核種分析結果
(pCi/K

144



表4.15 測 点海底士試料 の 再分析結果

(pCi/K

分析方法 放射化学分析 r 線 分 光 分 析

試 料
放射化学分析用

試 料
第1回測定試料 保存試料1. 保存試料2.

測定器

測定時間

60co

65zn

137cs

144ce

肇磁在基窟0

100分

17.0±1.8

80000 秒

130±18

13± 30

120±14

380± 69

85000 秒

18±12

8± 27

140±16

290± 68

54300 秒

17±17

6± 41

130± 22

310± 86

720

29

14

160

390

放射化学分析

(200グ)

r線分光分析

r線分光分析

r線分光分析

r線分光分析

100グ) 放射化学分

100グ) 保存試料

(100ダ)第1回測定

(100グ) 保存試料

(100グ) 保存試料

(100グ) 保存試料



(36)東海村沿岸における海産生物摂取による

内部被ばく線量の推定

茨城県公害技術センター

森田茂樹,平井保三

国立公衆衛生院

岩島清

神奈川県衛生研究所

小山包博

1.緒 呂

核燃料再処理工場廃液の沿岸放出に伴う影響を予測することを目標に,海水,海産生月

放射性核種の分析値から濃縮係数を算出し,その値をもとに,海産生物を通じて体内にf

まれる放射性核種により施設周辺住民が受ける平均的な内部被はく線量を推定し,併せ｢

タリング対象等について問題点を考察した｡

2.方 法

(1)分析測定法

東海村一大洗町沿岸海域で漁獲された魚貝藻類を漁協の協力で水揚げの際採取しナ

を試料とした｡魚等の試料は採取後直ちに筋肉,内臓等に分け,海藻は砂等を落す葎

水洗いを行な､い,乾燥,炭化後電気炉を用い450～500℃で灰化した｡

灰化物は放射化学分析法により核種の分離を行ない,β線測定により核種の定量竜
た｡

セVゥムほAMPで捕集後,Biolex-40 によリルビi7ゥムを除去し塩化白金酉

して測定した｡

ストロンチウムの分離は科学技術庁の分析法によった｡

セリウムは篠酸塩分離,TBP抽出の後,陰イオン交換樹脂によるスキャペンヂを行笑

篠酸塩として測定した｡

ルテニウムはアルカリ熔融,蒸留法により分離後マグネシウム粉末により金属ルテ

ムに還元し測定用試料とした｡

各核種とも測定には2汀ガスフロー低バックグランド計測器を用いた｡ルテニウ

106,セリウムー144の測定には50呵/仰!のAl吸収板を用いそれぞれの娘杉

β線を測定した｡

(2)濃縮係数および肉部被ばく線量の算出法

濃縮係数は海水中および海産生物中の各放射性核種濃度分析値より算出した｡

内部被ばく線量は各決定臓器毎に次式により計算した｡r=晶×A/2200(MI

ここでrほ決定臓器の被ばく線量(rem/年),㍍は職業人に対する最大許容量(

/年),Aは1日当りの当該核種の摂取量(Ci/日)で海水中の核種濃度と海産坐



直の値について,その後の施設改良による放出量の減少を考慮し,記載されている値

を適用した｡

放出口からの距離は,海藻,只については棲息域で最も近いのが久慈,磯崎なので

し,シラスは放出口周辺域が主漁場であり,また成魚,エビは漁場がやゝ沖合に張り

はいるが安全側をとり,それぞれ1肋とした｡

海産生物の住民による摂取量については,大桃らが主となって調査が進められてい

能クリティカル径路調査グループの実態調査の成東2)を参考とした｡
(MPC)wは原則としてICRPの値を用いたが,106Ruの全身被はく線量の計簸

て軋山県らが代謝実験(3)から求めた生物学的半減期,および問題とする臓器へ達す

から算出した値1.8×10~3 〟Ci/∝を用いた｡

3.結果および考察

(1)海産生物の放射性核種濃縮係数

濃縮係数の値はトレーサー法,安定元素分析法,放射性核種分析法とにより,それ

った値が得られることが多い｡これは放射性核種の生物への濃縮が,海水中の核種の

態や生物の棲息条件に左右され易く,各測定法の僅かな条件の差異が濃縮係数に鋭敏

するためで,どの求め方によるのが良いかは一概に決められない｡

本報のフォールアクト起因の放射能の分析値(表1)から算出した濃縮係数(表2

種の溶存状態の点で実際の条件と若干のずれがあると思われる｡求めた値を既報文献

(表3)と戟べると,Srでは大きな差は認められないが,Cs,Ru,Ceではかな

た値を示している｡Srは一般環境における安定元素の存在量も多く,挙動も比較的｣

あるが,Cs,Ru,Ceは自然の存在量が少ないうえ,Ru では化学的存在形態が複

定であること等が濃縮係数値に差異の生ずる原因になっていると考えられる｡

一方,山県,岩島らが放射イ扮析して得た海水(5),海藻(6)中の安定軋の値から濃掛

算出してみると250と,本報の環境中の放射性核種の分析値から算出した値260

ど同じ値が得られた｡

(2)内部被ばく線量

計算に用いたパラメータと被ばく線量値を表4に示す｡

再処理工場廃液の沿岸放出で最も問題になる106Ruによる内部被ばく線量値は全

し0.347,消化管に対し18.7m rem/年で,山県らの試算値の 0.303および1

mrem/年とほぼ同じ値が得られた｡しかし,後者の報告では海藻,貝類からの線量

大きく106Ruによる内部被ばく線量の90飾以上を担っているが,本報の結果では成魚

寄与が106Ruによる内部被ばく線量の2/3とその比重が増大し,海藻,月の影響は

た｡これは試算に用いたパラメータのうち海産生物の濃縮が大巾に異るためで,山県

用した文献値と戟べ,本報で算出したRu濃縮係数が成魚,エビで1桁以上高い値を

逆に海藻,見では文献値の1/4ないし1桁低い値を示したことが原因で,特に沿岸

で摂取量の多い魚の濃縮係数の違いが大きく影響した｡他の核種の場合も,比率の差‡

ものの成魚からの線量寄与率は高い｡



よれば(8),シラスの場合大洗港に水揚げされるシラスのうち東海村沿岸で採取され

1/4で,この場合Food dilution factorとして1/4という値をとることl

ている｡同様のことは成魚の場合にも考慮しなければならないが,日常に食用とさ;

種類も多く,かつ加工製品化されたものは採取地を明確にできない等,適用には困

が多い｡

4.結 語

核燃料再処理工場廃液の沿岸放出に伴う施設周辺住民の被ばく線量を評価するうえ･

テイカルな海産生物としてシラスおよびワカメが考えられている｡しかし本報の試算〈

は内部被はく線量におよぼす成魚からの影響は大きく,たとえパラメータの多少の変

ても無視できない対象であると考えられる｡

一般に内部被ばく線量の試算に用いられているパラメータはまだ不確定な要素を多二

でおり,パラメータのとり方によっては被曝線量試算値が大きく変動する可能性があ･

施設周辺住民間で日常の消費の多い対象種目についてはパラメータの変動の影響も大

充分検討する必要がある｡
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表1海産生物中の放射性核種濃度

海 産 生 物

試料採取

年月 日

安定元素含量
放射性核種濃度(pCi/生晦)

106Ru+106Rh

スズキ(筋肉)

スズキ(〝)

スズキ(〝)

スズキ(〝)

スズキ(〝)

ヒ ラメ(〝)

ヒ ラメ(〝)

ヒラメ(〝)

アイナノ(〝)

ソ イ(〝)

タ イ(〝)

イナダ(〝)

イ ワシ(〝)

0.30±0.11

0.42±0.12

0.31±0.12

0.27±0.11

0.35±0.15

0.34±0.13

0.41±0.11

0.33±0.11

0.51±0.17

0.32±0.10

0.24±0.11

0.46±0.13

0.66±0.16

12.0±0.8

13.0±0.9

16.7±0.7

15.3±0.9

17.8±1.0

15.1±1.0

9.2±0.6

10.4±0.8

11.3±1.0

12.8±0.8

9.8±0.6

7.8±0.7

9.1±0.7

9.2±1.0

9.4±1.6

5.4±0.6

5.2±1.1

3.8±0.9

4.0±1.0

5.0±1.0

4.6±1.1

3.2±0.8

9.6±1.0

9.2±1.0

13.8±1.4

4.3±1.0

1

4

2

4

タ コ(〝)

′J､エビ(全)

11.18

10.18

0.30±0.11

4.74±0.43

7.0±0.6

6.7±0.7

4.8±1.0

8.1±0.7

レラス(全)

シラス(〝)

シラス(〝)

シラス(〝)

レラス(〝)

0.85±0.14

0.94±0.15

0.31±0.12

0.34±0.12

0.70±0.18

7.2±0.7

9.0±0.6

7.8±0.7

5.1±0.6

6.7±0.6

6.4±1.0

4.8±0.8

6.6±1.0

6.4±0.8

9.2±1.2

9

1

0

8

1

1

アワビ(筋肉)

アワビの勝

ノヾアグリ(軟組観

ハマグリ(〝)

0.40±0.10

0.60±0.25

0.44±0.12

0.57±0.16

5.8±0.4

5.6±0.6

4.2±0.5

3.3±0.4

7.0±0.8

253.±5.

アラノ

アラ メ

ヒ ジキ

ヒ ジキ

アオナ

アオサ

′75.1.21

′74.5.8

′75.1.21

/74.5.8

/75.1.21

1.45±0.17

±

1.62±0.17

±

2.03±0.17

±

10.1±0.8

9.0±0.7

9.3±0.5

6.0±0.5

6.6±0.6

7.9±0.4

24.1±1.4

44.2±2.7

13.8±1.1

28.3±2.3

41.1±2.4

32.0±2.4

海 水(平均) ′74.5丁年5.2 0.13



表2 海産生物濃縮係数計算値

生物の種類
濃 縮 係 数

脚sr 13Tcs 100Ru l鶴Ce

成魚(筋肉) 2 3 0 5 0 5 0

シラス(全体) 4 2 0 4 5 10 0

エビ(筋肉) 4 18 12 0 (10)

月(軟組織) 3 12 (220) (30)

海 藻 11 2 2 2 6 0 7 0

()1973年慶の分析値より算出｡

表3 海産生物濃縮係数文献値(4)

生物の種類
濃 縮 係 数

90sr 137cs 106Ru 144ce

成体

魚類

幼生

2 c 2 4 0 c 3 r 10 t

5 t 3 0 t 2 0 t 6 00 t

甲殻類,エビ類 1c 3 0 c 5 t 10 0 r

軟体類,月類 1t 2 0 c 3×103r 4 0 0 t

褐藻

海藻紅葉

緑藻

9 0 c 5 0 c 4 0 0 t 40 0 t

8 t 3 0 c 10 0 0 t 10 0 0 t

7 t 2 4 0 c 12 0 0 r 6 0 0 t

C:安定元素分析

r:放射性核種分析



表4 計算に用いたパラメータと被ばく線量計算値

海 産 物
濃 縮

係 数

摂 取 量

(生∠レ匂1人)

放出口
からの

距離餌

海水中の各種

濃度(Cレtc)

職業人許

容濃度
(/疋レセc)

成 魚(筋)

乙/ フ ス

エ
ビ(筋)

月(軟組織)

海 藻

計

0

0

0

0

5

0

3

1

1

3

2 0

0

0

0

0

0

全 身 成 魚(筋)

i/ ラ ス

エ
ビ(筋)

月(軟組樹

海 藻

計

0

0

0

0

0

3

2

2

1

2

0

0

0

0

5

0

3

1

1

3

2 0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

106Ru 全 身 成 魚(筋)

i/ フ ス

エ ビ(筋)

月(軟組樹

海 藻

計

0

0

0

0

5

0

3

1

1

3

2 2

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

108Ru 消化管 成 魚(筋)

シ ラ ス

エ ビ(筋)

月(軟組織)

海 藻

計

0

0

0

0

5

0

3

1

1

3

2

消化管 成 魚(筋)

シ ラ ス

エ
ビ(筋)

月(軟組紛

0

0

0

0

0

3

1

1

2 l

l

1

5

5

6

1

1

一

一

〇

〇

l

l

X

〃

〃

×

9

3

2

4

7‥

l

9

4

0

0

4

1

0

0



(37)再処理施設周辺における海洋環境放射能調査

動力炉核燃料開発事業団東海事業所

倉林美穂,岸本洋一郎,木下

1.緒 言

動燃事業団は核燃料再処理施設周辺の操業前環境放射能水準調査を過去数ヶ年にわた

施してきた0環境管理のための諸設備については,昭和48年慶に環境放射能分析ラボ

タリング船｢せいかい｣(約32トン)が完成,49年慶にはモニタリングステーショ

ニタリングポストが設置され,操業前モニタリングは一層充実したものとなった｡操業

タリングの目的は,再処理施設操業時モニタリングに役立つ操業前の放射能水準を把握

ととモニタリングの技術を確立させることにある｡これらの目的のために昭和49年産

業時規模のモニタリングを実施した｡ここでは海洋環境の主な調査結果こついて報告す

2.調査の概要

海洋環境放射能の調査は主として東海村沿岸海域で採取した海水,海底士,海産生物

て実施した0海水,海底土はモニタリング船で採取したが,海産生物については,久慈

大洗で水揚げされたものを漁業者から直接購入した｡

測定核種としては,再処理施設から海洋に放出される低レベル放射性排水に含まれる

種である106Ru,90sr,137cs,144ce,95zr-β5Nbを選び一部をP｡を加えた｡

分析法としては,放射化学分析を主体に,NaI(Tl)またはGe(もi)rスぺクト

リーを併用した｡

海水,海底土採取点を図1に,結果を表1-表3に示す｡また49年7月に実施した

の海尉こおける空間線量率の測定結果を図2に示す｡なお表4に,昭和46年夏以来突

きた測定結果を用いて算出した,東海村周辺海岸の有用海産生物の濃縮係数(生物中放

慶と海水中放射能濃度の比)を示す｡

3.結 語

再処理施設は現在クランチストに入っており,ホット操業を間近にひかえている｡こ

の本格操業を前提とした事前調査は,事業団のみならず,茨城県公害技術センター,鰍

学総合研究所等でも行なっており,これらの結果を併せた総合的な評価のもとに今後の

リングを進める必要があると思われる｡



表1 東海村沿岸海水中の放射能

海水中放射性核種濃度,pCi/β;平均(最′｣､-最大)

採取点 106Ru 90sr 137cs

0.11 0.25

(N.D-0.16)(0.19～0.35)

0.12 0.29

9 (N.D～0.15)(0.16～0.41)

0.11 0.29

11 (N.D-0.10)(0.17～0.34)

0.07

12 (0.05～0.12)

0.09

16 (N.D-0.19)

0.06

09 (0.04-0.07)

0.07

010 (0.06～0.07)

0.06

011 (N.D-0.05)

0.28

(0.22～0.38)

0.29

(0.22-0.42)

0.20

(0.14-0.26)

0.27

(0.22～0.32)

0.20

(0.15-0.25)

0.22

(N.D-0.25)

0.21

(N.D～0.25)

0.23

(N.D～0.28)

0.26

0.21

(N.D～0.27)

0.16

(N.D-0.14)

0.17

(N.D-0.19)

N.D

144ce 95zr

0.12

(N.D-0.23)

0.16

(N.D-0.19)

0.11

(N.D-0.07)

0.08

(N.D-0.11)

0.07

(N.D～0.09)

0.05

叩､05～0.05)

0.14

(N.D～0.12)

0.19

(N.D-0.10)

0.1

(0.09･-

0.1

(0.10～

0.0

(0.05～

0.1

0.1

(0.13～

N.

0.0

0.0

平均値算出の際N.Dのとり扱い:3∂･をとった｡

表2 東海村沿岸海底土中の放射能

海底土中放射性核種濃度,pCi/晦:平均(最′J､一最大)

採取点 106Ru 90sr
137cs144c｡95簑,95蒜239

11 49 6.6 22

4 (7～13)(11～94)(3.0～10)

13

9 (12-15)

11

11(10～12)

11

12 (7～14)

18 3.8 21

(7～27)(2.0～5.0)

29 5.3 70

(19～39)(2.3～8.3)

23 4.1 37

(15～38)(3.1～5.9)

312 N.D. 10.

(49～563) (7.5-

76 N.D. 7

(50～118) (6.3-

211

(22～331)

163

(33～316)

N.D. 13.

N.D. 11.
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Ⅲ 人に関する調査,分析法の研究



(38)人骨中の90sr濃度について

放射線医学紆合研究所

田中義一郎,河村酎

野村悦子

1.緒 口

日本における人骨中の90srの測定は,昭和37年以来継続して行ない,その年次∃

合間の差異などに加えて安定Sr濃度も報告してきたが,今回は昭和49,50年慶(

区の結果についてのみ報告し,北海道地区の値は次回報告する｡

2.調査研究の概要

試料は昭和49年1月より,50年12月の期間に死亡した人の骨を対象に,主と｢

および北海道地区より採取し,発煙硝酸処理による放射化学分析とICN Tracerla

oMNI/GUARD低バックグラウンド･ベータ線計測器による90srの測定および原

析法による安定ストロンチウムの分析を行なった｡

3.結 果

分析結果を表1および表2に示す｡現在までのところ,昭和49,50年慶におけこ

の90sr濃度の水準は,その前の年度のそれと比戟して顕著な変化はみられない｡

昭和37年から50年に至る14年間の測定値に基いて,日本人における標準的骨二

定し,次式によって90sr(およびその娘核種で平衡状態にある90Y)に由来する骨(

収線量を下記の式を用いて計算し,積算吸収線量を求めた｡このほか,積算骨髄線量

算骨内膜線量の推定も行なった｡

これらの結果は,核実験に由来する放射性降下物の人体への影響を評価するうえにう

するものと考える｡

D=18.43･旦･E･a M

ここで

T);吸収線量率(mrad)

Q;90sr骨負荷量(pCi)

M;各年令における標準骨重量(g)

E;90srぉよび90Yの放射するベータ粒子の平均エネルギー(MeV)

a;各年令における90srのベータ粒子の骨における自己吸収率

表2 年令群別人骨中の90sr濃度

pci90sr/g
Ca

最小値～最大値
死 亡 年 年令群(才) 測定数

平均値士標準偏差

5～19 16 0.7 5～ 3.31 1.5 6 士0.65



表1 人骨中の90sr濃度 彪1

死 亡 年 月 骨 種 検体数 f*:i90si/gCa mgSr/葦

6才

7 〝

16 〝

16 〝

17 〝

17 〝

17 〝

17 〝

17 〝

17 〝

19 〝

19 〝

19 〝

19 〝

19 〝

19 〝

2 2 〝

2 2 〝

2 2 〝

2 2 〝

2 2 〝

2 2 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 3 〝

2 5 〝

2 5 〝

2 6 〝

鮨
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝

昭和49年4月

〝 6月

〝 3月

〝 〝

〝 4月

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

5

4

月

〃

〃

〃

〃

〃

月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

月

〃

月

5

6

男

女

男

〝

女

〝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〝

〃

〃

〝

〃

男

骨

骨

骨

椎

〝

腿
椎

〃

〝

背

大
背

骨

骨

骨

骨

椎
腿

〝

椎

頭
背
大

背

骨

骨

骨

〝

〝

蓋

〝

樵

〝

腿

〝

〝

頭

背

大

骨

骨

骨

骨

骨

骨

〝

椎
腿

〝

肋

背
大

1.17

0.7 5

1.4 5

1.2 2

2.0 0

1.10

1.97

1.0 2

1.7 8

1.2 9

1.8 6

3.31

1.0 4

1.2 9

2.61

1.0 9

1.8 7

2.4 0

1.9 3

2.01

2.0 6

3.2 4

0.8 9

0.9 6

1.5 5

1.5 4

1.18

1.0 2

1.8 9

1.7 5

1.4 5

1.2 3

0.8 3

1.9 0

0.4 0

0.3 8

0.31

0.4 7

0.4 2

0.3 5

0.4 3

0.2 4

0.3 7

0.2 7

0.2 9

0.41

0.29

0.5 5

0.51

0.61

0.31

0.2 6

0.31

0.3 6

0.30



.偏
2

死 亡 年 月 検体数

昭和50年1月

〝 3月

〝 7月

〝 2月

〝 3月

〝 3月

〝 5月

〝 9月

〝 1月

〝 1月

〝 2月

〝 2月

〝 3月

〝 5月

〝 5月

〝 5月

〝 5月

〝 6月

〝 6月

〝 6月

〝 7月

〝 7月

〝 7月

〝 7月

〝 7月

〝 8月

〝 8月

〝 3月

〝 7月

男
〝
〝
女
〝
男
〝
敗
女
男
女
〝
男
〝
〝
男
〝
〝
女
〝
〝
男
〝
〝
〝
〝
女

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〝

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

PCi90sr/虻a

O.6 2

0.7 7

0.58

0.5 6

0.6 0

0.71

0.6 7

0.59

0.5 9

0.61

0.6 6

0.6 3

0.6 0

0.74

0.4 4

0.58

0.6 7

0.7 2

0.9 5

0.5 8

0.7 5

0.6 9

0.57

0.8 2

0.87

0.4 6

0.7 2

0.66

0.54

mgSI/

2

2

2

2

2

2

2

ワ】

2

2

2

2

3

2

1

2

2

3

2
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(39)人体臓器内のプルトニ?ム

放射線医学綺合研究戸

渡辺博信,岡林昆

秋田大学医学部

滝澤行雄

1.緒 口

核爆発実験によって生成したプルトニウムは,広く大気圏内に分散し,徐々に地上に

ている｡1959年よリ1968年までに東京で観測されたプルトニウムの降上量は弄

ように報告されている｡

今後,原子力の平和利用の進展に伴い,使用ずみ核燃料再処理施設が稼動し始めた場

環境中のプルトニウム量が増加するおそれがある｡

これら環境中のプルトニウムは,呼吸･飲食物を通して人々に摂取され,摂取された

ニウムの1部は体内に蓄積される｡

プルトニウムには多数の同位体があるが,殆んどがα放出核種であり,人体内に沈売

合には,骨髄への沈着率が最も高いといわれている｡また多数の同位体のうちプルトニ

239は,物理的半減期が24,400年,生体内での有効半減期は200年と推定さわ

然も現在までに環境中に放出されたプルトニウム同位体の中では,プルトニウムー23

が最も多い｡

このような理由から,人体に対する危険度を推定する目的で人体臓器内のプルトニウム

測定して来た｡各種臓器のうち,骨中の濃度については,肋骨を主として測定した結男

て既に発表しているので,ここでは,骨以外の臓器中プルトニウム濃度について報告す

(試料および試料測定法)試料は1967年よリ1973年の間に,新潟大学医学部

て成人の剖検試料の1部を10数～数100グラム採取した｡

試料は濃硝酸･過酸化水素水で完全に湿式灰化した後,陰イオン交換樹脂を用いてプ

ウムを共存塩類から分離し,分離したプルトニウムは,硫酸アンモニウムの媒体からス

ススチール坂上に電着して測定用試料とした｡これを半導体検出器を装着したP.且Aで

ぺクトルをとり,測定した｡

プルトニウム同位体の中で,プルトニウムー239と240は,そのα線エネルギー

に近似しているので,スぺクトルにより完全に分離することが出来ない｡そこで本報告

てプルトニウムー239の量として報告している値は,239と240の和である｡

(測定結果ならびに考察)人体臓器中プルトニウムー239の濃度は表2に示す通り

た｡各臓器中プルトニウム濃度には非常にばらつきが大きく,同→一個体についても第3

すように臓器別の濃度差にはかなりの差が認められた｡然し,各臓器中の平均濃度は此

く似た値となった｡

肺･肝にくらべて心臓の平均濃度が高い結果が得られたが,その理由ほ明;ゝでなく,



ベて高いことは注目すべきことである｡

卵巣に高いプルトニウム濃度の蓄積がみとめられた｡犬にP叫02を吸入させた実験で一

に比戟的高い濃度のプルトニウムが認められたと報告されており,この間の関連は更にコ

験などを通して究明してゆきたい｡

Ⅰ.C.R.P.の勧告に記載されている式を用いて人体臓器内に蓄積しているプルトニウム(

て,経口･経気道いずれの経路からの寄与が大きいかを算出してみた｡

すなわち臓器内蓄積量q′2は次の式で表わされる｡

q′2=
P(1-e一人t)

ス

ここでP=(Puの1日摂取量)×1｡)又は′㈲
′(a):呼吸を通して摂取されたプルトニウムが関連臓器に移行する割合｡

′何:飲食物を通して摂取されたプルトニウムが関連臓器に移行する割合0

ス:0.693/有効半減期でプルトニウムの場合の有効半減期は200年｡

t:摂取期間(日)は大型の核爆発実験が開始されてから1973年まで18年とし六

食物中の濃度としては,われわれが1968年に採取した試料について測定した濃度0

×10~12ci/dayを用いた｡

また空気中濃度については,われわれの測定値がないので,1962～1964年の陣

の測定値および文献値を用いた｡

肝臓に対する移行量を食物の方から計算すると･Ⅰ･C･R･P･による旬=4･5×10~6竜
て,肝臓中のプルトニウム蓄積量は3.2×10~15 ciでなけれはならない｡然し肝臓q

ルトニウム濃度が平均0.81×10~15 ci/g.f.wであるから,全肝臓中プルトニウJ

量は,標準人の肝臓重量を用いると0.81×10~15×1.7×103=1.4×10~12ci

リ,食物から経口摂取した時の移行量の計算値の約500倍となる｡

一方現在の肝臓中の平均プルトニウム蓄積量1.4×10~12ciが呼吸により経気道奉

れたものとして1｡)=0･038を用いて空気中濃度を算出すると,1m3当り0･35×10
となる｡この値は阿部等の測定値より1桁低い値となるが,P.J.Magno等の報告によj

Wimchesterにおける測定値0.15(0.047～0.437)×10,15ci/n3とよく一

る｡

また腎臓の平均濃度0.58×10~15ci/g.f.wを用いて同様の計算を行うと,肝属

合と同じように,食物濃度より計算した腎臓蓄積量は,実測値より計算した蓄積量の5(

の1となり,腎臓の蓄積量(0.58×10~15×300=1.7×10~13ci)より空気[

を逆算すると,1m当り0.34×10~15ciとなり肝臓の蓄積量より計算した値と一致

これらの結果から,人体内に蓄積しているプルトニウムは,経気道摂取によるものの実

大きいと思われる｡

2.結 語

(1)人体臓器内のプルトニウム分布は不均一である｡従って臓器の1部を採取して測定t

から全身の禎瞳昔を推定することは困難である｡



する必要がある｡

(4)環境中におけるプルトニウムの循環についてなお測定不充分のノ点があるので,更i

試料についてプルトニウム濃度を測定してゆく予定である｡

第 1 表

東京におけるプルトニウム降下量(〟Ci/房)

1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1969

Pu･239 97 43.3 36.9 109.7 200 185 120.6 73.3 20.7 253 11.7

Pu･238 5.1 1.7 1.6 65 7.3 53 4.9 1.3 3.3 2.5 31)

稽山義夫編:放射線影響の研究(1971)より引用

第 2 表

人体臓器中プルトニウムー2 3 9濃度

臓 器 試料数 Pu-239平均濃度および標準偏差 (10~15ci//g.′.

脳

肺

心 臓

肝 臓

牌 臓

腎 臓

畢 丸

子 宮

卵 巣

0.4 9士0.6 9

1.18士1.7 8

2.2 8士1.8 4

0.81土1.13

1.0 7士1.4 4

0.5 8士0.5 8

0.8 6士0.3 8

0.7 9士0.61

3.3 8士1.8 4

*標準偏差
ズ(測定値一平均濃度)

~■ --■_■←¶■--ヽ.■一-■｣■■一_■試料数-1

第 3 表

同一個体の臓器内プルトニウム濃度(10.15ci/g｡f.w.)

(1973年に採取測定)



(40)環境放射線解析に関する基礎的研究

理化学研究所

浜田達二,岡野真治,出雲光一

熊谷秀和,西田雅美

1 緒 呂

環境放射線に関する問題は,環境Iこおける放射線による被爆評価とともに,これら放男

解析することによって放射線発生の原因lこ関する情報の把握が､研究ならびに実際面に｣

重要である｡特iこ最近の原子力平和利用における環境放射線の情報については,自然放易

1桁ないし2桁匿いレベルの適確夜内容を知る必要にせせられている0すなわちAI｣APの数値表ラ

て,原子力発電施設にあっては年間5mremの寄与を他の自然放射線(年間約50～100m

フォールアウト(年間2-3mrem)と分離して把握することが要求されている｡

理化学研究所においては,~すでに宇宙線を含め自然放射線ならびにフォールアウトに∴

射線の寄与の評価,解析法の研究が行われている｡さらに昭和49年慶より環境放射線夕

資する基礎研究として,主としてスぺクトロスコピイによる環境放射線に関する基礎情∃

る研寄が行われている｡スぺクトロメータは検出体としてNaI(Tl),Oe(Li)が用い!

おり,この組合せは現在得られる環境放射線,とりわけr線に関しては最も有効な測定三

ある｡しかしながら現在これらのスぺクトロメータは環境のいかなる場所,条件におい一

実に測定を行い,環境放射線に関する情報をとらえることは困難で,いくつか解決しな(

ならない問題がある｡これらの問題は大別すると,測定上の問題とデータ解析の問題にづ

れる｡次に現在までに行われている内容を紹介する｡

2 調査研究の概要

(1)全体の構成

本研究の全体の構想は第1図の如くであり,環境放射線主として原因にむすび付くイ

解析と,放射線による被爆線量の算定である｡さらに基礎的な問題は,得られた測定扇

環境放射線にむすび付く情報に変換するデータ処理,さらにこれら情報と環境放射線(

特性をむすびつけるに必要な基礎的内容とにわけられる｡これらの内容は,現在必ず1

分でないにしても一応の解決は得られており,現在におけるいくつかの実測をもとに∴

精度を高めることが必要である｡

(2)測定系の構成

全体の測定系の構成は第2図の如くで,従来の方法にいくつかの改良が加えられてt

すなわち測定形の運搬手段,これにともなう測定系の可搬性の改良が必要であり･さ｣

定結果の速応性を高めるため野外使用のコンピュータの導入が計画されている○この

ユータの導入は現在機種の選定中である○
(3)測定法

】岩培放射線の測定は告1図に元した手版によって行われている｡検出体は直径3吋三



人工放射性物質に関する情報を得る目的で測定に用いられ,NaI(Tl)は環境放射蒲

被爆線量の決定に用いられる｡したがってこれらの2検出体は常に対として使用さ才

走が行われる｡波高分析器はこの目的のためチャンネルを分割して測定が行われてレ

なわち4096チャンネルを,Ge(Li)用として3072,NaI(Tl)として102

している｡第5図はこの方法で得られたスぺクトルである｡NaI(Tl)のスぺクい

は散乱線領域,r線領域,宇宙線領域に分割することを計画している｡

(4)データ解析

データ解析はOe(Li)スぺクトルについてはピークの決定,核種の同定,r線強磨

が主である｡NaI(Tl)スぺクトルからはr線エネルギースぺクトル,各エネルギー

量評価ならびにr線による線量決定のほか,宇宙線量域(数MeV以上)のスぺクトノ

宙線による線量を算出することが行われる｡第6図,第2表に得られた結果の例を元

本研究の一つの目標はこれら一連の測定(データ解析を含む)を運搬可能な測定言

車内)において行うことで,いくつかの実測例から問題点を拾いだし,測定方法,ラ

理,標示の方法ならびにこれらに必要な基礎的な内容iこついての解決のいとぐちと1

である｡

3 結 語

環境放射線解析に関する本基礎研究は,Ge(Li)半導体スぺクトロメータによる毒

線ならびに環境に存在する放射性核種の情報把握,および球塑NaI(Tl)レンチレーミ

ぺクトロメータによる線量評価,さらに両者を組み合わせた環境放射線情報の解析を薫

としている｡

本年度においては,第2表に示したように一応の目的である環境放射線に関する情幸

に線量評価が,当研究所の大型電子計算機のたすけをかりて得られている｡今後は,こ

内容を野外において直接コンピュータ(ミニコン)のたすけによって得ること,ならこ

条件と放射線情報の関係を明確にすることを予定している｡



第 1 図

環境放射線測定手順
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第4図 検出効率の方向簡性
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第 2 表 第5図のスぺクトルより得られる結果

*U,Tbはそれぞれウラン系､トリウム系による環境半無限-†様分布の

場合の線量率寄輿､Kはカリウムによる線量寄興(散乱線を含む)

(HASI｣258の定数による)

Ge(Li)

r線スぺ

クトル

U系による線量率 (609keV) 0.62JLR/h

Th系による線量率 (583keV) 1.63〟R/h

Kによる線量率 (1481-keV)' 2.01J∠R/b

合 計 4.26〟R/血



(41)理研における環境放射能観測

理イヒ学研究所

浜田達二,岡野真治,西田雅ヨ

1.緒 呂

理化学研究所においてIま放射性降下物の推移を知る目的での雨水の放射能測定ならびi･

タロトロン等放射線施設の管理のため環境放射線の測定が行われている｡前者についてI

lケ月分を蒸発濃縮し,r線スぺクトロメータによる機器分析を行っている｡環境放射議

定については,r線量測定には特殊遮蔽によってエネルギー特性を補正したNaI(Tg

チレーションモニターが用いられており,このモニターをバックアップするためNaI(T

ンチレーションスぺクトロメータが必要に対じて併用されている｡環境におけるこのよ二

射能,放射線の連続観測はわが国においては例が少く,これによって得られた結果は放≠

査に参考となる点が少くない｡今回これらの結果について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)雨水の採集と測定法
赦l

雨水は理化学研究所駒込分所において採集されている｡直径24.4仇(面積468(

集水面横をもつ雨水採集器の1ケ月(2-3日の集水日の差がある)分をまとめて蒸う

(磁製)で蒸発濃縮し,約5耽β程度とし,直径48初のプラスチック容器に入れGe(

検出体を用いたスぺクトロメータによって機器分析が行われる｡このスぺクトロメーニ

分割の4000チャンネル波高分析器で,前半の2000チャンネルはNaI(Tg)をノ

アソチ･コンプトンスぺクトロメータとして動作させ,後半は通常のスぺクトロノーニ

て使用した｡

このようなr線スぺクトロメータによる環境試料の放射能測定は前回にも(第15t

能調査研究発表会)報告した 凝 環境放射能測定のマトリックス解析に有効な方法で

環境放射線は理研大和研究所iとおいて観測が行われ1.5〝¢×1.5〝NaI(Tゼ)レン:

タを囲む厚さ3.5仇の真最適蔽体に穴をあけ,エネルギー特性の補正を行ったモニタ･

られる計数を,15分毎に数値印字を行い線量率に換算する｡この装置では165(

1/上R/hとして線量率を算出している｡

(2)測定結果

1ケ月の雨水中に含まれる放射性核種の量は,それぞれ平方肋当りの降下量に換算1

第1図A,Bはその結果である｡

環境放射線の変動については,15分毎の値から1日の平均値(黒丸)ならびに1

高最低値(直線バー)を算出しグラフに示した｡第2図はその結果である0この値ほl

射線,フォールアクトならびに放射線施設からの線量寄輿が含まれている0これらの≡

定の記鍬まそのパターン解析ならびに他のスぺクトロメータによる測定,風向,風速,

染Ir トス窒阻え,バネ離すスr ♪カ;



3.結 語

今回理研における環境放射能測定について紹介したが,連続観測として参考となる点

ない｡珂在これらの結果について細部にわたる解析を行っており,近く総括的にとりま

れる予定である｡



第1図 A 雨水中のフォールアウト核種の月間嘩下量

1973年5月～1975年7月 30日以下の短半減期
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第1図 B 雨水中のフォールアウト核種の月間降下量 RCは中国核

1971年9月～1973年=〕月 30日以下の半減期を除く
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(42)環境試料中の187csの放射化学分析に

おけるルビジウムの影響につい七

(財)日本分析センター

吉清水克己,橋本丈夫,油井多メ

坂東昭次,西村耕一

1.緒 昌

一般に環境試料中の137csの放射化学分析は,試料をアルカリ処理,酸処理など行7

液化したのち,リンモリブデン酸アンモニウムによる共沈分離を行い,ついで塩化白金西

ゥムとして沈澱させ,その放射能強度を低バックグラウンドガスフローβ線計測器(LBl
β線計測を行い定量する｡たまたまミルク中の137csの定量値について試料により過プ

認めたが,その過大値の原因は試料中のルビジウムであることを確認した0またルビジー

分離について最適條件を求めた｡さらに他の環境試料の数種につきセシウムおよびルビi

の定量を行った｡

2.検討の概要

(1)ミルク中の137csの過大値の確認

ミルク中の137csの分析にあたり,前述の方法で分離沈澱した塩化白金酸セシウムを

によるβ椋計測とOe(Li)半導体検出器によるr線計測を行ない比較したところ,示

測定結果に試料により非常に大きい差がありβ線計測結果がr線計測結果に比して2イ

の過大値を示すものが認められた｡表1にその結果を示す0

(2)塩化白金酸セシウム中の混入物の確認

131csに加わる可能性のある放射性核種としては分離操作から考えて40K,86Rb,

などが推察されるので以下の実験を行った｡

(イ)塩化白金酸セシウムの再沈澱精製

再沈澱操作による精製効果を検討した結果を表1に示したが,再沈澱操作前後のi

測定結果は差がなく,再沈澱操作による混入物除去の効果はない0

個 40Kについて

塩化セシウム(Csとして20呵)に塩化カリウムの一定量を添加しリンモリブ:

アンモニウムでセシウムを共沈させ,さらに塩化白金酸セシウムとして沈澱分離し;

沈澱を溶解し,炎光光度法によるカリウムの混入量の定量を行ったがセシウム沈掛

混入量は0.2～0.4野程度である｡実際試料で得た塩化白金酸セシウム沈澱中にも■

ムの混入量は微量で40Kの影響は無視できる｡

レう 86Rbについて

最近の環境試料は核爆発実験直後にみられる86Rbの影響はないと考えられる0

2ケ月間隔でβ線計測した結果を表1に示したが両者の測定値はよく一致しており,
/ゝk∴k蒙甘Rl O+∠:lコ＼心 シアー左石叫璃£廿日/ハ絃廿日/nl或ま舌/Tlタ邑久は要波､払わ.ナ｢しヽ(



40Na型樹脂で両者を分離した｡分離した溶液からそれぞれ塩化白金酸セシゥー

塩化白金酸ルビジウムを沈戯させ,この両者の沈澱について計測を行った0

塩化白金酸セシウムほLBCおよびGe(Li)半導体検出器によりP線計測およZ

測を行った｡その結果は表1に示したようによく一致していると認められる0

一方塩化白金酸ルビジウムの沈澱は⊥BCによるβ線計測とβ線スぺクトロノーづ
ベータ)による87Rbの確認および定量を行ったが,両者の測定結果はほとんど-

いる｡その結果を表1に示す｡

(ボ 上述の諸検討結果から⊥BCを用いたβ線計測による過大値の要因は87Rbによj

あると確認した｡

(3)陽イオン交換樹脂によるセシウムとルビジウムの分離候件の検討

前述したBiorex40Na型イオン交換樹脂による両者の分離について検討を行V

僚件が最適であることを確認した｡

樹脂

粒慶

カラム径

カラム容量

吸着流速,流量

ルビジウム溶離酸濃度

流速,流量

セシウム溶離酸濃度

流速,流量

Biorex40Na塑

100～20 0メッシュ

15花符

15耽g

l孤g/ぬ,100耽β

0.18N塩酸

0.5孤β/吻1000孤β

2N塩酸

5孤g//励,300孤β

(4)ミルクなど環境試料中のセシウム,ルビジウムの含有量

環境試料中のルビジウムの含有量については若干の報告がある｡またアメリカの尋

市販ミルク中には平均0.57～3.39ppm(新鮮物中)含まれていると報告されてV

ミルクその他数種の試料について炎光光度法によってセシウムとルビジウムを走去

果を表2に示す｡

ミルク中のルビジウムの量は2～5ppmである｡他の試料についてもルビジクムβ

認められる｡

3.結 語

ミルク中の137csの放射化学分析において,87Rbの共存が137csβ線計測値をiJ

ることを確認した｡特に137cs/87Rbの値が小さいときには顕著な結果を示す0また薫

動植物,土壌などの試料にはルビジウムが含まれており,137csβ線計測値を過大にす

性がある｡したがって,これらの環境試料の放射化学分析ではルビジウムの分離操作竜

れることが必要である｡ルビジウムの分離については陽イオン交換樹脂法を検討し最貞

一例を得た｡

なお,Ⅷ0より提供されたミルクについて90srぉよび137csなどの分析を行い≠

を比較した｡その結果を表3に示す｡



表1.ミルク中の13もs,87Rbの測定結果

(pCi

科技庁放射性セシウム分析

法案による分離計測
Biorex40Nl型を用いて Cs とRbを分離奄

LBC測定 Ge(Li)
測 定値

L B C

測定値
C s 溶離部

Ge(Li)

測定値

Rb 溶離部

L B C

測定値

ピコベー

ター測定
値

59 ±1

34 ±1

45±1

21±1

170 ±2

55 ±1

22 ±1

11±1

8 ±1

8 ±1

34 ±1

9.4十1

57 ±2

28 ±1

40 ±1

8 ±1

146 ±7

44 ±1

9 ±1

1.9±0.4

3β±0.4

2.6±0.4

16 ±1

5 +1

20±1

159±2

52±1

20+1

55 ±1

31±1

46 ±1

10 ±1

144 ±2

41±2

11±1

4.6±0.4

4.4±0.4

3.4士0.4

17 ±1

5 十0.7

60 ±3

26 ±2

48 ±2

10 ±1

144 ±7

6.4±0.4

10 ±1

5.5±0.7

2.6±0.7

3.4±0.7

13 +1

8.3±0.5

11.5±0.6

12.4±0.6

6.3±0.4

5.0±0.4

±

10.4±0.5

±

±

±

26 ±1

1十1

13 ±0.2

5.4±0.2

11±0.2

23 +0.4

誤差は計数誤差のみ考慮してい



表2.ミルクその他の試料中のセシウムとルビジウムの含有率

セシウム含有率 ル ビ ジ ウ ム

灰分中(ppm) 生中(ppm

原 乳

原 ご二L

原 乳

原 乳

原 乳

原 乳

原 乳

原 乳

市 乳

ドライミルク

日 常 食

日 常 食

大 根

カ レ イ

ヒ ジ キ

ワ カ メ

茶

M- 4

M- 5

M- 6

M- 7

M-13

M-14

M-15

M-16

M-17

P-18

D-19

D-20

V⊥-21

F-22

F-23

F-24

F-25

表3.WHOよカ提供されたミルク試料の分析結果

試 料 分析機関

C-555

C-556

日本分析センター

I R C*

日本分析センター

I R C*

17 ±1

5.4±0.8

4.2±0.5

(1)34･5±2.4

(2)17.0±1･9

17 ±1

(1) 9.4±1.6

(2) 5 ±1.4

4.3±0.6

1.34±0.03

1.29

1.19±0.03

1.66±

1.58

1.58±



(43)原子力施設周辺の放射線測定の基準化に関する対策研究

(財)原子力安全研究協会

環境放射線測定専門委貞

Ⅰ 緒 言

ICRPは,原子力施設からの放射線だけではなくあらゆる線源からの放射線に対する

基本的な考え方として個人及び集団に対する線量は,｢実用可能な限り低くすべきであ

という基本原則lこのつとり,1962年に線量限度の運用に閲しtt aslow as prac

able"という精神的原則を勧告した｡

これを受けて,1975年5月米国原子力委員会はq aslow
as practicable''

えた軽水型発電炉に対する設計目標値として,環境における一般公衆の年間被曝線量を

放出放射能について,全身5mrem,甲状線15mrem,液体状放出放射能について

mrem,とした｡わが国においても原子力委貞会は,同年5月13日発電用軽水型原子

の線量目標値として,気体状･液体状放出放射能による敷地周辺地区の公衆中の個人初

を全身5mrem,甲状線15mremとすることを決定した｡この様な新目標値に対応し

力施設境界の気体状放出放射能lこよる放射線量5mrem/yrを測定するためのモニタリ

の具体的指針を提示する必要がある｡

このためlこは,原子力施設周辺の放射線測定を行い,(1)自然放射線及び施設に起因す

放射線の変動,並びにその種類,エネルギ等の特性を知ること,(2)各種測定機器により

る結果と環境放射線の特性との関係を明らかにすること,(3)現用の測定法並びに各種の

器の性能上の限界,使用条件を明確にすることが必要であり,更に(4)実際の測定に有用

ドマニュアルを作成することが望まれる｡

このため,㈱)原子力安全研究協会では,昭和48年慶放射能調査委託研究として誘

を行い,現用の各種モニタ(15β以上の電離箱,1′′¢×1′/以上のNaI(Tl)レンチ

ョンモニタ〔原研,理研,科技庁方式〕)は,現在一応のレベル変動(り上R/hr)を

には有効であることを明らかにした｡

‡ 調査研究の概要

1.実施場所

日本原子力研究所,放射線医学総合研究所,理化学研究所,電子技術総合研究所,

学原子炉実験所,立教大学,原子力安全研究協会｡

2.目 的

今年度(昭和49年慶)は,次のイ及びロの計画を基に実施した｡

イ.各種測定機器の性能試験

(1)現地連続測定

/上l＼

前年度に引続き原子力施設並びに放射線発生機器等を有する施設周辺の環境

盲軌を.各う種電離≡箔.原研.理研.斜持庁一方式二の各シンチレーションモニタ.



(2)標準線源の開発

モニタ校正チェック用の有効な複合線源を前年度の結果をふまえて開発する｡

(3)標準感源によるチェック

現用モニタの低エネルギ側の各種性能を標準線源による較正によって明らかに

くため,(a)感度,㈲安定性,(c)エネルギ依存性,伍)指示内容の適格さ,等の面に

杉討する｡又,(1)～(3)の試験結果より環境放射線の特性,各種モニタの性能及び一

件を明らかにしていく｡

ロ.モニタの選定,並びにガイドマニュアル(案)の検討

上記の調査研究計画を基に,有用なモニタの選定及びそれらの使用条件についで

る｡又,ガイドマニュアル(案)作成のため海外資料を収集する｡

3.方 法

(1)現地連続測定

イ.各種測定器の性能試験

対象施設は,原子炉多重設置地区として双葉町(福島)地区を,大学研究炉地

て熊取町(大阪)地区を,又,対照として加速器を保有しバックグラウンドの低

地方(こ所在する施設として,和光市(埼玉)地区を選定した｡

連続測定`こよる放射線レベル変動の解析には,気象因子,施設因子等を含めて

ければならないため,電離箱(20β)モニタ記録計に,その場所における風向

温度,湿度データを同時に測定記録し,線量率の変動と気象因子の関連性の解析

にした｡

(i)熊取町(大阪)地区における測定

昭和49年10月14日～10月15日の間,水泳塾研究用原子炉周辺での･

射線の変動データの採取ととも(こ,値付けされた標準線源を用いた共同校正を

測定地点は,原子炉棟前の広場を用いた｡

測定場所の気象状態は,風向は西南,南から南東,風速は2.4m/s以下,

13.5℃～21.2℃であった｡

観測の間(こ原子炉の運転(熱出力5MW)があったが,風向が逆で測定場所

lこなったため,各機関の測定値には放出ガス(41Ar)の影響は見られず,50れ

(Li)検出器スぺクトロメータによるr線波高分布の測定においても見られなこ

(ii)和光市(埼玉)地区における測定

昭和49年10月18日～10月19日の間,関東ローム地帯の低バックグ

ド地域で加速器(サイクロトロン)稼動施設があることに着目し,他の原子力

おける測定調査の対照として調査を行った｡本測定では,低バックグラウンドー

境放射線の変動データの採集と,共同校正時の感度試験を行った｡

測定地点は,芝生庭を用いた｡

測定場所の気象状態は,風向は北よりの風が最も多く,風速は0-5.6m/

囲であり,気温は16.3℃～20.7℃であった｡



測定場所の気象状態は,風向は北西風が最も多く北々西,西北西風がこれに1

多く測定地点が風下になる場合は,全期間を通じ30%に満たなかった｡気温Iて

℃-18.0℃,風速は0-4.9叫//sの範囲であった｡

施設からの影響と推定できる線量レベルの増加は,各機関モニタとも施設排毒

対し観測地点が風下となるNE,NNEの際,一致した時刻で観測できた｡

(2)標準線源の開発

環境r線モニタ校正の場合,基準とすべき線量率は照射線量標準で線量率が校正三

r線源にて与えられる｡校正用lこは,通常60co又は137cs,226Ra,r線源が使わオ

環境r線源の場合には,散乱等のため低エネルギ成分がかなり含まれ連続スぺクトノl

っている｡又,測定器は一般的に感度`こエネルギ依存性をもつことから,実際使用¢

に正確な線量測定ができるようにこれらの影響を含んで校正できる基準r線源が望∃

このため60co,137cs,226Ra,r線源の他に,低エネルギr線源(59KeV)を去

る紬Amを用意し,これらの内2-3個を任意に組合せ,低エネルギと高エネルギ¢

r線を放射する複合線源も可能にした｡

(3)標準線源によるチェック

熊取町(大阪)地区においては標準r線源各々`こより,比戟的高い線量率によるセ

感度試験を,和光市(埼玉)地区においては低い線量率による校正と感度試験を,男

(福島)地区においては校正の確実性と測定器校正値の再現性の確認を主とした｡

(a)感度チェック,各モニタがどの程度の低線量率迄バックグラウンド線量率からタ

て検出測定できるかを標準r線源を使い数〟R/hr以下の線量率を各モニタに照身

った｡

わ)安定性,各地区での校正の際に137cs(100/上い)を使い線源と検出器間の距寓

置ごとに常に一定になるように配置して行った｡

(c)エネルギ依存性,標準r線源60co(1.25MeV)226Ra(1.OMeV等価)137cs(0.66

紬Am(59KeV)を用いて検討を行った｡

刷 指示内容の適格さ,感度試験として60co,137csによる標準線量率を2pR/hr

O.1〟R/br迄の低レベルに定めバックグラウンド放射線と共lこ各種モニタで測気

ロ.モニタの選定,並びにガイドマニュアル(案)の検討

(1)モニタの選定

現用の各種モニタについて,感度,安定性,エネルギ依存性,指示内容の適格さ1

た結果,エネルギ依存性について一部モニタに今後の問題が残るがその他の項目に巨

はある程度満足されるものと考えられる｡

(2)ガイドマニュアル(案)の検討

今年度は62点の海外資料を収集した｡それを鳥撤すると,低レベル放射線測定I･

ては各国とも実用に入る一歩手前の研究段階にあると見られる｡又,各国とも放射議

研究は監視体制システム化に向って進んでいるようである｡

Ⅲ 結 語



連続モニタの使用にあたって軋長時間の記鈍 データ処理,校正に閲し今後の検討を

ものと考えられる｡



(44)液体シンチレーションカウンターによる原子力施設排水の測定

茨城県公害センター

平井保夫,′J､池亮子

液体シンチレーションカウンター(LSC)は古くから生化学の分野でH-3,C-14至

ベーター放射体を生体に投与することにより利用されていた｡今日,茨城県では原子力発雇

再処理工場の設置に伴いB-3が多量放出されようとしている｡H-3は18KeVと弱いノ

ー線を出すが,半減期が12年と長く,長期間大気中や海中に放出され続け魚貝類に濃縮壱

と心配されている｡又C-14は東海村の第一化学で標識化合物として製造されている｡こ

うlこH-3やC-14の弱いベーター線の環境モニターの必要性が生じて来ている｡

しかし環境試料や施設排水では放射能レベルが低いため,測定する前に濃縮を必要としタ

カ,精度に問題があった｡その後LSCは改良されて,低バックグラウンド(BG)用のも¢

品化されるようになり,測定バイアル容量も20mβから100mβに大きくなり,検出席

従来より凡そ1桁上がって直接測定できるようになった｡当センターでも昨年購入して1左

施設排水の測定を行った｡その結果をまとめてみた｡

1.低BGLSC(ALOKALB-1)の機能について

β線のエネルギースぺクトルは第1図に示すごとく,連続的で固有の最大エネルギー宅

ている｡例えばH-3は18KeV,

C-14は155KeVが最大エネル

ギーである｡これら弱いβ放射

体を測定する場合に問題になるの

は,試料の自己吸収による測定効率

の低下である｡液体シンチレーショ

ン測定法では,測定すべき試料を直

接レンチレ一夕ー溶液中に溶し込み,

レンチレ一夕ーの分子に達するまで

の放射線の吸収を防いでいる｡

β粒子が物質中を高速度で運動す

るとと,この運動エネルギーによリ 第 1 図 エネルギー(KeV

物質中の電子は励起状態に遷移する｡

液体レンチレ一夕ー内ではβ線の粒子により,有機溶媒分子が励起状態になり,近接しプ

溶媒分子を遂次励起しながら,レンチレ一夕一にエネルギーを伝達し,そのエネルギー(

がレンチレ一夕ーの発光現象に寄与する｡発生した光は光電子増倍管の光電面1こ入射し一

子を放出する｡この光電子を電気的パルスとして取り出す｡

使用したALOKA製LSCLBIは,BGを低くして,大容量の試料を測定できるよう孟

てある∩特に光電子増倍管の雑音パルスと同程度のH-3のパルスを分離測定するためl



タイノ~L +

一∵＼ ＼

光電子増倍管

第 2 図 LSCの測定機構

レンチレーターはクエンチングにより発光効率が低下する｡クエンチング(現象)を

る方法として外部標準線源が一般(こ採用されている｡この装置では,Cs-137を標準

して,外部標準線源比(ESR)を自動的に測定するようにできている｡この補正曲線は

チャー(クエンチングを起す物質)によって変わる事はない｡

使用したバイアルは,ポリエチレシ製で,容量100∝用のものであり,レンチレー

クオキサンベースのもので試料水15∝,レンチレーター85∝使用すること`こしてい

2.BGの変動要因,計数の異常

液体シンチレーションによる環境試料の測定で問題になるものは,BOの変動と計数

である｡BGの変動と計数の異常の要因として考えられるのは,

0試料を入れるバイアルが静電気を帯ている｡

○試料中に要有酸素が多く存在する｡

0シソチレークー溶液が過酸化物を生じる｡

0外部光線によるレンチレークーの残留発光｡

以上のような場合である｡

(1)静電気による影響

第3図は,LSC購入直後にBGサンプルと原研第二排水のH-3チャンネルの計

続的(こ一晩測定したものである｡BGは冷暗所に保存されてあり,3CPM位に一定･

を保っている｡排水試料も折紙を通した排水15∝とジオキサンシ∵ンチレークー851

合したものである｡試料の場合,最初に高い計数を行い,すぐ低くなり又,上って一

ベルの計数を行う傾向がある｡これは試料の滅整後の測定値の高いのは,試料バイア

電気の影響が残っていると考えられるが,静電気の影響は測定開始後間もなく無視で

ら試料調整直後の測定は適当でない｡
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第4囲もやはリBGのサンプルのH-3チャンネルの連続測定である｡このサンプルは,

5ケ月位以前に作成したもので,暗所においてあった｡3CPM前後の一定の計数をした｡
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第5図は,前出の古いBGサンプルと新たに作成したサンプルと,原研第二排水並乙

一一化学排水のH-3の計数を一昼夜連続的に測定したものである｡左側の縦軸はBO¢

で,右側の縦軸は排水の計数率である｡古いBOは,3CPM前後であるが,新たに欄

たBuは,変動も大きく9CPMと上昇している｡従って同じレンチレーター溶液を個

た排水試料の方の計数も正確なものと云えない｡古いBOサンプル以外のサンプルは青

整後寸ぐlこ測定したため静電気の影響で最初の1～2時間は高い計数を行う｡このよぅ

しいレンチレータ一再液のBGが上昇する原因としては,溶存酸素の生成が考えられ｢

(2)溶存酸素の影響

レンチレーター内lこ溶存酸素量が多いと測定値鱒不安定になる｡溶存酸素の除去法J

は超音波振動法lこよる方法と窒素ガスlこよる追い出し方法があるが,超音波振動法をこ

みた第6図は,同じくBGサンプルのH-3の連続測定であるが,片方は起音波振動l

間かけたものであり,一方は前述の古いBGサンプルである｡超音波処理したサンプ叫

としては,必ずしも適当とはいえない｡使用したレンチレ一夕ー溶液に問題があるのフ

出の良好な古いサンプルも6CPM位に上昇しているように機器に変調をきたしてい･

判別しにくい｡この古いBOサンプルは,その後の実験ではだいたい3CPM前後の値を【

正常である｡従って温度コントロールが作動しなかったか,温度調整がうまくいかず,

バイアルに露でもついていたのかもしれない｡
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超音波振動処理
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(3)改善の方法

以上,BGや計数の上昇をきたす要因が色々あり,低レベルの放射能を測定するにIl

すべき問題がまだ多くある｡特にB-3の場合は,計数の変動はかなりあるが･C-1

場合には,変動が余りないという事実もあり,機器自体のBGが上昇しているのか･ふ

レ一夕ー溶液が不良なものを使用しているのか,シ∵ンチレ一夕ー溶液の発光効率の低1

数の顔少(こ結びつくのか,低レベルの測定ではどうにも判断しかねる｡当面できるだり

できる測定を行うには,BGサンプルと試料に同じレンチレーター溶液を使用し′計教

昇は無視して,冷暗所に一定時間置いた後,測定を始めるようにしたい0溶存酸素の≠

よリH-3の計数が不安定になる問題は,加温あるいは窒素バブリングを行って防止づ

作を若干行ってみたが顕著な効果は表れていない｡

次に実際の測定でより重要な事は,測定効率を高める事であるが,液レンの場合,壬

=EffXマスパ詔を大きくすることである｡即ち,計数効率と試料量を大きくして,f

低くすることである｡この中で,試料量Ⅴを大きくすることが,現在では一番可能で威

そのためlこは,乳化レンチレ一夕ーと低カリガラスバイアルの使用が必要であり,今奄

て行きたい｡

3.B-3,C-14の測定結果

過年1年間に亘って,原研東海第二排水及び第一化学排水について毎月1～2回H-

c_14の測定を行ってきた｡第一表はその測定結果と全β放射能の測定についてまとき

のである｡

第1表 排水中のH- 3,C
-14濃度

原研東海第二排水 〝Ci/∝ 第一化学排水 〃Ci/∝

H
-

3 C-14 H
-

3 C-14

83.9×10-9

6.5×10-9

2.8×10-9

14.3×10-9

6.2×10-4

36.1×10-9

30.0×10-9

2.7×10-3

6.4×10-5

3.8×10-6

6.4×10-7

4.7×10-7

8.0×10-7

7.7×10-7

2.2×10-6

1.9×10-6

6.8×10-7

1.7×10-6

2.4×10-5

8.5×10-7

6.0×10-7

1.7×10-7

0.8×10-7

0.2×10-7

4.0×10-9

8.2×10-9

63.7×10-8

7.9×10-9

6.3×10-9

13.1×10-9

5.6×10-9

7.5×10-9

9.6×10-9

6.0×10-9

2.3×10-6

1.2×10-5

1.4×10-5

4.9×10-6

6.0×10-6

1.8×10-5

1.3×10-6

4.6×10-6

1.2×10-6

1.4×10-6

1.1×10-6

1.5×10-6

3.4×10-6

2.3×10-7

2.2×10-7

3.1×10-7

1.2×10-7

3.1×10-7

2.7×10-●6

1.8×10-7

1.3×10-5

8.5×10-7

2.9×10-7

2.5×10-7

1.1×10-7

1.1×10-6

13.4×10~

17.4×10

3.2×10

62.0×10



平均的にみると,原研第二の排水中のH-3は10-7-10-6〝Ci/∝,C-14は1

-10-7〝Ci/∝のオーダーの値を定常的iこ示している｡第一化学排水中のH-3は

FLCi/∝,C-14は10.7～10.6pci/∝のオーダーの値を示している｡原研第二

では,C-14はほとんど放出されておらず,H-3もC-14も第一化学排水の方がく

い濃度のものが放出されていると云えよう｡

特徴的な事は,7月の原研第二排水のH-3,C-14,全β放射能とも通常よりか;

い濃度のものが測定された｡全β放射能値も6.37×10~7〝Ci/∝で目安レベル5.0×

pci/∝を僅かに上まわった①H-3とC-14の排水放出基準はそれぞれ3×10.3p(

及び8×10~4/上Ci/血で,僅かに基準値を下まわってくるものを放出している｡通常]

は,蒸発乾固法の全β放射能では検出されず,C-14からのベーター線のみが全β鰍

とみなされる｡

その見方から検討してみると,原研第二排水の11,12月のものでは,H-3が検】

ており,C-14が不検出であるので,全βが検出されてないことは納得がいく｡

一化学排水の12月には,C-14が検出されているにも係わらず,全β放射能が不検■
るように測定結果の信頼性に疑問があるものがある｡この原因は,β線は第1図に示し:

に連続的なエネルギーであり,かつH-3,C-14は低いエネルギーのものがあって】

中に他の核種が存在すれば,当然それだけ余分に計数してしまう｡従って,核種を判別

く必要がある｡

それには,一つとして,ベーター線スぺクレレを取ってみて,標準液のものと比較し･

ことである｡二つ目に吼全β放射能測定試料について,ベーター線の吸収曲線を取っ･

ことである｡三つ目には,Ge半導体検出器で核種を判断することである｡

むすび

一年間,排水の測定を行ってみたが,一応良好な結果を得られたと思うが,測定結果の

を判断する上で,他の機関とのクロスチェックを行えれば好しいであろう｡又排水監視の

測定の迅速性について,液体シンチレーション法は,現在のところ満足すべき方法である;

時監視する立場あるいは総放出量をチェックする立場から見ると,他の機器と有機物に機1

ていかねばならない｡原発や再処理工場の稼動によリH-3の測定対象が増加してくれば】

前の前処理をはじめ,複雑な問題が提起されて来るであろう｡

参考文献

(1)上田英雄他:医学における液体シンチレーション法,医学のあゆみ,VOl,58,Nu.

6,19 66

(2)樫田義彦他:RadioIsotope 23,1974

(3)樫田義彦,岩倉哲男:低エネルギーベpタ線の測定,RadioIsotope,16,19

(4)放射能調査中間報告,No.49-2,1974



Ⅳ 都道 府 県 の 放 射 能 調 査



(45)北海道における放射能調査

北海道衛生研究所

安藤芳明,奥井登代,福田-

1.緒 口

昭和49年慶(49年4月～50年3月)科学技術庁委託により実施した放射能調∃

概要を述べる｡

2.調査の概要

(1)調査対象

全β放射能は雨水,上水(源水),海水,海底土,土壌,牧草,各種食品類につl

した｡核種分析は,牛乳の131Ⅰについて行った｡空間線量測定は,サーベイメーター

方法およびモニタリングポストによる連続測定を行った｡

(2)測定方法

測定試料の調製および全β放射能測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法.J(

年版)によった｡131Ⅰ測定方法は,同庁編｢放射性ヨウ素分析法｣(1967年版二

た｡

(3)調査結果

イ 雨水の放射能

札幌市における雨水(定時)の全β放射能(6時間更正値)測定結果を表1にラ

表1 雨水中の全β放射能の月別変化

測 定

回数

降 水 量

(取材)

最 高 値

(pCi/ヱ)

最 低 値

(pCi/ヱ)

平 均 値

(pCi/ヱ)

-34

3

-23

70

-24

-43

-54

-30



昭和49年6月17日に行われた第16回中国核実験の影響については,6月2

日の雨水に577pCi/2(2.30mCi/knf)の異常値が認められた｡しかし,

の降雨水には異常はみられなかった｡

ロ 各種試料中の放射能

上水,土壌,海水,海底土,牧草,各種食品類の全β放射能測定結果を一括して

示す｡

表2 各種試料中の全β放射能

試 科 名 採取 地
放射能

単 位
最高値 最低値

上 水

土 壌
(0～5cm)

土 壌

(5～20cm)

海 水

海 底 土

ほうれん尊

大 根

精 米

牛 乳

牧 草

フ ナ

シ■
.ジ

ミ

サ ケ

ホ ッ ケ

札幌,稚内

札幌,旭川

共和･泊

石狩,当別

札幌,旭川

〝

〝

札 幌

天塩,網走

池 田

浦 河

札幌市および旭川市において採取した牛乳の131Ⅰ測定値は,いずれも検出限界以

った｡また,第16回中国核実験直後に採取した牛乳および牧草の131Ⅰ測定値も平

変わりなかった｡

ノヽ ≦空闇凄畠暑



表3 モニタリングポストによる空間線量

年 月
最 高 値 最 低 値 平 均 値

epS epS epS

49. 4 12.5 8.1 10.0

5 11.5 8.4 9.8

6 12.3 9.2 10.2

7 13.2 9.7 10.1

8 15.6 10.0 10.8

9 15.0 9.8 10.8

10 18.2 8.8 10.3

11 17.4 8.0 9.2

12 14.3 5.8 78

50. 1 14.3 5.3 72

2 11.0 5.2 6.3

3 10.2 5.2 7.0

3.結 語

本年度調査結果をみると,前年度とほゞ同じであり特に異常はみられなかった｡また

回中国核実験の影響については,実験直後の降雨水中に若干の異常値が認められたほか

その他の試料にはなんら異常はみられなかった｡



(46)青森県における放射能調査

青森公害調査事務所

西沢睦雄,阿部孝

1.緒 呂

1974年4月から1975年3月までの科学技術庁委託による放射能調査の概要ヨ

る｡

2.調査の概要

(1)実施場所

県内7ケ所より採取し,当所で,測定した｡

(2)計数装置
`

GM計数装置 ALOKA TDC-1型

レンチL/-ションサーベイメータ ALOKA TCS-121C型

波高分析器 日立 RAH-403型

モニタリングポスト 富士通 PS-532型

(3)測定試料

雨水,上水,りんご:大根,米,牛乳,かれい,いか,海底土,海水,土壌,空斥

(4)測定方法

試料の前処理および測定法は,科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963),同仁

射性ヨウ素分析法｣(1967)によった｡

(5)調査結果

イ 定時採取による雨水の測定結果を表1に示す｡

口 上水,食品類,海底土,および海水測定結果を表2に示す｡

ハ 空間線量

サーベイメータによる測定結果は表3に示す｡

ニ モニタリングポスト

図1にモニタリングポストによる空間線量の測定結果を示す｡

ホ 牛乳中の131Ⅰ

年に6回測定したが,最高6.9pCi/L～最低-4.9pCi/2の範囲内で異常Q;

なかった｡

3.結 語

各種試料を測定した結果,異常はみられなかった｡



表1 雨水全β放射能の月別経過

(6時間更正値

最高値

pCi/ヱ

最低値

pCi/ヱ

平均値

pCi/ヱ

89.5

*

11.0

144.4

129.3

264.2

134.5

95.5

176.5

141.0

107.0

76.5

* 雨量僅少



表2 上水,食品類,海底土および海水の全β放射能

試科名 採取地点 試料数 最高値 最低値 平均値

上 水 青 森 市

牛 乳 青 森 市

リんご

三 戸 町

黒 石 市

弘 前 市

五所川原市

大 根 青 森 市

三 戸 町

弘 前 市

かれい

八 戸 市

青 森 市

鯵ヶ沢町

い か

八 戸 市

青 森 市

鯵ヶ沢町

海 水
む つ 湾

八 戸 港

海底土
む つ 湾

八 戸 港

表3 サーベイメータによる空間線量

(青森市雲孝

トトト｢｢F



5ク■

4均: 6 7 亀 9 to

8ち如49年

.....-_圭∴_丁- 一一ト=

1112 1 2 5

咤知50年

図1 モニタリングポストによる空間線量(青森市)



(47)秋田県における放射能調査

秋田県衛生科学研究戸

北林敏郎,勝又j

l.緒 口

昭和49年慶(49年4月～50年3月)に実施した科学技術庁委託による放射能吉

果の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

雨水,上水,海水,土壌,各種食品,空間線量

(2)測定方法

試料の調整および測定ほ,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣によった｡

(封 測定装置'

イ GM計数装置 :日本無線TDC-101
ロ 使用GM管 :日本無線GM-2503A
ハ

モニタリングポスト:富士通PS-532

(4)調査結果

定時採取iこよる雨水の測定結果を表1,各種試料については表2,空間線量を図二

3.結 語

本期間中,中国が第16回(昭和49年6月17日)の核実験を行ったが,その後¢

らは特に高い放射能は検出されなかった｡

今年度も全般的に前年度同様,異常は認められず,低レベルであった｡

表1 雨水全β放射能の月別経過

(秋田市)

最高値

pCi/ヱ

最低値

pCi/ヱ

平均値

pCi/ヱ

0

6

2

3

4

4

2

1

1

1

1

108.4

85.1

263.5

102.3

53.1

185.6

110.0

7

2

0

7

2

3

6

9

5

5

1

1

6

6



表2 各種試料中の全β放射能

試 科 名 採 取 地 単 位
放 射 能 強 度

最高値 最低値

上水(京水) 秋 田 市

海 水 由利郡平沢港

牛 乳 秋 田 市

キ ャ
ベ ツ 秋田市,若美 町

リ ン ゴ 鹿角市,平鹿町

米(精米) 秋田市,本荘市

男 鹿 市

タ ラ

ノ､タ
ハ タ

秋 田 市

(0～5em)

(5～20cm) 245.1
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(48)山形県における放射能調査

山形県衛生研究所

堀岡正和,早坂清美,村田節

1.緒 呂

昭和49年4月から昭和50年3月までの期間に実施した,山形県における放射能調

要について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)測定装置

GM計数装置 Aloka TDC-1021型

シンチレーションサーベイメータ Aloka TCS-121C型

(2)調査対象

雨水･ちり,陸水,海水,農畜産物,魚月藻類など161件の全β放射能測定と,

イメータによる空間線量の測定を行った｡

(3)測定方法

試料の採取,前処理および測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)

った｡

(4)調査結果

本調査結果における雨水･ちりおよび雨水降下じん中の全β放射能の月別推移を表

2に,各種試料の全β放射能を表3に示した｡サーベイメータによる空間線量の測定

表4のとおりであった｡

3.結 語

測定調査結果には特聾すぺき異常値は認められなかった｡

表1 雨水･ちり中の全β放射能(衛研屋上)

最高値*

(pCi/ヱ)

最低値*

(pCi/ヱ)

平均値*

(pCi/ヱ)

429.77

166.60

101.86 0.4

103.99 0.1

27.50 0.2

62.57 0.1

56.58 0.1

191.71 0.1



表2 雨水･降下じん中の全β放射能(大型水盤による) (衛研屋上)

採 取 期 間
月間降下量

(mCi/knf)

S.49.4.1～ 4.30 2.11

〝 5.1･- 5.31● 1.39

〝 6.1～ 6.30 7.91

〝 7.1～ 731 5.80

〝 8.1･- 9.1 0.06

〝
9. 2一-10. 2 3.09

〝 10. 3～10.31 1.43

〝
11.1～12.1 1.41

〝 12 2･-12.27 1.77

〝

12.28～S¶50.1.30 3.14

S.50.1.31～ 3.2 0.25

〝 3. 3～ 4.1 1.49

表3 各種試料中の全β放射能

試 科 名 採取地点 単 位
放 射 能 強 度

最高値 最低値

海 水 酒 田 市 pCi/ヱ

原 水
上 水

山 形 市

蛇 口 水 山 形 市

中 山 町
河 川 水

山 形 市

西 蔵 王
野菜(大根)

pCi/グ生

上 ノ 山

牛 乳 山 形 市

山形市(オ0
米 (精米)

山形市(南)



表4 空 間 線 量

(衛研構内)

測
･王

年 月 日

測定場所

空 間 線 量 率 (′収/br)

(そのままの値) (50硯乃Pb) (標準線源)

49.12.11 衛研構内

50.1.14

50.2.22

6.0 34.2



(49)宮城県における放射能調査

宮城県衛生研究所

郡山 力,船木 宏,石川洋‡

庄司晃子

1.緒 呂

昭和49年度の科学技術庁委託による放射能調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

調査試料の総数は170試料で,雨水113,上水4,土壌2,海水4,海底土4,

野菜4,牛乳4,海産生物8,生乳中の131Ⅰの測定11,サーベイメータによる空間轟

の測定12である｡他こモニタリングポストによる空間線量の連続測定を実施した｡毒

析用送付試料は42試料である｡

(2)測定装置

GM計数装置 神戸工業 SA-230,250

シ∵ンチレーションサーベイメータ

日本無線 TCS-121C

モニタリングポスト 富士通 PS-532

波高分析装置 日 立 RAB-403

(3)測定方法

試料の採取,処理及び測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法1963｣及び科学

庁の指示に準拠した｡

(4)調査結果

イ.雨 水

雨水の全β測定結果を表1に示した｡

ロ･各種試料の全β測定結果
上水,海水,陸士,海底土,農畜産物,及び海産生物の測定結果を表2に示した｡

ヘ レンチレーションサーベイメータによる空間線量率

衛研構内で毎月1回測定した結果は,4.8～6.OJIR/bで平常値であった｡

ニ･モニタリングポストによる空間線量,日平均値で,9･6～13･8epsであった｡

ホ.機器分析

3.結

第16回中国核実験後,11日間,蔵王町の牧場より採取した生乳について,131

判定を実施したが,いずれも検出限界以下であった｡(前回の実験時には220pCj

の131Ⅰが検出されている｡)

語

Q虎由=〝ヽ書出太王r t～l.､イ･1寸 座仁生｢トJヾき旦せ点古た寸董方おしL}っナナソ∧､ ナナ



表1 雨水中の放射能の月別推移

測定回数
平 均 値

pCi/舶

最 高 値

pCi/舶

最 低 値

pCi/舶

月間降下

mCi/1

l

l

l

l

l

2

7

6

3

2

5

7

3

6

4

00

0

111.2

2 5 2.8

108.9

5 3.6

81.4

4 5.6

5 9.4

3 4.6

19.9

12.1

4 9.1

116.9

2 63.2

5 5 8.7

4 76.5

146.2

17 4.4

147.2

2 25.4

6 5.2

4 3.4

17.5

101.9

2 3 0.6

l

l

l

5

4

7

6

1

3

7

3

4

6

7

4

2

6

1

5

6

4

0

0

0

0

1

0

表2 上水,土壌,農畜産物,海産物の全β放射能

試 料 採 取 地 測定回数 平均値 最高値 最低値 単 位

上水(汲水)

海 水

陸 士

海 底 土

精 米

ほうれん草

生 乳

わ か め

か き

仙台市

塩釜市,女川町

村田町

塩釜市,女川町

古川市,角田市

古川市,白石市

蔵王町

石巻市,女川町

石巻市,女川町

4

4

2

4

4

4

4

4

4

2.3

0.6 3

1.9 5

2.61

0.0 7

0.4 5

0.11

1.9

0.3

4.4

1.18

2.5 0

4.0 8

0.0 7

0.8 4

0.17

4.5

0.4

0.5

0.31

1.4 0

1.0 0

0.0 7

0.0 3

0.0 3

0.2

0.2

pCi/β

pCi/乾土グ

pCi/グ

･pCi/生ダ

pCi//乾グ

pei/生グ



(50)福島県における放射能調査

福島県衛生公害研究所

岩永将陣,河津賢澄,安藤頑

1.緒 呂

福島県衛生公害研究所において昭和49年度に実施された科学技術庁委託にもとずく

びこれを補う県単独事業を併せた各種試料中の放射能測定結果をまとめて報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

放射能測定試料は,全β測定が陸水6地点50件,各種食品5地点35件,土壌3

件,海水海底土4地点31件,浮遊塵1地点16件及び定時採取による雨水試料98

計236件であり,核種分析は原乳中の131Ⅰ測定が3地点18件である｡その他空

率7地点78件とモニタリングポストによる連続測定である｡

(2)測定装置

イ･OM計数装置 神戸工業 SA2予0

ロ.使用OM管 富士電機 GM132A

理 研 B2N

ノヽ シンチレーションサーベイメータ

神戸工業 BM200.C

ニ.モニタリングポスト 富士電機 P S532

ホ.波高分析装置 東 芝 EDS34802

(3)測定方法

科学技術庁｢放射能測定法(1963年版)｣又は科学技術庁の指示に準拠した｡

㈹ 測定結果

イ.雨 水

定時採取こよる雨水の全β測定値を表1に示し,昭和47年慶から昭和49年

の月間降下量を図1に示した｡いずれも低レベルであり有意な変化は認められなか

ロ.各種食品,その他

各種食品,及びその他の全β測定結果を表2に示した｡いずれも低レ′ベルであり

変化は見られなかった｡

ノヽ 核種分析

福島市,大熊町の原乳中の131Ⅰの測定を行ったが,いずれも検出限界以下であ

ニ.空間線量率

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータによる結果も例年と匡

であった｡



表I 雨水の患β放射能傭
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(51)茨城県における放射能測定調査

茨城県公害技術センター

小池亮治,高橋明子,岡野三

茨城県では毎年科学技術庁の放射能測定調査委託を受けついでこゝ10数年来調査を継

いる｡それに加えて,茨城県には数多くの原子力施設があってすでに操業しているので,

40年代に入ってからは原子力施設の一般環境に及ぼす影響調査も重要視されるようにな

更に核燃料再処理工場等も近々本格的に動き出すことになっているので,調査の内容も年

多様化している｡

こゝに49年度に茨城県が行なった調査結果の概要を報告する｡

1.試料採取,処理法

原子力施設が太平洋沿岸に並んでいることから調査試料の採取地点は図1のように扇

大洗町周辺が主である｡この図示の他にやはり東海村,大洗町周辺地点で空間r線測走

っている｡





○内の数置uRhr

(除宇宙線成分)

(久慈川)

図 2 地点別空間線量測定値

(年間平均値)

(郵 川)



試料の前処理や調整法,測定法については主に科学技術庁の指示に従ったが,108Ru,

専一部の核種分析においては｢海洋放出調査特別委員会｣編の分析法も取り入れた｡

2.測定結果

図2および表1,2,3の測定値を見ながら項目毎に検討してみよう｡

(1)空間r緑

地質図によると茨城県の大部分は関東ローム層地帯で､久慈川,那珂川沿いの地点や

北西山間部のところどころに沖積層地帯が見られる｡一般にローム層は沖積層に比べて

放射能が少ないから空間r線量も低い｡茨城県においても沖積層地帯では僅かに高い値

られた｡又各地点における年毎の比戟をしてみると余り大きな変動はなかった｡

(勿 雨水塵瑛

49年慶にも核実験直後の影響を調査する目的で定時採取雨水や浮遊塵の全β測定を

った｡

6月17日には第16回目の中国核実験があったので,その後約1ケ月間ほ特別体勢

いて影響を追跡した｡しかしその傾向は全然見られず,むしろ1年を通して殆んど変載

しかも前年度の値とも大差はなかった｡

(3)陸 水

陸水においては原子力施設からの排水が主で,その他は3ケ月毎の調査であった｡一

部の試料について全β放射能の測定をし,2,3の排水試料が3了bs,Uも分析した｡

前年度と比較すると排水の全βでは平均は同レベルであったが,月毎の値ではバラツ

大きい｡これは施設側の定検中に試料を採取してしまったり,又不完全な処理のまゝ,

か高い濃度のものを放出したこともあって県側からも充分注意をしている｡

その他の陸水については前年度より僅かに高い値を得たが,これは採取地点の地質,

わち河底等の自然放射能含有量の変化に左右されたものと思われる｡

(4)農畜産物

核実験直後には降下物→牧草→牛乳→人間と云う移行過程から牛乳の機器分析を用い

とが多い｡

茨城県でも全β放射能は3ケ月毎であるがヨウ素の機器分析は毎月取り上げた｡しか

16回核実験によると見られる値ほ出なかった｡80sr,137csの分析はそろそろ平常

つかめたので年4回を2回に縮少した｡

その他ほうれん革や牧草等農産物全般を見てもこゝ数年来と殆んど差はなかった｡

(句 海洋試料

海洋生物は種類が多く,又生息条件が異なっているので区分するのがむずかしい｡こ

は体長が極く小さいしらす類,体長が大きく筋肉だけを切り分けられるそい,ひらめ類

まぐりやあわびの穀以外の部分,わかめやひじき等の藻類,そして以上のどこにも含ま

いタコやえびをその他とし,更に霞ケ浦および滴招で採取したものを参考までに表に加

表3で49年度月類が0¢Ruはあわびの筋肉部のみについて分析した結果であって,こ

トトま船｣▲_′･すナl､J､て rb打藻JごJ⊥下bIl山.⊥I｣F n 亡 ∩ 亡
__′1二

Jr_山一､1=ヨJ｣ )_ユ( 戸
ノ,､斗打.上土いJ_⊂エコ､_



3.むすび

医療面あるいは原子力発電等放射性物質の需用が増し,地上には放射線がはん渡しつ

放射能はどの位の畳までなら無害であるとは云い切れないから,なるべく摂取量を少な

不必要な放射能を浴びないようにしなければならない｡

49年慶においても大体例年通りの調査に終始したが,一般環境での高漢度を見過ご

ためにを今後ともこの種の調査は続けられる｡



表1 全放射能測定結果

(書芸,芸射慧強芸)



表2 核種分析結果 l

(諾 慧射若強芸〕

表3 核種分析結果 皿 上段 放射能強度
下段 試 料 数

() 前年度値

試 料 名 Sr- 9 0 Ru-106 Cs-13 7 Ce-14 4

し ら す 類 〆ニレ晦生
0.41(0.72) 4.8( 49) 4.9( 7.4) 9.8( 9.5)

6( 3)

そい,ひらめ類

(可食乱)

5( 3) 6( 3) 4( 3)

0.36(0.52) 7.3(14.9)

12(12) 10(11)

12.6(13.0) 4.4(1.7)

12( 12) 6( 9)

見 知

( 〝

)

0.9(1.0) 7.0(28.6)

6( 5) 1( 4)

藻 類
17( 2.7)

5.0( 5.1) ー( 6.6)

6( 5) -( 4)

30.6(7乙6)

3( 6) 6( 6)

8.2( 9.3)

6( 6)

6.1(16.4)

3( 6)

汲 水 魚
20.3( 6.U) --( -) 41,3(57.2) -( -)

2( 2) -( -) 2( 2) ー( -)

そ の 他
2.5( 1,2) 6.5し 216) 6.9(10.9) -( 3.1)

2( 4) 2( 4) 2( 4) -( 4)



(毀)埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

藤本義典,丹野幹雄,中沢清寧

1.結 呂

埼玉県における昭和49年度に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査試料および採取回数

試科名,採取地点,回数などは表1のとおりである｡

(2)試料の処理および分析測定方法

試料の処理および全β放射能測定は科学技術庁編｢放射能測定法｣,核種分析は同病

射性ストロンチクム分析法｣,｢セシウム137分析法｣(以上1963年),131Ⅰは

原子力局編｢NaI(Tg)シンチレーションスぺクトロメータ機器分析法｣に従った｡

(3)測定器

イ 全β放射能の測定には医理学製TDC-2塾,OM管はOM-LB-2501を個
た｡

ロ 放射性ストロンチクム,セシウムの測定には医理学製TDC-4塑,⊥BC-20

用した｡

ハ 空間線量率の測定には医理学製TCS-121C型を使用した｡

ニ ガンマ線スぺクトロメトリには堀場製作所製NaI(Tヱ)検出器および日立製50

波高分析器を使用した｡

(4)全β測定ではいずれの検体も調査期間中に異常値が認められなかったので省略する｡

(5)90srぉよび137cs分析結果の主なものは次のとおりである｡

イ 大宮市(衛研構内)で昭和49年庭中に採取した雨水塵中の90srは0.72mCi/

137csは1.42mCi/緑である｡
ロ 穀類の分析結果は麦の90srは11～14pCi/晦,137csは16～22pCi/‰

り,米の90srは1～4pCi/毎,137csは4～13pCi/‰である｡
ハ 原乳および狭山茶の分析結果は表2のとおりである｡

(6)空間線量率測定ならびに131Ⅰの分析結果は前者は前年度とほぼ同じで,後者は131Ⅰ

数効率を再検討中である｡

3.結 果

放射性降下物による放射能水準は前年度に比べて微増の傾向がみられた｡

すなわち,雨水塵,穀類,原乳,狭山茶などの90srならびに137csについては,特に轟

は認められなかった｡



表1 昭和4 9年鹿放射能調査業務

採取地点 採取計画 皐巣 内容 備 考

定時.雨水

足長雨水

内水ちリ

大宮市

大宮市

大宮市

降雨毎

降雨毎,紘臼除く

期間内 16回

全β測定

〝

,9りsr,137cs

河
川
水
･
R
l
事
業
所
排
水

綾瀬川

芝 川

鴨 川

菖蒲川

野上町

鴻巣市

川U市

本庄市

行出市

幸手町

伊奈町

大宮市

大宮市

戸田市

期間内 2担j

〝 〝

〝 〝

〝 4回

〝 2回

〝 〝

〝 6[包

〝 〝

〝 2回

〝 〝

井 水

上 水

土 壌

空間線量

浮 遊 塵

大宮市

江南杜
浦和市

大宮市

大′白市

大宮市

期間内 2回

〝 〝

期間内 4回

〝 1回

〝 12担j

必貴に応じて

全β測定,91,sr,137cs

検品測定

全β測定

茶 葉
人間市

所沢市

一番茶 2回

〝 1匝｣

送付 2試料

全β軌定･9Usr,137cs
〝 〝 〝

県単1回

穀 類
本庄市

川島町

全β測定,90sr,137cs
〝 〝 〝

核分は県単｢ ~■ 頂

股 乳

日 常 食

梨(長十郎)

江南村

大宮市

神川村

期間内 11匝】

〝 1回

〝
1匝｣

全β測定,90sr,137cs
〝 〝 〝

〝 〝 〝

全β,核分4臥13117回

註:㊨は科学技術庁委託事業

表2 娩乳,狭山茶中の90srぉよび137cs

採取月日 灰分㈱
ストロンチウムー90

pci/晦

セシウムー13 7

pCi/ク･しa
0.907

0.70 7

0.762

0.752

14.0±0.51

2.84±0.21

2.93±0.23

2.43±0.23

pCi/晦 pCi/牙･
9.88±0.36

2.96±0.22

2.91士0.23

2.21±0.21

208±6

193±7

58.2±1.7

46.5±1.7

7.65±0.56

4.57±0.39

16.9±0.64

26.0上0.85

8.94±0.6

3.14士0.2

12.3±0.4

19.5±0.6

192±7

141±8

11.2±0.4

8.4±0.5

A n｣-nlつ



(53)葉菜都における放射能調査

東京都立衛生研究所

中村 弘,鈴木秀雄,斉藤

高橋正博,大橋則雄,三村

1.緒 呂

東京都における昭和49年度(昭和49年4月～昭和50年3月)の科学技術庁委

放射調査結果の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査試料:次の通り

試 科 名 採 取 場 所 採取回数
~

試料数*

雨水･ちり

上 水(原 水)

〝

(蛇口水)

下 水(放流水)

〝 ( 〝 )

河川 水

土 壌(0～5cm)

土壌(5～20cm)

河 底 土

牛 乳(原 乳)

〝 ( 〝 )

日常食(都市成人)

〝 (農村成人)

衛生研究所屋上

東京都水道局金町浄水場

東京都下水道局三河島処理場

〝 芝浦処理場

多摩川(多摩水道橋)

葛飾区金町草地

江戸川(江戸川区北小岩)

伊豆大島

八丈島

日野市

西多摩郡羽村町

2

4

4

2

2

4

1

1

2

4
一
4

2

2

9 92(12)

4( 4)

4(4)

2

2

)

)

)

)

l

1

4

4

(

(

(

(

4

1

1

4

4

*全β放射能測定試料数を示す｡()内は核種分析試料として前処理後,
(財)日本分析センターに送付したもの｡

(功 利定方法

試料の全β放射能測定は科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963年)によった｡

計数装置は理研計器製RSC-3Nl塾を,(封M計数管はAloka GM-LB-25

使用した｡



3.調査結果

(1)雨水･ちり

測定回数
降 水 量

(拡充)

平 均 値

(pCi/ゼ)

月間降下羞

(mCi血

17 0

100

17 6

3 4 9

23 3

2 20

16 3

3 3

24

5 9

8 6

10 3

2

1

0

3

1

5

3

5

3

5

5

9

2

5

4

5

4

8

00

4

4

8

4

5

1

1

1

1

3

l

1

3

1

0

5

00

0

0

0

1

1

4

3

9

5

7.7 9

3.8 7

12.70

10.48

3.54

6.58

5.0 3

0.2 4

0.61

2.01

1.5 9

2.2 6

143

1716

(2)陸水,土壌および牛乳

上 水

年 月 原 水

(甚レぞ)

蛇口水

(甚レ碧)(ボレぞ)

下 水 土 壌

三河島

(甚もゼ)

芝 浦

(甚しぞ)

0～5cm 5-20cm

(mCi/緑) (pCi/

0.14

0.20

0.20

0.20

0.

0.

0.

0.

4.むすび

本年度の調査結果は前年度とほゞ同様であるが,土壌の測定値がやゝ高い借を示した



(54)神奈川県における放射能調査

神奈川県衛生研究所

石井嚢二,小山包博,高城裕完

大木りつ子,古屋理美子

1.まえがき

1973年炭にひきつゞき,科学技術庁委託および県単事業としての環境放射能調査7

なった｡今年も中国において核実験(第16回),(1974年6月17日)がおこなわ〕

その影響はほとんどみられなかった｡なお土壌の核種分析は前年同様実施しているが,づ

中のため本報告には入れていない｡

2.調査対象

表1-3に示した試料および収去による各種食品につき,全放射能測定,核種分析,±

Oe(Li)検出器を用いたガンマ線スぺクトロメトリーを行った｡試料数は485である｡

3.測定器および測定法

測定器および測定法は前報と同じ測定器,測定方法で実施した｡

4.結 果

一般環境における放射能レベルは前年度と同様で,表1-3に示したとおりその変化I

んどみとめられなかった｡収去した各種食品についても同様である｡

第16回中国核実験による影響は,6月22日の降水よリ239Np,237u,99Mo,13

106Ru,132Teの核分裂生成物および賀8uの誘導核種がガンマ線スぺクトロメトリによI

された｡強放射能粒子も今回は発見されず,じんあいについても影響は認められなかっプ

表1の雨水ちりにおいて,8月2日に採取した試料から13mCi/K㌦の全β放射能ヌ

されたので,ガンマ線スぺクトロメトリーを行ったところ95zr-95Nbの存在が認めらオ

の他の試料は0～4.2mCi/血(全β)で,ほとんど変化は認められなかった｡
5.まとめ

今年度は中国核実験が行われたにもかゝわらず,本県における影響はほとんど認めらオ

ー般環境における放射能レベルも前年と同様な傾向で特記する事項はなかった｡



表1 1974年慶の採取試料と測定結果(全β)

試 料 名 採取地点 試料数 測定数 測 定 イ

雨水･ちり 09～09じ

陸 水

衛研構内 0一-13mCi

ND～7･3pCi

蛇 口 水 小田原市蓮正寺

下 水 横浜市中部下水処理場

原 乳 横浜市神奈川区

農畜産物

LTD～0･6p

横浜市旭区

大 根

三浦市

牧 草 海老名市 ND-0･4pCj

横浜市旭区

ホーレン草

ND-LT D

小田原市 ND-⊥T D

ワ カ メ 横須賀市小田和湾

コ イ 相模原市上帯

魚月藻類

ND～L TD

イ カ 三浦市三崎町 ND-0･4pCj

ア ジ 小田原市国府津

横浜港旧5号ブイ

海 水

ND-L TD

〝 旧10号ブイ

小田和湾 ND～⊥T D

横浜港旧5号ブイ

海底堆積物

2･0～3･5pCj

〝

10号ブイ 2･1～2･8pCi

小田和湾 ⊥TD～4･Op

横浜市衛研構内

空間線量率

4.1･-4.9〝R

横須賀市武山 4.3～5.3〟R

都市部

日 常 食 農村部

0～ 5c爪 横浜市保土ガ谷公園 LTD



表2 1974年度採取試料と測定結果

試 科 名 採 取 地 点 試料数 測定数 測 定

雨水･ちリ
降りはじめ

100郡JZ
衛研構内 0～270pCi

蛇 口 水 箱根町双子茶屋

道志川･横浜水道
青山取入ロ

河 川 水

陸 水

ND～⊥TD

干才川(湯河原町)

早川(西湘バイパス下)

酒匂川(飯泉橋) ND～⊥TD

相模川(相模大橋)

′境 川(境橋)

芦の湖(元箱根)

湖 水

相模湖(ポート場) ND～8･1pCi

地 下 水 秦野水道取入口

天 水

(濾過)〝

双子山山頂 LTD～7･Op

LTD～1･7p

海 草 類 小田和湾湾内 ND～1･4pCi

じんあい 0･1～3･3pCi

収去による食品 ND～0･4pCi



表3 神奈川県内産海草中放射能濃度

〝

〝



(5)新潟県における放射能調査

新潟県公害研究所

大科達夫,菅井隆一,石橋幸

殿内重政,鈴木斉,井口捨三

1.緒 呂

新潟県における昭和49年度の科学技術庁委託により実施した放射能測定調査につい

する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

48年度に引き続き,定時採取雨水,月間雨水チリ,浮遊塵,空間線量率(サーベイ

モニタリングポスト),,陸水,海水,海底土,陸士,農畜海産物を対象に調査を実施した(

(勿･測定方法

試料の前処理及び測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に準じて行な

(3)測定機器

OMカウンター :Alob PDC-801ロ型

レンチL/-ション･サーベイメーター:Aloka TCS-121C型

モニタリングボスナ :Aloka MSR-R63-51型

低バックグラウンドOMカウンター :Aloka LBC-22B型

原子吸光分光分析装置:JarrellAsh AA-1型

(4)調査結果

各調査対象の測定結果は表1,2及び図1に示した｡

イ 雨 水

定時採取雨水は降雨毎に9時に採取し,以後120時間に10回測定して放射給

した｡また,月間雨水チリは毎翌月1日に採取し同様の測定を行なった｡降水量は

慶の1,560.4風花から1,274.9御に減少したが,逆に定時採取雨水による降~

36.92mCi/Km2から44.]2mCi/Km2にやや増加した｡これに対して月間雨カ

ほ,94.34mCi/Km2から47.40mCi/Km2に半減したが,これは月間雨水チリい

年度の第15回中国核実験が強い影響を及ぼしたのに対し49年慶の第16回中国核;

殆んど影響を与えなかったためと思われる｡第16回の影響は定時採取雨水に弱い影響が認めら

ロ 浮遊塵

浮遊塵は毎週月曜日に被検空気約1,000Ⅰぱから電気集塵器により採塵し,以後

時間に10回測定して放射能を求めた｡年間平均濃度0･155pCi./儲は48年鹿の(

pCi//冠と同程度であり,5月の平均値が他の月に比べ最も高かった｡
ハ 空間線量

サーベイメータによる空間線量率は毎月1回当研究所の鉄筋コンクリート4階建J



ニ 陸水,海水

48年鹿に比べて平均値はやゝ低値を示した｡

ホ 海底土,陸士

海底土は48年慶に比べてやゝ高値を示したが,陸士は5～20e仇が47年産ま

～20emに比べても高い値を示した｡
へ 農畜海産物

大根,原乳は48年度に比べて低値を示し,精米,魚月類は同程度,海藻ほ高値

たがこの程度の変動は毎年認められる程度のものであっフ㌔

3.結 語

49年慶は,49年3月に庁舎移転がありそのためモニタリングポストに欠軌日が多

が,6月17日に行なわれた第16回中国核実験の影響が若干雨水に認められたほかは

通じ最近数年間と同程度のレベルであった｡なお第16回中国核実験の影響については

県における第16回中国核実験による放射能調査｣(当抄録集,48年慶)で報告した

ある｡



表1 放射能測定謝金庵紫(昭和494-503)

()はその月の試料数.その下数値は月乎

昭 和 4 9

娘 臼

降 雨 主 (新潟市)

定時採取憫水 (新潟市)

月間雨水プリ (新潟市)

浮 遊 塵 (新潟市)

空間瀬主審 (新潟市)

源 水(阿賀知引り

蛇口水(新津市)

信凛川(新潟市)

錆そ訓l(柏崎市)

ノ佑1(新潟港沖)

ノ佑2(日和山神)

ノ伝3い｣､針 沖)

ノ佑1(新潟港沖)

J佑2(日和山沖)

J砿3(′ト針 沖)

(横越村′ト杉)

(刈羽村刈羽)

(刈羽村山 崎)

(横越村′J､杉)

(刈羽村刈羽)

(刈羽村山崎)

(新潟市軸内)

(里 t 村)

(横 越 村)

(巷 町)

(上 越 市)

(西 川 町)

(鳥 屋 野 潟)

(新 潟 市 沖)

(佐 渡 ダ)

(佐 渡 沖)

(新■渦 市 沖1

(佐 渡 沖)

(佐 渡 沖)

(両津市水津)

く村上市大月海岸)

5

5

7

7

(U

O

l

l

採集または測定の場所が新潟市1番相通町(県庁第二分館屋上)



表2 モニタリングポスト測定結果

日平均最大値

(CPS)

日平均最/｣＼値

(CPS)

月 平均値

(CPS)

日

ヽ1
d

f.一頭

(

実

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

2

3

1

1

一
■
一

欠 測

21.1

21.2

2 2.6

21.8

2 2.2

21.7

2 2.8

2 2.0

2 2.4

2 2.4

2 2.2

欠 測

19.7

19.6

2 0.1

2 0.0

2 0.3

2 0.3

2 0.1

2 0.1

】8.4

19.8

2 0.5

欠 測

2 0.3

2 0.2

2 0.7

2 0.5

2 0.8

2 0.9

2 0.9

2 0.9

2 0.5

2 0.5

21.0

0

9

0

1一

1

0

0

0

7

仁U

8

1一

-

3

3

3

3

3

3

2

2

2

3

2

3

8

2 0.6 7 計3】3

注:り 庁舎移転のためポスト検出部設置できず､欠測(49.4.1～5.12)

2) 49.10.27チャート送少不良のため欠測

3) 49･12･18及び49.12.29～50.1.5チャート送少不良のため欠測
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(56)石川県における放射能調査

石川県衛生公害研究所

倉 地

1.緒 岩

石川県では昭和37年以来の科学技術庁委託の放射能調査と,昭和43年以来の月

計画による原子力発電所建設予定地周辺の放射能調査を実施している｡今回は昭和4∈

(昭和49年4月1日から50年3月31日まで)に行った調査概要について報告すそ

2.調査研究の概要

(1)試 料

委託分:雨水ちリ157件,上水4件,海水4件,魚貝藻類8件,牛乳10件(戸

機器分析用),土壌2件,海底土4件,空間線量12件,総計201件である｡核奉

送付試料は44件である｡イ也にモニタリングポストによる空間線量の連続測定を行っ

県独自分:海水6件,魚･貝藻類22件,牛乳8件,土壌12件,海底土6件,刃

野菜6件,牧草3件,河川水12件,空間線量50件,総計129件である｡

周 測定方法

試料の前処理測定方法は科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963年)および｢虻

ク素分析法｣(1967年)によった｡

(3)測定機器

GMカウンター:富士通製SA-250塾

シンチレーション･サーベイメーター:日本無線医理学研究所製TCS-121C

波高分析器(400cb):東京芝浦製特塾

原子吸光･炎光光度計:ジャーレルアッシュAA-1塾

モニタリングポスト:日本無線医理学研究所製

(句 調査結果

イ 雨水中の放射能は表1に示したように,調査期間中の降水量は約2,400裾死で,

放射能降下量は約260mCi/伽2であった｡6月17日に第16回中国核実験が

われたが･その後測定した雨水ちり中に何らその影響を認めなかった｡

ロ 陸水,海水･海底土,土壌,各種食品,牧草についての全β放射能測定結果を表

した｡いずれもバックグラウンドレベルと大差ないものと思われる｡また牛乳中の

131量は最高値が7･8pCi/1であった｡

ハ 空間線量は金沢市における測定値は8.7～9.4〟R/hで,年間の平均値は8.8一

であった｡一方当所屋上でモニタリングポストによって測定した空間線量の月平均

1に示したように14･9～16･4 epsの範囲であった｡また第16回核実験後の

も平常値の範囲であった｡

3.結 語



思われた｡

表1 雨水の全β放射能

測定回数
最高値

(6時間真正値

pCi/1

降 水 量

調節

降下
(6時間吏

mCi/1

l

l

l

l

1

2

1

1

2

0

1

1

5

9

9

9

9

1

9

0

3 01

3 5 0

4 2 2

213

16 8

15 8

3 51

18 7

2 5 9

3 3 6

2 8 5

17 8

2 2 5.0

15 5.5

115.0

40 4.0

13 2.5

40 6.2

218.5

181.5

13 7.0

213.0

12 4.5

81.0

表 2 各種試料の全β放射能

試 科 名 単 位 採取場所 測定回数 最高値 最低値

上水(源水) pCi/1 金沢市末町

河川水 pCi/1 羽咋郡志賀町*

海水(湾内)

〝(湾外)

pCi/1

pCi/1

海底土(湾内)

〝 (湾外)

羽咋郡富来町*

〝

pCi//′乾土g

PCi/乾土g

1.2 4

0.8 7

0.7 0

0.0 9

2.71

2.3 6

1.0 6

0.9 4

土壌(芝地)
0･-5c澗

〝(〝)
5～2 0c7花

PCi//乾土g

PCi/乾土g

金沢市末町

〝



めばる

ふくらぎ

かれい

あ じ

たちうお

かわはぎ

た い

とびうお

pCi/生g

pCi/生g

pCi/生g

pCi/生g

PCi/生g

pCi/生g

PCi/生g

PCi/生g

4

4

4

1

2

3

1

1

0

0

0

0

0

9

1

4

2

4

2

4

4

3

0

l

1

0

0

0

1

0

0

0

わかめ

ほんだわら

pCi/生g

PCi/生g

牛乳(原乳)

〝(〝)

pCi/生g

pCi/生g

羽咋郡押水町

羽咋郡志賀町*

0.21

0.2 6

0.01

0.0 0

玄 麦

玄 米

pCi/生g

pCi/生g

1.17

0.0 7

クローバー

イタリヤン

デントコーン

pCi/生g

PCi/生g

pCi/生g

キャベツ

大 根

ほうれんそう

PCi/生g

PCi/生g

pCi/生g

注 *印の志賀,富来町は原子力発電所建設予定地である｡
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(57)福井県における放射能調査

福井県衛生研究所

北川貞治,早川博信,吉岡満

松浦広幸,五十嵐修一,山本政

1.緒 口

昭和49年度粧福井県衛生研究所が行なった調査研究は,科学技術庁委託の｢環境放

査｣と県単事業の｢原子力発電所周辺の環境放射能調査｣である｡ここに,これらの概一

告する｡

2.調査研究の概要

(1)測定対象

〔福井市周辺〕雨水,浮遊塵,陸水,牛乳,陸士,空間線量｡

〔原子力発電所周辺〕陸水,陸上植物,牛乳,陸士,海水,海底土,海産生物,降

空間線量｡

(2)測定法

全ベータ放射能,核種分析,空間線量の測定法:前報と同じ

発電所周辺の降下物の核種分析を昭和48年8月より実施しているが,水盤で集め

雨水をドライアップしてGe(1i)で測定｡降下物の131Ⅰは,科学技術庁編せ放射性

分析法"に従い,Ge(い)で測定｡

(3)測定結果

イ 全ベータ放射能

第1表に福井市周辺の測定結果を,第2表,第3表に原子力発電所周辺の測定結:

す｡これらの値は昨年と同じレベルであり,変化は認められなかった｡

ロ 空間線量

TI｣Dによる原子力発電所周辺の空間積算線量結果を次に示す｡

今年度 昨年度

敦賀地区(8地点) 88-147mR/年 86～150mR/年

美浜地区(3地点) 100～130 〝 98～132 〝

高浜地区(9地点) 50～ 73 〝 51～ 75 〝

これらの値は,各地点とも昨年と同レベルである｡福井市でのモニタリンボスト,

チレーションサーベイによる測定値でも特別な変化はなかった｡

ハ 牛乳中の131Ⅰ

5月-10月のほぼ毎月,敦賀市絶間で採取した原乳を測定したが,いずれの試⇒

出限界以下であった｡

ニ 核種分析

原子力発電所周辺の試料について核種分析を行なった｡海底士,海産生新の分析結果を



ルの131Ⅰが検出された｡その結果を第6表に示す｡この時期には,敦賀発電所の平

に伴い,平常時よリ1桁程度増加したこと,また,他の地点では当核種が検出さオ

いことなどから,検出された131Ⅰは敦賀発電所からの寄与と考えられる｡また,1

日に再度行なった調査では,131Ⅰが検出されていないことから放出は短期間で,雇

131Ⅰの付加はなかったと考えられる｡

3.結 語

今年度は,第16回中国核実験の影響が7月に短期間認められた｡

原子力発電所の放射性廃棄物核種として,従来どおリ60c o,54Mn等が海底土,再

類に,また新たに131Ⅰが陸上試料に認められた｡これらの量は,極めて小さく環境安∃

問題はないと考えられる｡

第 1 表 福井市周辺の全ベーター放射能

試 料 種 類 試料数 単 位 平均値 最高値

陸 水

河川水

源 水

蛇口水

牛 乳 原 乳

土 壌

未耕土
0～5c珊

未耕土
5～2 0c澗

空間線量率

降下雨水ちりの全ベータ放射能

mCj

､I●●ノ●･･t~●●●●●

三_こ±____三__圭_工二二二二二≡うき主二二二∴丁



第2表 原子力発電所周辺の全ベーター放射能(その1)

試 料 採取地 試料数

海 水

原電敦賀発電所
放水口

浦 底 湾 口

関電美浜発電所
放水口

放水口沖

閑電高浜発電所

放水口

内浦港口 ブ イ

動 燃 放 水 口

放水口沖

4

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

海底土

原電敦賀発電所
放水口

浦 底 湾 口

閃電美浜発電所
放水口

放水口沖

閃電高浜発電所
放水口

4

〝

〝

〝

〝

第3表 原子力発電所周辺の全ベーター放射能

種 類 試料数 平均値 最高値 最低値

魚 類

月類(肉)

〝(内月顧

藻 類

アジ,カ

ヒラメ,

バイ月,

ワカメ,

魚 類

月 類

アジ,ナノ

サザエ



海
産
生
物

魚 類

月類(肉)

〝(内臓)

藻 類

アジ,メジ

ナザエ

0･- 5珊

5-2 0c珊

0- 5cm

5～2 0cm

2 0 3

6 0 6

16 2

6 01

空間線
量 率

第4表 海底土中の核種分析(54Mn,60c o,137c s) 単位pCi/ダ乾

採取地点 試料数

弘Mn,Or

60coを検

出した数

137cs

敦賀発電所
放水口

浦底湾 口

0.23･-0.65

⊥TD以下

～0.11

0.43～0.91

1TD以下

～0.34

0.17-0.29

LTD以下

～0.21

美浜発電所
放水口

0.42･-1.00
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第6表 敦賀発電所周辺における陸上試料中の131Ⅰ

単位:pCi/ク生or米nC

採取地点 採取年月日 備 考

4 9.11.5

〝

11.7

11.20

0.0 2 2±0.00 4

0.019±0.0 0 4

0.015±0.00 2

⊥T D

発電所より約1

地点で採取

11.5

11.2 0

0.0 6 7±0.010

⊥T D

4 9.10.8･-11.5 0.065±0.061*

科学技術庁編

ヨウ素分析法(
による



(58)静岡県における放射能調査

静岡県衛生研究所

植松甲之介,房家ヱ

息 明雄,石渡遥

1.緒 口

昭和49年慶において･静岡県が実施した科学技術庁委託調査および浜岡原子力発層

環境放射能調査について･その概妥をのべる｡

2.調査対象

測定対象物としては･雨水･浮遊塵,陸水,海水,農畜産物･海産生軌陸も海虐

とし,雨水については降雨毎に,他のものについては･年1～6回測定した｡全β放永

は,科学技術庁発行代放射能測定法,,に準拠して行ない･測定にはGMカウンターを偵

00srについては化学分析処理後,低バックグランド型のガスフローカウンターで摘

行ない定量した｡

3･測定結果

陸水,海水,土壌･海底土,農畜産物,海産生物についての全β放射能測定結果の確

から表4までに示した｡

これらのうち陸水は･原発調査LTD～11･6pCi/1委託調査LTI)-11･8pCi

あり,ほは同一レベルであると考えられる0海水,海底土は,原発調査および委託調査

なレベルにあり,特異的な高い値はみられていない○農畜産物については,荒茶および

大根,原乳を除いては･すべて⊥TD以下となっているQ海産生物についてもその放射

ルは農畜産物とほぼ同程度である0以上のべた全般についても本年特に高い異常な値は

ていないQ化学分析による抑srの測定結果は,表5に示されているが,前年の値と此

なくそのレベルは,農畜産物については荒茶0･20～0･33pCi/ク荒茶,その他0.00

0･019pCi/タ生の幅内にあり,海産生物については,いづれも⊥TD以下であった(

4.結 語

以上のとおりこれらの調査結果ほ,昨年と同様･減少又は横ばい状態を示し,特異な1

みられなかった｡

表1(陸水･海水)

単位:t

原発周辺調査 委 託 調 査

試料数 測定値の巾 試料数 測定値の

上 水

井 水

⊥TD

⊥TD～11.3

L TI)･-11.



表2 (土壌,海底土)

単位:pCi

原発周辺調査 委 託 調 査

試料数 測定値の 巾 試料数 測定 値の

0～2 0cm

O.6～1.2

海底土 3 5 1T D～1.1

0 ～5c珊
0.6-2

5～2 0cm

l.2～2

L TD

表3 (農畜産物)
単位:pC

項 目
原発周辺調査 委 託 調 査

試料数 測定値の巾 試料数 測定値の

玉 ね ぎ

す い か

かんし 上

米

白 菜

キ ャ
ベ ツ

大 根

み か ん

原 乳

※茶 葉

ほうれん草

3

2

1

2

3

1

4

2

4

4

-

L T D

〝

〝

〝

〝

〝

⊥T D～0.3

LT D

〝

2.2～4.3

●

4

6

4

3

4

※茶葉は荒茶を測定しているので単位は〆二i/ク荒茶である｡

表4 (海産生物)
単位:pC

原発周辺調査

試料数

委 託 調 査

測定値の巾 試料数 測定値の

し ら す

ひ ら め

い さ き

2

2

1

一

2

-

⊥T D～0.



はまぐ り

むらさきいがい

か き

いせえ び

ま

じ

か

た

な

か

わ め

ほんだわら

ブランクIツ

せ い ご

かわは ぎ

あ さ り

ぴんだ い

す ず き

表5(農畜産物,海産生物中のQOs r)

試料数 測定値の 巾

キ ャ
ベ ツ

大 根

米

乳

茶
す

め

め

び

ら

ら

じ

わ

原

荒

し

ひ

か

あ

1

3

2

4

3

2

2

1

1

0.019

0.0 0 37-0.0 0 80

0.0 0 3 5-0.00 38

0.0016～0.00 57

0.20～0.3 3

1TD

〝

〝

〝



(59)愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

井上裕正,浜村憲克,茶谷邦

加賀美忠明,森田登喜子,富田伴

大招章子,荘加泰司

昭和50年1月から昭和50年7月までの科学技術庁による委託および愛知県独自でお

た放射能調査の概要を報告する｡

1.調査対象

雨水(定時採取),降下じん,上水,河川水,海水,海底土,土壌,野菜,牛乳,魚

海藻,空間線量等136件である｡

2.馳走方法

試料の前処理及び測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963年)｣にしたがって行

3.測定結果

試料の各種別についての本調査期間中えられた測定値は表のごとくであり,その結果

的に前期と同様であった｡
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(60)京都府における放射能調査

京都府公害研究所

田村義男,小西 夕

江阪 忍,迫田吉之j

l.緒 言

京都府において実施した昭和49年産科学技術庁委託放射能調査について報告する｡

2.調査の概要

(1)試 料

雨水,陸水,海水,海底土,土壌,各種食品類の全β放射能と空間線量率の測定を尋

軋定件数は160件であった｡

(2)測定方法と計数装置

イ 全β放射能の測定は,科学技術庁編,｢放射能測定法(1963年)｣に準じて行っ

雨水,陸水,海水,海底土,土壌の測定には,島津製作所製EC-14型の計数∃

島津製作所製のB-14塾のGM計数管を用い,各種食品類の測定には富士通製Sノ

250型計数装置と富士通製132塾のGM計数管を用いた｡

ロ 空間線量の測定は,科学技術庁編,放射能委託調査計画書空間線量調査要項に準t

った｡汎｣定機は,アロカ製TCS121C塾r線用シンチレーションサーベメーター
いた｡

(3)測定結果

イ 雨水の放射能

京都市における雨水中の全β放射能測定結果を表-1に示した｡

表1 雨水中の放射能の経月変化

最高値

pCi/g

最低値

pCi//ゼ

平均値

pCi/ど

S. 49.4

13 5.0

3 9 8.6

12 4.7 18 2.7

2 0 9.9

3 0 0.7

191.7 110.1 1.6

17 3.7 3 3.8 9 0.3 3.5



昭和49年6月,中国が第16回核実験を行ったが,雨水中にはその影響は認め

かった｡過去8年間の降下量の推移をみると図一1のとおりであり,今年度の降下

数年来の最低であった｡

42 45 44 45 46 47 年8 49

図-1年産別雨水放射能の推移



表2 各種試料中の全β放射能と空間線量

試 科 名 採取場所 単 位 最高値 最低値

上 水 京都市
pCi/ゼ

河 川 水
pCi/ゼ

海 水

海 底 土

0･-5c椚

5～:犯C爪
宮津市

牛乳(原乳) 京都市

綴喜郡

茶(製茶) 与謝郡

フ ナ

空間線量率

上水の年平均値は,昨年と同程度であったが,河川水は2月に24.4pCi/守¢

を検出したため,年平均値は昨年よりもーわずかに増加した｡年間を通して陸水は,若

による変動が大きかったが,そのほかの試料については,昨年と比べてわずかな割

られるものの,特に高い値は検出されなかった｡

3.結 語

第16回中国核実験による影響は,雨水･ちりにも認められず,雨水中の放射性物雲

量は,数年来の最低であった｡また,調査試料中の全β放射能は,昨年と比戟して著t

は認められなかった｡



(61)大阪府における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所

沖岩四郎,田村幸子,杉浦

1.緒 口

前回の報告に引続き,昭和50年8月までの大阪府における放射能調査の概要を報

測定は,空間線量率(サーベーメータ,モニタリングポスト`こよる)を除き,すべて

一夕放射能を対象とした｡

2.調査結果の概要

(1)全降下物:地上約20〝lの当所屋上に設置した面積1,000c戎のステンレス製円

(下部ほ炉斗状)(こ水を張り,原則として10日間雨水,降下じんを捕集,その1

を濃縮乾固して測定試料とした｡図1にその結果を示す｡横軸に月日,縦軸に降下

結果を1日あたりに平均してmCi/kTd･dayの単位を対数で示した｡

一正'1//km2 し1叩

l()1

10-2



(勿 雨水:直径30cmデポジットゲージで雨水を集め,毎日定時に採取した｡100舶以

取した雨水について,その100耽βを濃縮乾固して測定試料とした｡図2にその結果を

(3)浮遊じん:地上約15〝‡で平行板型電気集塵器(Aloka EC-5型)を用い,原則と

720ぱの空気(31ば/分)を吸引し,電極に付着した浮遊じんを水で洗い出し,漁

1/10を濃縮乾画して測定式科とした｡図3にその結果を示す｡

l〉t-1t

ll l_ヱ l i l
l ■､ }

l

【
｢

図2 雨水の放射能(72時間値)



(4)その他のグロスベータ測定結果:その他の試料についての最高胤最低値,平均値

表1に示す｡試料の採取,処理,測定は科学技術庁指定の方式に準じて行った0

表1陸水,海水,土壌,原乳等の測定結果

試 料 単 位 最高値 最低値 平均値

上水原水(淀 川)

蛇 口 水

河川水(大 和 川)

下 水(津守,中浜)

海 水(大 阪 港)

海底土(大 阪 港)

河底士(中 央)

(左 岸)

土 壌(0～5c爪)

(5～20cm)

原 乳

玉ねぎ

4.3

0.9

0.6

0.8

0.8

2.3

0.7

2.8

1.7

1.8

1.2

0.9

4.0

1.6

7.2

7.6

1.3

2.7

0.8

2.9

2.9

2.4

1.1

1.5

(5)空間線量率:サーベーメータ(Aloka TCS-121型)およびモニタリングボス

(Aloka ND-R12-195型)による測定結果をそれぞれ表2,表3に示す｡

表2 サーベーメータによる空間線量率判定 表3 モニタリンクポストによる空

結果(〝R/b)

最高値 最低値 平均値

熊取町 9.3 7.3 8.2

枚方市 10.1 9.3 9.7

3.結 語

すべての測定結果について,特に高い放射能

量率の測定結果(eps)



(62)兵庫県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

大 路 正 蓮

1.緒 呂

昭和49年9月より昭和50年8月までの期間に実施した放射能調査の概要を報告すj

2.調査研究の概要

2.1 雨水,雨水ちり,上水,河jll水,海水,海底土,牛乳,牧草,ほうれん革,米,

食,空間線量等167件｡

2.2 測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に準拠】

なった｡

2.3 調査結果

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1に,また陸水,農畜産物∃

射能測定値を表2(こ示した｡雨水,雨水ちり,陸水,海水,農畜産物等の測定値(

は見られなかった｡

表1 雨水中の放射能の月別推移

月 別 測定回数
平 均 値

pCi/舶

最 高 値

pCi/仇β

最 低 値

pCi/mβ

雨水による月
降下量mn/

0.0 9 0 0.0 0 4

0.0 9 2
-

0.0 0 8

0.15 3 0.001

0.0 6 8 - 0.0 0 8 1.5 2

1.7 7

2.3 9

1.31
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(63)和歌山県における放射能調査

和歌山県衛生研究所

吉野 実,森 喜博

1.緒 呂

和歌山県における昭和49年慶(昭和49年4月1日より昭和50年3月31日まで)一

射能調査結果について報告する｡

2.調査の概要

(1)調査の対象

調査の対象は表1のとおりである｡なお本年より空間線量率の測定も開始した｡昭和

年度の調査件数は155件であった｡

(2)測定法および測定装置

試料の前処理,測定方法は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にしたがった･

測定器としてはGM計数装置は東芝製3048型,GM計数管は東芝製M-2319

用した｡また空間線量率の測定はAloka TCS-121C型Vンチレrショソナーペーメ

を用いて行なった｡

(3)調査結果

本年度の調査期間中における雨水および雨水ちり中の放射能の月別推移を表2に示し

調査期間中に中国が第16回の核実験を行なったが雨水中には影響が見られなかった｡

陸水,牛乳,土壌,野菜,果実については表3に示したが,最近数年間と類似した値

た｡

空間線量率は平均値が8.1′`R/brであった｡

3.結 語

本年度の調査結果では前年同様全β放射能(こついては高い値は見られなかった｡空間線

ついては本年度から調査を始めたため,来年度からの値に注目してみたい｡



表1 昭和49年慶放射能調査項目

種 類 採取場所 採取回数 調査対象

雨 水(定時採水)

雨水･ちり(月 間)

上 水(原 水)

牛 乳(原 乳)

土 壌(0～5c爪)

〝 (5～20c爪)

日 常 食(都市成人)

〝 (農村成人)

〝 (農村幼児)

野 菜(白 菜)

果 実(みかん)

空 間 線 量

全 β 測 定

全β測定･送付

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

送 付

〝

全 β 測 定

〝

〝

線 量 測 完

表2 雨水および雨水･ちり中の放射能の月別推移

雨 水 (定 時 採 水)

年 月 降 水 量

鳳孤
測定回数

平 均 値

pCi/耽β

降 下 量

mci/knf

月間雨水

り 降｢

mCi/

49年4月

5

6

7

8

9

10

11

12

50年1月

15 7.5

117.0

12 2.0

3 8 2.0

18 4.0

2 0 4.5

9 9.5

6 8.0

4 0.5

6 4.0

00

8

9

2

5

6

9

5

5

8

1

0.12

0.12

0.12

0.0 7

0.10

0.08
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表3 陸水,農畜産物等の放射能

種 類 単 位 測定回数 最高値 最低値 平均†

上 水(原 水)

牛 乳(原 乳)

土 壌(0～5cm)

〝 (5-20cm)

野 菜(白 菜)

果 実(みかん)

空 間 線 量

pCi/ヱ

pCi/ダ生

pCi/グ

pCi/夢生

〝R/br

4

4

1

1

4

4

12



(64)鳥取県における放射能調査

鳥取県衛生研究所

宮田年彦,谷口早苗,村江清

尾田喜天

1.緒 口

昭和49年慶に実施した放射能調査の結果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)測定法

試料の調整および測定法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣,｢放射

素分析法(1967)｣,｢シンチレーションカウンターによる環境放射線の測定荘

｢モニタリングポスト(こよる空間線量の測定(1968)｣などによった｡

(勿 調査結果

イ 雨水および雨･ちりの全β放射能

雨水中の放射能濃度は,6月20～21日の降雨(こ第16回中共核実験(6月1

の影響が認められたが,それ以外の時は0.2pCi/me以下で,0.02～0･04pCi

通常値であった｡

大型水盤による放射能月間降下量を測定したところ,0.61～7.63mCi/kTJ/

を示した｡本年度は中共の核実験による影響で6月に高値を示した｡季節的には昨

春～夏は低く,冬期には高値を示した｡(表1)

ロ 陸水,食品および土壌の全β放射能

陸水には,ほとんど放射能は認められなかったが,野菜にわずかではあるが放射

めるときがあった｡

土壌中の放射能は,kぱ当りの値で下層が上層の1～2倍を示した｡また,昨年の

比して上層はほぼ同程度であるが,下層の値が低値となっている｡(表2)

ハ 浮遊じんの全β放射能

ろ紙式集じん器で月6回集じんし,その放射能を測定した｡採取日により放射能

大きな差があったが,例年のごとく春から秋にかけてやや高く,冬期は低値を示し

(図-1)｡また,短半減期の核種がその放射能の主となっているが,その割合は

により異なっていた｡

ニ 核種分析

県内産牛乳を期間内6回採取し,波高分析器により分析した｡Ⅰ-1311こつい

期,Cs-137については,ほとんどの試料についてわずかではあるが認められた

3)

ホ 空間線量

土壌採取場所で毎月1回サーベイメータによる測定を行ったが,その結果は,冬



大きく,4-10月は小さかった｡なお,年間の最低値と最高値はそれぞれ13･2滴

3占.8epsであった｡(図-2)

3.結 果

本年度の6月17日第16回中共核実験が行なわれたが,その影響は少く雨に一度現オ

だけであった｡陸水および食品中の全β放射能については,昨年同様ほとんど認められ差

土壌中にわずかに高い放射能が認められたにすぎず,これも昨年より低下していた｡まカ

ニタリングポストによる空間線量連続測定により空間線量の増減が気象に左右されるこ～

められた｡
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表2 陸水,食品,土壌および浮遊じんの全β放射能

品 名 測定回数 最 高 値 最 低 値

上 水

原 水

炉 過 水

3.80±3.15 pCi/ヱ

3.55±3.48 〝

-1.57±2.79 pCi/

-4.36±2.74
〝

河 川 水 6.12±2.70
〝

-1.40±3.07
〝

牛 乳

生 乳A

〝 B

市 乳

-0.0
±0.1 pCi/グ生

-0.0
±0.1 〝

-0.0
±0.1 〝

ー0.1±0.1 pCi/グ

ー0.1 ±0.1 〝

-0.1
±0.1 〝

野 菜
ほうれん葺

大 根

1.1 ±0.3 〝

0.3 ±0.1 〝

-0.0
±0.3 〝

0.1 ±0.1 〝

0.0 ±0.1 〝

0.0 ±0.0 〝

0.1 ±0.0 〝

-0.0
±0.0 〝

-0.1 ±0.0 〝

-0.2
±0.1 〝

土 壌

深さ0～5cm

//5～20c珊

167.2 mCi/knf

215.6
〝

115.7 mCi/

186.9
〝

浮 遊 じ ん 1.78 pCi/ぱ
0.115 pCi/

表3 牛乳中の131Ⅰ.137csならびに空間線量

品 名 最 高 値 最 低 値

牛 乳
22.1±5.O pCi/ヱ

19.3±3.2
〝

ー0.1±4.4 pCi/

5.1 ±3.1 〝

空 間 線 量 通 年 35.8 eps 13.2 cps
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(65)島根県における放射能調査

島根県衛生公害研究所

斉藤孝一,山本春海,寺井邦雄

高井敏文,安田幸仲,藤井幸一

1.緒 口

本県においては中国電力株式会社が鹿島町に原子力発電所を建設し,昭和48年11月

試運転を開始,翌49年3月より本操業に入っている｡

この監視業務として｢島根原子力発電所環境放射能等測定技術会｣を設置し,当所はそ

査の一部,放射能部門を担当した｡

また科学技術庁委託による放射能調査も行った｡

その他に県独自に原子力施設および核実験等(こよる放射能の環境への影響を知るため(こ

を行なったので,これらを総合して,その概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査地点

調査は図1(こ示した地点で実施した｡特に原子力発電所周辺での採取･測定を重点的

なった｡

(2)試料の採取法および分析法

科学技術庁の指示,および科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963),l~放射性ヨ

分析法｣(1967),｢Ge(Li)半導体検出器を用いた機器分析法(案)｣(昭和

年度),｢放射能調査委託計画書｣(昭和49年慶)などに準じて行なった｡

全β放射能測定においては雨水のみGMカウンタを使用し,その他の検体については

2打ガスフローカウンタを使用した｡

波高分析装置による機器分析はオルテック製Ge(Li)検出器付4000ch波高分析

を使用した｡

熱螢光線量計による積算線量測定はナショナル製UD-200S(CaSO4(Tm))の素

使用し,約90日間を測定期間として野外に設置した｡

(3)調査結果および考察

〃)全β放射能測定

概要を表1･図2に示す｡全般(こほぼ平年並のレベルであった｡

0 定時採取雨水:昨年度とほぼ同程度であった｡

0 浮遊じん:今年度より年4回,全β放射能の測定を行なった｡

0 陸水:昨年度の値と同程度であった｡

0 海水:全地点とも昨年度よりやや高いレベルであった｡

0 農畜産物:昨年度と同様,大根において根より実の方が高いレベルであった｡ま

鼻ト{㌔1ト7･L｣トロバー:上亡正F トJlノ【こl､lノ′ヾIl._ガト士こ
一､J♭



地点の差が大きかノ)た｡

○ 土壌:昨年度の値とほぼ同程度であった｡

わ)空間線量

概要を表2,図3に示す｡

0 積算線量(熱螢光線竃計):年換算すると島根県下では約50-110mR/句

根半島(原発周辺)では約50～90mR//年であった｡

0 空間線量率(サーベイ･メータ):各地点において年間変動に著しい特徴はみ∈

かった｡

0 空間線量率(モニタリング･ポスト):年間を通じて著しい変動は見られないカ

から冬にかけて高くなる傾向がうかがわれる｡

レう 機器分析

概要を表3に示す｡

巨)第16回中国核実験の影響

定時採取雨水,月間雨水,モニタリングポストの測定･調査では第16回中国核∋

よる影響は認められなかった｡

3.結 語

島根県(こおける環境放射能調査を行なったが核実験,島根原子力発電所その他にもとて

異な傾向は認められなかった｡
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表1全β放射能測定結果
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表2 空間線量測定結果
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(66)岡山県における放射能調査

岡山県衛生研究所

柚木英二 山川元昭,日笠実美二

山本隆志

1.緒 口

昭和49年慶(49年4月～50年3月)本県において実施した環境放射能調査結果ヨ

する｡

2.調査研究の概要

(1)調査の対象

雨水,陸水,農畜産物,魚月類,土壌,空間線量等202件である｡

(2)測定方法

全β放射能の測定は科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963)により,原乳中の】

同庁編｢放射性ヨウ素分析法｣(1967)にしたがった｡空間線量の測定は科学技事

｢放射能調査委託計画書｣(昭和49年)によった｡クランの分析は固体螢光々慶法l･

がった｡

(3)主な測定器

GM計数装置 富士通製(SA-250型)

光電分光々慶計附属螢光測定装置,島津製(QV-50型)

400チャンネル波高分析器,日立製(RAH-403型)

シンチレーションサーベイメーター,日本無線製(TCS-121B型)

(4)調査結果

雨水の全β放射能を図1に示す｡雨水の放射能は6月のピークを除くと前年度と同奄

レベルで推移した｡6月のピークは6月17日中国が行った第16回核爆発実験の影司

る｡

陸水,農畜産物,魚月類,土壌の全β放射能および空間線量は表1,表2に示すと〕

ずれも異常値は認められなかった｡原乳中の131Ⅰは年度内に6回測定した｡その結果Iて

～17.9pCi//ヱであった｡クラン鉱山周辺地域の河川水,土壌および野菜のクランて

表3に示す｡各試料とも前年度と同様,特に異常は認められなかった｡

3.結 語

本年度の岡山県における環境放射能,全β放射能,空間線量,原乳中の131Ⅰ等いずれ⇒

能汚染は認められなかった｡

またクラン鉱山周辺地域(こおける環境試料についても同様であった｡
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(67)広島県における放射能調査

広島県衛生研究所

児玉陽太郎,調枚勝

1.緒 呂

昭和49年慶に実施した環境放射能調査結果の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

雨水･ちわ,浮遊塵,上水,海水,土壌,海底土,農畜産物,魚貝藻類の186件

放射能測定と空間線量の測定を行なった｡

(2)測定方法

試料の調整および測定方法は科学技術庁編｢放射能測定方法(1963)｣に従っ

定器は日本無線製DC-1001型及び日本無線製TCSシンチレーションサーベイ

ーを使用した｡

3.調査結果

雨水･ちり(定時採取)の全β放射能の月別推移を表1に,浮遊塵については表2に

また上水,農畜産物,土壌等の全β放射能を表3に示した｡本調査期間における環境放

ついては全般的に平年と同水準であった｡

表1 雨水･ちりの全β放射能(定時採取)

..二†'､,●‥▲･◆.･､･◆∴∴･1.･･｢
6時間更正値

表2 浮遊塵の全β放射能

項 目



表3 上水･農畜産物･土壌等の全β放射能

試 科 名 採取地 測定数 平均値 最高値 最低値

上 水

海 水

原 乳

野 菜

魚

1貝

′t藻
類

)産海(

土 壌(0-5c頑

〝(5～20(東

海底土

空 間 線 量

湾

市

市

市

湾

島

島

山

鳥

島

広

広

福

広

広

√くーし

62 mCi/



(馳)山口県における放射能調査

山口県衛生研究所

松 尾 博

1.緒 己

昭和49年慶に実施した山口県における環境および食品等の放射能調査結果の概要を

る｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象試料

調査対象は,前年同様定時雨水,月間雨水･ちり,上水,河川水,海水,海底土,

精米,野菜,日常食,土壌の各試料並び(こ,空間線量及びモニタリングポストについ

した｡

(2)試料採取,調製及び測定

試料の採取,調製及び測定は,放射能測定法(科学技術庁1963年)及び放射能

託計画書(昭和49年慶)に準じて行った｡

(3)測定結果

各試料の測定結果は,表1-8に示すとおりである｡

3.結 語

この期間内において,中国が第16回核実験を昭和49年6月17日に行ったが,山

雨水(こはその影響は現われなかった｡又,その他の試料についても,汚染は認められな

が,昭和49年7月9日採取の上水(徳山市)に75.17pCi/ヱと高値を示している

について,種々検討したが核実験後相当日数がすぎているため,核実験の影響と即断は

た｡

表1 定 時 雨 水

年 月 最 高 値 最 低 値 平 均 値 試 料

3.14

1.6 9

4.91

4.9 8

0.6 6

1.2 4

2.8 2

0.7 8

0.4 4

2.7 4

1.1′8

0.7 6

1.71

0.7 5

0.38

0.14

0.9 2

0

0.15

0.8 5

5

5

7

13

2

4

5

2

5

6



表2 月 間 雨 水 ･ ち り

山 口 市 萩 市

mCi/kt㌔ 採水量(ヱ) mci/kTJ 採水 量

2.41

6.3 0

0.0 9

0

3.4 7

2.5 9

1.5 2

0

3.0 0

9.3 9

2.8 3

3.19

2 5.0

15.0

0

12 8.0

4 5.0

8 7.5

20.0

15.0

2 3.5

3 5.0

4 7.0

40.0

6.61

3.6 4

1.4 5

0

4.3 4

0.7 6

0

0.13

2.2 7

4.11

1.08

2.31

12.5

5.0

0

121.5

9 9.0

5 2.5

3 4.0

15.0

2 5.0

5 0.0

2 2.5

5.0

43.7 7

表3 陸 水

年 月
上 水 河 川 水

宇 部 市 徳 山 市 油谷町大坊川

S49.4

7

8

11

12

S50.1

2

3

3.17 7 5.17

7.6 8

2.19

4.6 3

1.9 7

年 平 均

表4 海水,海底士

海 水 海底土

(単位 pci/ヱ)

表5 土 壌



表6 農 畜 産 物

大 根 キ ャ
ベツ 精 米

阿東町 山口市 油谷町 山口市 油谷町
ヤ マ ピ コ コシヒカリ

山口市 萩 市

(単位pci/生グ

表7 空間線量

年 月 〝R/br

S49.4 13.3 5

5 13.3 6

6 12.5 5

7 12.5 7

8 12.5 6

9 12.4 8

10 12.2 4

11 13.0 2

12 12.7 7

S50.1 11.3 0

2 11.3 2

3 12.21

年平均 12.4 0

表8 モニタリングポスト平均値

上値eps 下値cps 平均値e

2 3.4 8

2 2.8 5

2 3.2 3

21.0 5

2 8.0 2

3 3.12

2 6.0 0

2 4.0 5

2 3.6 0

2 4.71

2 3.7 8

2 4.13

2 0.4 5

2 0.8 8

2 0.5 5

18.13

18.7 4

2 2.4 8

2 0.4 5

20.4 5

2 0.4 2

2 0.5 8

19.8 8

2 0.71

21.6 4

21.1≡

2 2.0 7

19.2 2

2 2.O C

2 4.01

21.8J1

2 2.12

21.8!

2 2.11

21.29

2 2.0 3

年平均 2 4.8 4 2 0.31 21.78

注:49年8,9月測定器不調



(69)高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

西本孝男,上田雅彦,福井節子

1.緒 呂

昭和49年4月から昭和50年3月までの期間(こ実施した放射能調査の概要を報告する

2.調査の概要

2.1 調査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,魚貝藻類など144件の全β放射能測定と,モニ

ングポスト,サーベイメーターによる空間線量の測定を行った｡

2.2 測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に従って

た｡

3.調査結果

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1,陸水,各種食品等の放射能測定

表2,モニタリングポストによる空間線量月間推移を表3,又サーベイメーターによる空

量測定値を表4に示した｡本調査期間中昭和49年5月16日インド,ラジャスタン砂ば

おける地下核実験,6月17日フランス,南太平洋ムルロワ環礁,同日中国,北西部ロブ

付近における核実験が行なわれたが,雨水,各種食品,モニタリングポストiこよる空間線

定値には特に変動はみられなかった｡

表1 雨水の全β放射能

測定 数

平均値

pCi/ヱ

最高値

pCi/ヱ

最低値

pCi/ヱ

雨水による
月間降下量

mci/kIぱ

8 5.7

3 7.8

4 5.5

3 3.6

3 5.2

3 0.1

2 6.8

3 2.4

19.0

3 9 2.2

9 3.1

10 4.8

19 2.7

8 0.9

9 3.0

8 2.6

8 0.1

51.7

21.4

2.8

5.7

2.8

2.8

2.9

5.6

0

0

11.5 9

7.2 8

12.5 4

10.4 4

9.6 7

12.0 2

4.5 2

1.4 2

2.01

2 6 4.7

2 2 6.7

3 7 0.0

4 5 4.1

3 7 5.7

5 38.3

20 5.C

6 0.3

8 7.6



表2 陸水および各種食品等の全β放射能

試 料 名 測定数 平 均 値 最 高 値

上 水(源 水)

牛 乳(原 乳)

み か ん(果 肉)

ほうれん革(棄 部)

てんぐ さ(全 章)

か つ を(肉 部)

ふ な( 〝 )

し じ み( 〝 )

土 壌(0～5cm)

〝 (0～20c郡)

3.1pCi/ヱ

O pCi/グ

0.0 8 〝

0.2 6 〝

0 〝

0.3 7 〝

0.01 〝

0.0 9 〝

1.1 〝

1.3 〝

4.8pCi/ヱ

O pCi/グ

0.3 3 〝

0.5 3 〝

0 〝

0.3 8
〝

0.0 2 〝

0.0 9 〝

●l

●l

C

C

p

p

O

O

0

0.0 8

0 〝

0.3 6 〝

0 〝

0.0 9 〝



表3 モニタリ ングポストによる空間線量

上 値(eps) 下 値(cps) 平均値(cps)

12.5

13.2

13.6

13.3

12.7

11.5

13.3

11.8

13.4

13.0

14.4

12.7

表4 サーベイメーターによる空間線量

空間線量率 〃R/hr



(70)福岡県における放射能調査

福岡県衛生公害センター

石 飛 昭

1.緒 呂

昭和49年慶(昭和49年4月から昭和50年3月まで)に実施した放射能調査結芽

を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

調査対象および調査地点は表1に示すように各種食品,雨水･ちり,海水,海底｣

および土壌等の全β放射能の測定,サーベイメーターおよびモニタリングポストiこj

線量測定,波高分析器による牛乳中のヨウ素131の核種分析を行なった｡

(2)測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣ならびに寿

庁から指示された方法にしたがって行なった｡

3.調査結果

(1)雨水･ちりの全β放射能

当センター屋上に設置した直径29c爪のロートの下に5上のポリびんを置き,こオ

ちりを受け,毎日定時に採取し全β放射能を測定した｡表2,3に雨水中の全β放身

時間値)の月別推移を示したが1仇β中1pCiを越えたものはなく前年とほぼ同じ水当

た｡

本調査期間中(昭和49年6月17日),中国が第16回の核実験を行なったが雨

りには影響はみられなかった｡

(2)環境試料の全β放射能

陸水,海水,海底土,土壌および各種食品について行なった全β放射能の測定結男

5,6に示した｡

これらは例年と同じ水準で,第16回の中国核実験の影響もみられなかった0

(3)空間線量

地上約19.3〝lのセンター屋上にNal(Tl)検出器(富士通製1×1インチ)を言

空間線量を測定した｡

その結果は表7に示すように一年を通して称こ変化は認められなかった｡

また土壌採取地点(早良郡早良町)においてサーベイメーター(Aloka製TCS一

による空間線量の測定を毎月1回行なっており,その結果は表8に示すよう(こ例年J

準であった｡

4.結 語

本年度は前年度と同じように雨水･ちり,各種食品,海水,海底土,陸水および土召



表1 昭和49年度放射能調査概要

試 科 名 採 取 地
49 年 度 件 数

測定分 送付分

野 菜
ほうれん革

大 根

福岡市大字周船寺,柏屋郡志免町

早良郡早良町,粕屋郡志免町

牛 乳 原 乳 粕屋郡古賀町

米 麦
精 米

精 麦

筑紫野市二日市,粕屋郡新宮町

筑紫野市二日市,甘木市

魚月藻類

小 鯛

鮒

あ さ り

わ か め

福岡市大字唐泊

福岡市内

福岡市内(博多湾)

宗像郡玄海町

日 常 食
都市成人

農村成人

福岡市内

粕屋郡篠栗町

上 水 原 水

下 水 放 流 水

河 川 水 表 流 水

福岡市平尾浄水場

福岡市中部下水処理場

福岡市塩原(那珂川)

土壌草地

0 ～ 5 c仇

5･-2 0c珊

早良郡早良町

海 水 表 層 水

海 底 土 泥 質

雨水･ちり 降 雨 毎

月間雨水(大型水盤法)

機 器 分 析 調 査

原乳中のヨウ素131

モニタリングポストによる
空 間 線 量 測 定

)博多港,門司港

筑紫郡太宰府町(センター屋上)

筑紫郡太宰府町(センター屋上)

粕屋郡古賀町

筑紫郡太宰府町(センター屋上)

8

8

12

1

1

10

2



表2 雨水中の放射能の月別推移

月 別 測定回数
最 高 値

pCi/仇β

最 低 値

pCi/舶

平 均 値

pCi/舶

月間降~

mCi/

表3 雨水中の放射能の年別推移

年 別 測定回数
最高値

pCi/爪β

最低値

pCi/爪β

平均値

pCi/仇β

月間降下量

mci/knf

41.4～42.3

42.4～43.3

43.4～44.3

44.4～45.3

45.4～46.3

46.4･-47.3

119

90

121

8 6

121

118

0.07

0.10

0.07

0.07

0.08

0.12

284.28

62.74

8734

55.67

99.61

273.91

第3,4,.

中国核≡

第6,7【

第8回

第9,1･

第11匝

第12,13



表4 陸水,海水の放射能(pCi/ヱ)

試 科 名 採 取 地 測定回数 最高値 最低†

上 水 原 水

河川水 表流水

下 水 放流水

福岡市平尾浄水場

福岡市塩原(那珂川)

福岡市中部下水処理場

5.5±3.3

5.5±3.1

6.5±3.9

0.9±3.

1.2±3.

3.3±4.

海 水 表層水

〝 〝

福岡市博多港

北九州市門司港

表5 海底士,土壌の放射能(pCi/乾土グ)

試 料 名 採 取 地 測定回数 最高値 最低 f

海 底 土

福岡市博多港

北九州市門司港

土 壌

早良郡早良町

0 ･- 5cm

5～2 0c爪

表6 各種食品の放射能(pCi/生体グ)

試 料 名 採 取 地 測定回数 最高値 最低†

ほうれん革

大 根(根)

〝

(棄)

麦

米

鯛 (肉)

鮒 (全)

福岡市,柏屋郡志免町

早良郡早良町,柏屋郡志免町

筑紫野市,甘木市

〝 粕屋郡新宮町

福岡市唐泊

福岡市

1.1±0.3

0.2±0.1

0.7±0

1.2±0.5

0.5±0.2

1.6±0.6

1.8±1.0

0.0±0.

0.0±0.

0.1±0.

0.9±0.

0.1士0.

0±0.

0.3±0.



表7 モニタリングポストによる空間線量(eps)

年 月 最 高 値 最 低 値 平 均 値

49年 4月 23.0 17.0 18.2

5 21.0 17.5 18.4

6 23.5 18.0 19.4

7 24.0 16.0 18.5

8 20.0 16.0 17.4

9 20.5 16.5 17.6

10 24.0 16.0 17.6

皿 20.0 16.0 17.3

12 26.0 14.0 17.0

50年 1月 22.0 16.0 17.4

2 28.0 15.0 17.5

3 22.5 16.0 17.4

富士通株式会社製 11TD11-2型

電圧1100V,デスクリレベル30keV,Gein固定

時定数100sec RangelO O cps

表8 サーベイメーターによる空間線量

測 定 年 測定回数
空 間 線 量 率 〝R/br

最高値 最低値 平均値

45.12～46.3

46.4一-47.3

47.4～48.3

48.4～49.3

49.4～50.3



(71)佐賀県における放射能調査

佐賀県公害センター

池田嘉宏,中尾幹夫,甲島英男

1.緒 呂

本県では九州電力が昭和50年1月玄海原子力発電所(55万9千kw)の試運転を開

た｡又,周辺環境の放射能の状況を把握するため,昭和47年慶以降,環境放射能の測定

施している｡

ここに,昭和49年慶における玄海原子力発電所周辺放射能調査および科学技術庁委託

の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査地点

原子力発電所を中心に半径約7馳以内で全β放射能10地点16種38試料,核種分布

地点15種34試料,積算線量19地点,サーベイ17地点,モニタリングポスト3地

測定を行い,又委託調査では,佐賀市周辺で調査を実施した｡

(2)調査試料

陸水,陸士,海水,海底土,農畜産植物,海産生物,空間線量｡

(3)測定法および測定器

表1に示すとおりである｡

(4)測定結果

打)環境試料の全β放射能

表2,表3に示すとおりである｡

原発関係では,海産生物はすぺて昨年度より低い値となり,他は同レベルないしは

わずか低い値となっている｡

委託調査でも同様な傾向がある｡

帥 雨水の全β放射能

表4,図1に示すとおりである｡

月間降下量は,年間を通じて,昨年度よりごくわずか低レベルとなっている｡

6,7月の高い値は,第16回中国核実験の影響と思われる｡

12月～2月にかけて高い値が出るのは,大陸からの季節風(こよるものと思われる

←う核種分析

表5,表6に示すとおりである｡

核種分析は,今年度から開始したので,過去のデータとの比較はできないが,従来

国内の諸機関で実施された放射能調査結果と同レベルである｡ただ,松葉だけは,952

137cs,144ce,90sr等の核種を含み,しかも他こ比べて,非常に高い値を示している

･}1占寸 舷∃巨民会Ir ナス地鳥寸々吐ほ各1こ助の患え塵`r ナスもの♪.1誤}1れろ_



昨年度(こ比べ,全測定地点において,TLDによる年間積算線量は,1～12m

レンチサーベイでも,年間平均値で0.1～0.8〝R/b低い値となっている｡

鯛 第16回中国核実験

表8に示すとおりである｡

モニタリングポストでは,6月21日に6月の平均値12.5cpsより6.5eps

19.Oepsを示した｡

核実験による影響は約3日後にあらわれ,その後漸減している｡

3.結 語

環境試料の全β放射能,大型水盤による年間降下量,空間線量すべて昨年度にくらノ

ベルないしは,低い値を示している｡

このことは,核実験による放射性降下物による影響が漸減の傾向(こあることを示す｡

原子力発電所の試運転前後において,特異な変化は認められなかった｡

なお,今後,モニタリングカーやモニタリングポストのテレメータ化によって,環!

監視システムを確立していく計画である｡

表1 測定法及び測定器

調査項 目 測 定 法 測 定 器

積 算 線 量

(モニタリングポイント)
3ケ月間連続積算

熟螢光線量計 ナショナル畢

リーダー……ロD502A

素 子 ……UD200S

モニタリングポスト

(原発関係3基)
連 続 測 定

アロカ製 2〝¢×2〝

NaI(Tl)レンチレ一夕

モニタリングポスト

(委託調査1基)
〝アロカ製

1〝¢×1〝

NaI(Tl)レンチレ一夕

サーベイ ポイ ント 科学技術庁方式
シ∵/チレーションサーベイメ

アロカ製 T C S-121C

全 β 放 射 能

(原 発 関 係)

科学技術庁編

｢放射能測定法｣1963

アロカ製

L B C-451

全 β 放 射 能

(委 託 調 査)
〝GMカウンター

T DC-101

ストロンチウムー90
科学技術庁編

｢放射性ストロンチクム分析法｣

アロカ製

L B C-451

核 種 分 析
｢Ge(Li)半導体検出器を用い

た機器分析法｣(案)昭和47年慶

堀場製Ge(Li)GLC-93

日立505型波高分析器



夷2 蝮′一刀発電所周辺の環境試f･十全β放射能

放 射 能 強 度

井 p 水

心 礼 川

八 川 浦

外 津 浦

八 川 備

外 津 浦

米(精米)

はれいし上

(こんに く

飼料作物

腺 乳

//

松 登

//

み か ん

尾

哺

所

尾

平

話

柄

平

納 所

今 杵

柄所 東

串

平 尾

¥

､

★

3･
一→

‖l-

H

O
･
､

し†

‖り

什･

PCi/タ隼

ヽ

ゝ

リJ

HV

l

l

た い

な ま こ

かわはぎ

え~ そ

い が い

PCi タヰ l

リー

0

1

‖)

1

備考(♪ これらの値は低パノクカウンターによる測定値である｡

② ぺは仙Kの補止≠より言†算上負の値とな ったもの｡

表3 佐賀市周辺の環境試料全β放射能(委託調査)

最 高 値 最 低 値 平 均 値 試 料 数

河

上

陸

海

海

精

水

｣

浄水

水

底 上

米

PCi′∠

PCi/㌢乾

PCi ∠

PCi/タ乾

PCi/タ生

0.5

0

(J.じ

0

19

2 2

1.7

0.6

0.0

3.U

× 1 0.1

1

H

2

j

4

4



表4 雨水の全β放射能(県公害センター屋上)

年月 日 測定回数
最高値

(PCi/ヱ)

最低値

(PCi/ヱ)

平均値

(PCi/ヱ)

月間降下量

(mCi/k†㌔)

6

7

00

9

0

1

2

1

2

3

1

1

1

〇.5

計

l

l

1

9

7

6

8

8

7

5

8

6

7

0

0

5

7

140.0

138.0

411.6

115.4

125.2

32.2

235.0

65.5

31.1

141.4

148.6

72.2

411.6

0

0

0

0

0

0

0

10.2

0

0

17.3

26.1

0

l

2

5

1

6

9

5

6

7

9

2

8

備考 これらの値はGMカウンターによる6時間更正値である｡

1･



表5 原子力発t席周辺の壌壌試料核種分析

懐 糟 分 析

試 科 名 採取地点 採取月 日

井 戸 水

//

河 川 水

49 5.29

50. 1 21

49 5.29

50 1 21

49 5.29

5(J. l.21

49 5.29

50 1 21

PCi/クモ

平 尾

諸 浦

栗

み か ん

//

松 ♯

納 所

//

串

平 尾

仮 立

納 所

//

49 10.29

49 6 18

9 28

9 28

50 1 22

49 9 28

50. 1 22

49 10.29

50. 1 21

49 9 28

50. 1 21

PCi/タ隼

海
∵
厚

生

物

た い

かわはぎ

え そ

な ま こ

い が い

50. 1 21

49 10. 3

50. 1 24

1 2l

PCi/タ生

L

l

_
ノ
■

(

(

(

(

(

0

パU

O

O

O

一lU

O

ハU

〔U

(U

O

O

O

爪U

O

O

備考 ND……検出せず(B･G値にB Gの標準偏首の3憎値を加えたもの(こ満たないもの)

- ……測定せず｡

兵7 モニタリングポストによる空間r綴計数値(委託調査)
単位:eps

Z42



表8 第16回中国核実験時の全β放射能

浮 遊 塵

採取 月 日 49年

6/19 6/20 6/21 6/22 6/23

平 均 ¶

(最低～長講

6時間更正値

(pCi/㌦)

雨 水

採取 月 日 49年

6/21 6/22 6/23 6/24

平 均

(最低～最

6時間更正値

(pCi/ヱ)
13 2.5 10 6.8 2 2 3.9 411.6

218.7

(106.8～41

降 下 量

(mCi/kTrf)

備考 これらの値はGMカウンターによる測定値である｡

核実験日 49年6月17日 15時

表6 原乳中のⅠ-131(委託調査)

採 取 月 日 採取地点 131Ⅰ放射能強度(pCi/ヱ)

4 9. 8. 2 佐賀郡大和町 8.9

8. 2 9 〝 5.2

10. 9
〝 0

.12.
2 6

〝 2.7

5 0. 1.12
〝 9.3

3.12
〝 0.1

平均値(最低～最高) 4.4(0～9.3)





(72)長崎県における放射能調査

長崎県衛生公害研究所

吉田一美,西河昌昭,馬場強

栗原 繁

1.緒 呂

昭和49年慶に実施した放射能調査について報告する｡

2.調査研究の概要

雨水,浮遊塵,陸水,海水,土乳農畜産物,空間線量等203件(13件)※

(2)測定法･測定器

試料の前処理並びに測定方法は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にした

測定器は日本無線GM計数装置TDS-2型(昭和49年7月以前)並びに日本無鰯

計数装置TDC-501型(昭和49年8月12日以降)及び日本無線製TCS-1

シンチレーションサーベイメーターを使用した｡

(3)測定結果

イ 雨 水

雨水の月別放射能強度を(表1)に示す｡全β放射能の年間平均値は,34･6p(

年間降下量は29.OmCi/kt㌔であった｡本期間中に中国の核実験が一回(昭和49

17日=16回)実施されたが,その影響は認められなかった｡

ロ 浮遊塵

浮遊塵の月別放射能強度を(表2)に示す｡全β放射能の平均値は1･07pCi/

年度(0.95pCi/㌦)に比較すればわずかに増加し,47年慶と同程度であったく

ハ 陸水･食品･土壌など

陸水･食品･及び土壌などの全β放射能測定値を(表3)に総括して示す｡前句

戟して大差を認め得ない成績であった｡

3.結 語

本調査期間中に実施された中国の16回核実験に際しての影響は認められなかった｡

※()は計数装置故障のため採取のみを行った数｡
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表3 陸水,食品,土壌等の放射能6時間更正値

試料名 採取地 測定数 平均値 最高値 最低値

上 水

(源 水)
長崎市 1.9 8 3.6 0

上 水

(蛇口水)
2.3 5 4.0 0

海 水 長崎港

牛 乳

(原 乳)
長崎市 0.17

果 実

(みかん)

諌早市

長与町
0.0 5 0.0 8 0.01

長崎市 0.12 0.16

高来町

土 壌

(0～5cm)

市
市
町

崎
浦
浜

長
松
小

14 7.1 2 0 9.5

土 壌

(5～20cm)

3 3 4.8 4 5 3.0 2 01.2

海 底 土

(川 口)

長崎港

(浦｣二川)

海 底 土

(外 港)
長崎港

空間線量 長崎市 〝R



(73)鹿児島における放射能調査

鹿児島県公害衛生研究

橋口俊照,山元政

1.緒 呂

昭和49年度(こ実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査概要

(1)調査対象

雨水,陸水,土凰農畜産物,魚貝藻類,海水,海底士等123試料の全β放射能

間線量の測定を行なった｡

(2)測定法･･測定器

試料の調製,測定は科学技術庁編｢放射能測定法1963｣にしたがった｡

測定器は日本無線医理研製TDC-102型及び富士通製モニタリングポストを使用

3.測定結果

雨水中の放射能の月別推移を表1に,陸水および各種食品等の放射能測定値を表21こ

タリングポストによる空間線量値を表3,図1(こ示した｡

イ 雨 水

全β放射能の年間平均値は52.5pCi/2,年間降下量は6724mCi/kTdであ1

6月21日の降雨にフォルアクトの影響と思われる216pCi/ヱを計測した｡

ロ 陸水,各種食品等

各種食品中,茶が前年にくらぺてやや高い傾向を示したが,その他は前年とほとん

値であった｡

ハ 空間線量

モニタリングポストによる空間線量値は別表のとおりで,平常値が14.5～15.5

特に異常は認められなかった｡

4.結 語

調査期間中第16回中国核実験(6.17)が行われ,その直後の降雨中に影響と思わ;

を計測したが,すぐ平常値に戻った｡

その他の試料については前年度と同レベルであった｡



表1 雨水の全β放射能

月 別

定
数

測

回
最低値 平均値

月間降下量

mci/kt㌔

6

8

8

9

6

6

7

2

4

3

9

4

1

2

l

7

5

6

0

7

3

6

1

7

3

7

2

QO

9

1

7

5

4

9

0

6

5

8

7

3

1

0

6

7

0

3

4

3

2

3

9

2

3

1

1

1

2

1

2

2

3

3

1

2

1

0

9

4

4

3

3

5

0

5

4

5

00

8

3

4

3

4

6

5

4

5

4

5.34

6.2

15.77

4.47

4.89

5.47

5.27

0.32

5.87

3.0

7.37

3.27

7

5

9

9

8

7

5

0

2

7

3

9

1

2

4

6

2

4

6

6

7

9

5

8

1

1

2

1

1

1

1

1

1

回61第

表2 上水,土壌,各種食品の全β放射能

試 科 名 採 取 地 最 高 値 最 低

上 水(原 水)

土 壌(0～5c机)

〝 (5～20cm)

牛 乳(原 乳)

茶

大 根( 根 )

〝 ( 棄 )

海水魚(きびなご肉)

〝 (骨･内ぞう)

決水魚(こ い 肉)

月 (あ さ り)

鹿児島市河頭

開 聞町

加治木町

知らん町･松元町

宮之城町

隼人町･開聞町

鹿児島市

宮之城町

吹上町

4

1

1

4

3

4

4

2

2

2

2

9.0 ±4.7

34 ±31mCi/kぱ

86 ±62 〝

0.15±0.09

0.34±0.19

0.25±0.11

0.12±0.17

0.23±0.19

0.89±0.14

0.18±0.15

0.29±0.22

1.3 ±3.7 p

0.13±0.11p

O.07±0.18

0.15±0.10

0.07±0.18

0.10±0.13

0.14±0.58

0.14±0.14

0.23±0.35



表3 モニタリングポストによる空間線量

(C.P.S)

月 別 上 値 下 値 平 均 値

昭 49. 4 19.5 14.0 15.0

5 18.3 14.0 14.5

6 20.1 14.0 14.9

7 19.5 14.0 14.4

8 17.0 13.5 14.6

9 19.0 13.8 14.8

10 19.0 14.0 14.8

11 16.5 14.0 14.7

12 18.0 13.5 14.5

昭 50.1 20.0 13.3 14.5

2 20.0 13.0 14.6

3 20.0 13.8 14.6
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(74) 沖縄県における放射能調査

沖縄県公害衛生研究所

金城義勝,宮国信栄,洲鎌久

1.緒 呂

昭和49年産科学技術庁委託による沖縄県の放射能調査の概要を報告する｡尚本調査

第16回目の中国核実験が実施され,本県においても雨水,雨水ちりに微量ながら核集

響が認められた｡

2.調査研究の概要

2-1 調査対象

前年産に引き続き雨水雨水ち少の全ベータ放射能の測定,及びモニタリングポスト

チレーションサーベイメータによる空間線量率の測定を行なった｡

2-2 採取及び測定場所

前年度と同様に定時採取雨水は那覇市内の公害衛生研究所3階屋上,月間雨水

与那城村内の放射能分室屋上(平屋),モニタリングポストは与那城村内の放射

屋上(地上高8.2〝t),サーベイメータによる空間線量率の測定は那覇市内の与

奥武山公園にて行なった｡

2-3 測定法

試料の採取,調整及び測定法は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣,

能調査委託計画書(昭和49年)｣に従った｡

3.調査結果及び考察

打)雨 水

雨水の月別放射能強度を表1(こ示した｡雨水中の全ベータ放射能の年間平均値は1

pci/L,年間降下量は2l.00mCi/knfであり前年度と比較してはぼ同レベルで

表1で6月の最上隼181.10pCi/上の値は,6月17日に実施された中国核実験

が23日の定時採取雨水で観測された為である｡

又,6月22日の10時から14時にかけて与那城村内の放射能分室屋上にて18

雨水を採取し測定した結果,242.16pCi/ヱの値が観測された｡(第16回放射

研究成果論文抄録集に既報)｡

伺 雨水ちり

雨水ちりの月別推移を図1に示した｡雨水ちりの全ベータ放射能の年間平均降下量

mci/krrfで,年間降下量は49.27mCi/kTGであった｡

雨水ちりの年間平均降下量を昭和47,48年庭と比較した場合,昭和47,48

0･44mCi/km2,0.48mCi/km2に対して49年慶は4.93mCi/km2と高い傾向を

又,核実験の行なわれた6月の月間降下量は27.36mCi/knfと他の月に比べて

慶高くなっている｡



量は47.69/JRであった｡

与儀公園と奥武山公園との昭和48,49年慶の経月変化を調べてみると,ピ

時期が奥武山公園では与儀公園に追従した形となり,1月から2月程度遅れて現

向が見られた｡又,ピーク出現時期においても48,49年共に奥武山公園では

11月に単一ピークを描き,与儀公園では10月,12月と9月,11月とにタ

クを打いている｡これらのピークが自然のバックグランド的なものか,フォルア

るものか,今後更に調査を継続したうえで検討したい｡

(⇒ モニタリングポストによる空間線量率の測定

モニタリングポストによるによる空間線量率の月別推移を図3に示した｡

モニタリングポストによる空間線量率の年間平均値は11.99epsで年間最上侶

eps,年間最下値は10.4epsであった｡

又,前年度と比戟し大きな変化はなかった｡

4.結 語

(1)本調査期間中雨水,雨水ちりにおいて第16回中国核実験の影響が一時期観測さ

その後平常値にもどっており問題になる値ではなかった｡

(2)雨水ちりにおいては,前年度と比較し若干高くなっている傾向がみられた｡

(3)シンチレーションサーベイメータによる空間線量率の測定で,ピーク出現時期が

園では与儀公園に比べておよそ1月から2月程度遅れて現われる傾向がみられた｡

上記の事項を勘案し,今後更に調査項目･範囲を拡大し総合的に調査して行く必

と思われる｡

表1 定時採取雨水の全ベータ放射能
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※7月分は台風8号により大型水盤が吹飛

され回収不能
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